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○六章・Ｄ










　　　　　　　＊




　天てん井じようから目を戻し、宮みや野のは三人の娘たちを眺め渡した。

「問題は、物語上の存在としか思えない吸血鬼というシロモノが、今のこの学園内を徘はい徊かいしているということから始まっている。さあ、この事じ態たいをどうやって理解し、腑ふに落ちるようにすればいいか、解わかるかね？」

「それこそ、さあ、ですわ」

　知らず知らずのうちに茉ま衣い子こは片目をすがめている。何か変だ。

（何でしょう、この感覚……）

「簡かん単たんだ。すべての疑問がクリアされるような理屈を私は持っている。ＥＭＰ能力の不自然さも、我々の身に不ふ可か思し議ぎな事件が降りかかることも、それがまた都つ合ごう良く解決できることに対するあらゆる疑惑を解消できる強固な理屈だ」

　宮みや野のは茉ま衣い子こが異様に感じるほどの柔にゆう和わな口く調ちようで、

「吸血鬼のあらゆる特性は現実的ではない。なのに、現実に存在している。この矛む盾じゆんを解決する方法を、キミは知っているはずだ」

「知りません」

「そんなはずはない。ある人物がキミに教えたことだぞ。忘れるには早すぎる」

　有りもしないカンペを読むように、宮野の視し線せんは宙の一点に固定されていた。

　なぜだ。茉衣子には次に宮野が言うであろうセリフが解わかった。既き視し感かん。強烈な。

　──六月のあの日、類るいが部室に飛び込んできたあの事件の解決編へんに誰だれかの言った言葉だ。誰か？　忘れるはずはない。観かん音のん崎ざき滋しげる。今はもうこの学園にはいない。

「『最初の前提が誤あやまりだったとしたらどうだろうね。問題の内容に間違いがあったら、導みちびき出される解答が正しくなることもありえない。この場合もそうだよ、前提が事実とは違っていたんだ』──」

　茉衣子は軽い眩暈めまいを覚えた。

　彼女の動どう揺ようを知ってか知らずか、宮野は気にする素そ振ぶりもなく言った。




「吸血鬼は概がい念ねん上の存在だ。ということは、ここにいるのは吸血鬼ではない」

「つまり我々が目にしたあの吸血鬼のように見える生徒たちは、吸血鬼のように見えるというだけで、本質的な吸血鬼ではないのだよ」

「何です……？」

「これがだな、『吸血鬼っぽい何か』としか言いようがないのだ。ライク・ア・ヴァンパイア、擬ぎ似じ吸血鬼とでもしておこうか」

　宮野は微笑ほほえんでいる。顔を見ているだけでは、本気かどうか解りかねる。

「おそらく誰かのＥＭＰ能力が突発的に変異したものだと思われる。元からの吸血鬼などいなかったはずだ。吸血鬼化を促進させる能力などにも聞き覚えがない。そんなけったいな能力者は学生リストのどこにもいなかったぞ」

「しかし……」

　茉衣子は考え考え、

「ＥＭＰ能力が突然変異するなんてことだって聞き覚えがありませんわ。わたくしが知らないだけですの？　よくあることなのでしょうか。それもよりによって吸血鬼……」

　完全な唐とう突とつに、それは訪れた。

　茉衣子は思い出す。胸の奥底にしまっておいた声が幻まぼろしのように囁ささやいた。

『吸血鬼の存在を信じるかい？』

　あの時、自分はどう答えたのだったか。

（わたくしは答えたはずです。そして、その話は終わりました）

　記き憶おくに残っている声が言う。それは自分の声をしていた。

（──我々、ＥＭＰ能力者のような存在がここにいるのですから、吸血鬼や人じん狼ろうくらいの非ひ常じよう識しきな存在だっていても何の不ふ都つ合ごうもないでしょう）

　あまり思い出したくない過去だった。宮みや野のが思い出させたのだ。滋しげるのセリフなんかを引用するから……。

　啓けい示じに打たれたように、茉ま衣い子こは身体からだを強こわばらせた。

（もしや、あの滋さんはこうなることを知っていたのですか？　だからわたくしに吸血鬼を信じるかなどと……。そうだったらどうなります？　あの時すでに、吸血鬼の登場が決定づけられていたとしたら）

　ストップモーションで固まった茉衣子を、若わか菜なが不ふ思し議ぎそうに見上げている。

（滋さんは知っていたことになる……。あの六月の時点で、吸血鬼はすでに存在していたことになります。そう、最初の吸血鬼が誕たん生じようすることを……）

「班長」

　我ながら深くて重い声だと思った。

「班長のその理屈には破は綻たんがあるように感じます。班長は恣し意い的に前提条件をもてあそんでおりますわね」

「ほう」と宮野は呟つぶやいて、笑みを見せた。「面おも白しろいな。どこが破綻しているのか、キミの意見をうかがおうではないか」

　茉衣子は息を吐き出してから、

「吸血鬼は実在したりしないから、この学園で発生したあれらの方々も吸血鬼ではありえない──というのが班長の言い分ですわね」

「いかにも」

「その根元要因は、吸血鬼が吸血による増殖性を持っている限り、ネズミ算ざん的に増加してとっくに人類を滅ぼしていなければならないから──。人類を捕食対象にするような優ゆう位い性せいを持っているなら、これもとっくに食物連れん鎖さの頂点に立っているだろうから──でしたわね」

「そう言ったな」

「そして、人類滅亡を回かい避ひするような都合のよいギミックは、人間が適当に生み出したイイワケである、とも」

「うむ。それに準ずることを言った」

「なら、話は簡かん単たんですわ」

　茉衣子は微笑ほほえみを返してやった。

「これからそうなるのです。最初の吸血鬼は、ごく最近に生まれたのです。吸血鬼の概がい念ねんが誕たん生じようしたのは大昔でしょう。しかし、本物の吸血鬼は全然最近に誕生したのですわ。そうです、班長の言う本質的な吸血鬼とかが、今の、この学園で」

『俺おれの言っているのは、最初から生まれながらにして吸血鬼としての条件を兼ね備えた生命体のことだよ』

「だって、そうでしょう？」

　滋しげるはこうも言っていた。

『いくら可能性のなさそうに見える解答でも、最後に残った解答がそれしかないのなら、確率や感覚がどう主張しようともそれが真実なのさ』

　ならば。

「どう見たって、Ｄ棟のあの人たちは吸血鬼です。血を吸って仲間を増やして不死身の身体からだを持つ……そんなの、吸血鬼以外の何でもないでしょう。わざわざ擬ぎ似じ吸血鬼なんて迂う遠えんな呼び名を考える手間はいりません。吸血鬼は吸血鬼、それでよいのです」

「するとキミは、これから人類が滅びると言うのか？　倍々ゲームで増えていく吸血鬼、その最初の一いち撃げきが、今まさにこの第三ＥＭＰで起こっている現象だと言うのかね」

　茉ま衣い子こは宮みや野のの顔に虚きよをつかれたような表情を見いだした。

「それも班長が最初に告つげたではないですか」

　茉衣子は腰に手を当てて声をまねた。

「もはや女子寮りようＤ棟ではない。吸血鬼どもの橋きよう頭とう堡ほうだ──と。それが正しいのですわ。過去において吸血鬼は実在していなかったのかもしれません。わたくしとしては、実はいたのだけど人間の目につかないように上う手まく立ち振る舞まっていたのだ、としても全然いいのですが、もうどっちだっていいですわ。少なくとも現代的な吸血鬼は、概がい念ねんの後を追う形で誕たん生じようしたのです。わたくしたちの目と鼻の先で」

　口を閉じる。どうだ、と言わんばかりに見上げてやる。

　しばらく宮野は、案か山か子しのように棒立ちになっていたが、やがてゆっくり歩いてきた。茉衣子の前に膝ひざをつき、目を合わせる。そして、いきなり茉衣子を抱きしめた。

「素す晴ばらしい」

「──っ」と茉衣子。

「真実はキミの言葉の中にある。そうなのだよ。どっちだっていいのだ。現実を疑おうと吸血鬼を疑おうと、実際どちらも変わりはしない。吸血鬼の被害者が吸血鬼化するかしないか、その解答は一つではないのだ。どちらを選えらぼうが我々の現実はこのまま進む。たとえどちらかを選せん択たくしたところで同じことだ。上位現実にでも行かない限り、我々はその違いを認にん識しきすることはできない」

「──っ」

「やはり目指すのは上だ。横ではない。一段でいい、世界の階層を上らねばならぬ。茉衣子くん、キミのその麗うるわしい左の睫まつ毛げにかけて誓おう。私は必ず世界を俯ふ瞰かんしてやるぞ。誓って、そうしてやるのだ」

「──っ」

　もがくしかない。

「いつまで──そうしているのです……！」

　茉ま衣い子こは泡あわ食くい状態から精神を強引に回復させ、

「だいたい何です？　長々と演説したと思ったら、いきなり抱き……いえ！　それより、班長が喋しやべっていたことは何だったのですか？　さんざん人を煙けむに巻まくようなことばかり」

　宮みや野のは低く笑いつつ、

「茉衣子くん、言葉を信用するでない。誰だれが信用に足たりる人間なのか、それはキミが判断せよ。たとえば仮に私が縞しま瀬せ真ま琴ことに精神を乗っ取られ、自分の言葉でないものを喋くっていたとして、キミにその真しん偽ぎが判定できるかね。そのような場合、信用できるのは自分のみだよ。自分以外の誰が真実を語っているかは、自らの英知に耳を傾けて自力で判断するしかないのだ。他ひ人との言葉に耳を貸す必要はない」

「──早く放し、」

「キミにはそれだけの見けん識しきと判断力がある。私が保証しよう」

　そのセリフが信用できない。クレタ人のパラドックスだ。「私の言葉を信用するな」と言ったそばから「保証する」などと断言する宮野の行為には矛む盾じゆんしかない。服を着て歩く不条理そのもの、それが宮野だった。だから茉衣子は何も疑ったりはしなかった。宮野の言うこと一つ一つに考え込んでいたら月まで歩いて往復できるだけの時間はゆうにかかる。ならば別のことを考えた方がマシだ。

「──っ！」

　最後の一いつ瞬しゆん、呻うめき声をあげそうになるほどの力が白衣の腕に込められた後、ようやく茉衣子は自由の身を獲かく得とくし、途と端たん、うつぶせに突っ伏した。身体からだに力が入らない。フローリングの冷たさが頰ほおを心地よく冷やしてくれた。

「ええ？　なに？　それ、ラブシーン？」

　脳天気な若わか菜なの声がする。

「わっわっ、わわ」

　狼ろう狽ばいしきりの類るいの声もする。

　茉衣子は目を閉じて聞いていた。長い髪に埋もれて顔は見られていないはずである。両手で黒髪をかき集め、飛び出ていた耳を隠かくす。

（時間が欲しいですわ。わたくしが班長に殴りかかる力を回復させるまでの時間……ああ、もう）

　笑いを隠しもしない声が背中に降りかかる。

「キミの案を採用しよう」

　茉ま衣い子こはまだ亀かめの態勢を崩くずさない。

「茉衣子くん、キミは美しい」

（何の話ですか）

「その美しさを保ちたいとは思わなかったかね。永遠の若さだ。もちろんそこにあるのは見かけの生でしかない。だが、キミは永久にその姿のまま世界に留とどまることができるのだ。その権利を放ほう棄きしてもいいとキミは考えるのか？」

（答えないといけないのでしょうか）

　茉衣子は伏したまま呟つぶやいた。

「……人間の本質は外見で決定されるわけではないでしょう。それは班長が最もご存じなのではなくて？　名前は記号に過ぎないと言う班長のことです。その理屈では、人の見てくれもまた記号でしかないのでは……」

　宮みや野のは妙に静かな口く調ちようで、

「やはりキミは私の愛すべき後こう継けい者しやのようだ」

「誰だれが後継者ですか」

　やっと茉衣子は顔を上げた。宮野を睨にらむことにかけて彼女より秀でる存在はいないだろう。無む意い識しきのうちの反復練習の賜たま物ものだ。

「わたくしは班長の後を継つぐつもりなんかありません」

　言い切って再度、茉衣子は床に頰ほおをつけた。ぼんやりした視し線せんを木もく目めに這はわせる。

（何とでも言っていればいいのですわ。わたくしは思考停止させてもらいます。とうぶん、何を考えたくもございません……）

「有意義な討論であった。感かん謝しやするぞ茉衣子くん。この私の感謝はあまねくキミに向けられて他ほかの誰にも届かない！　くだらん会かい議ぎなどでは決して味わえない種類のものだ！　実りある時間を共有できて私はたいへん愉ゆ快かいである！」

　宮野は音高く上うわ履ばきを鳴らし、ドアを開いた。

「おかげで考えることがまた増えた。ゆえに私は考えねばならぬ。思わぬ宿題をキミから提示されたからな！　心地よい高揚を私は感じているのだ。では、一いつ時ときののちにまた会おう！　それまでさらばだ！」

　こうして宮野は茉衣子たちの部屋から退場した。どうせ仮の退場だろう。また戻ってくるつもりなのだ。茉衣子がここにいる限り、宮野は必ずやってくる。まったく、もう──。

「……大嫌いです、班長なんか」

　漏もらした声は、若わか菜なの耳にも届いたらしい。

「ね、茉衣子ちゃん」

　丸まった黒衣の背中をぽんぽんと叩たたきながら、

「好きな人に嫌いって言っちゃダメなんだよ。噓うそとか冗じよう談だんでもダメだよ」

　いたわるような声で諭さとす。茉ま衣い子こは条件反射的に身体からだを起こして、

「誰だれが誰を好きなどとっ」

「じゃあさ、せめて嫌いじゃない人を嫌いって言うのはもっとダメダメ」

　若わか菜なは笑え顔がおがほとんどのしかつめらしい表情で、

「わかった？　茉衣子ちゃん。ん？　ん？」

　返答を期待するように顔を下から寄せてくる。茉衣子は助けを求めて類るいに視し線せんを送った。

「いや、その……」

　類は泳ぎまくる目を逸そらし、たった今気付いたとばかりに宮みや野のが残していった朝食の後かたづけを開始した。

「ちょっ……いえ、かなり残っちゃいましたね……。どうしましょう……」

「あ、そだね。もったいないから残り物はラップして冷れい蔵ぞう庫こ。お皿は食堂に返さないとねえ。このでっかい箱はこに入れてけばいいかなぁ」

　若菜はあっさり茉衣子への問い詰めを放ほう棄きした。

「わ、重い」

　岡おか持もちを両手で持ち上げ、よたよたと嬉うれしそうにしている。類もホッとしたように、やることができてこれ幸いと食器を持ち上げたり降ろしたりと一見無意味そうでいて、実際にも無意味な行動を取っていた。

「…………」

　未いまだ心理的衝しよう撃げきから覚めやらぬ茉衣子が、そんな二人を手伝い始めるまでにはもうしばらく時間がかかりそうだった。







　吸血鬼たちの巣などと言えば、どことなく暗雲と雷らい鳴めいとともに活写されるべき情景が相そう応おうのようにも思えるが、佳よし由ゆ季きたちの前に開けた女子寮りようＤ棟にそんな雰囲気は皆かい無むである。

　エントランスを前にして佳由季は足を止め、同行の祈いのりと那な岐ぎ鳥どりも黙だまって倣ならった。

　天候は快晴、建物の壁かべは春に塗ぬり直されたままの状じよう態たいをほとんど留とどめていて、快適に住めそうなニュアンスを全方向に振りまいて、まるで来訪者を歓迎しているかのようだ。

　事実、歓迎しているのかもな。

　佳由季はＤ棟を見上げて窓の数々を観かん察さつした。

　本物の吸血鬼なら、のこのこやってくる人間を仲間にしようと手ぐすね引いて待っているだろう。

　すべての窓にカーテンが引かれていた。

　太陽は人間の味方だ。古来から闇やみに潜ひそむ怪かい異いを撃げき退たいし夜の世界に封じ込めてくれている地球のエネルギー源。熱と光の生産者。

（日中の吸血鬼はただの暖かい死体なだけだ。昨日はそうだった）

　自分たちが襲おそわれることはないはずだ。

　昨夜ゆうべのうちに真ま琴ことは吸血鬼化現象についての情報をできる範はん囲いで集めていた。

　ＥＭＰ無能力者に〝感かん染せん〟しないというのもその一端だが、

『体温を保った摩ま訶か不ふ思し議ぎな死人たちは、活動を開始すると同時に体温を失い、それこそ死体のように冷たくなる……と同時にね、それまでなかった嚙かみ傷が身体からだのどこかに浮かび上がるってわけ。吸血鬼の刻印ね。どういう仕組みなのかは全然解わからないけど、とにかくそういうふうになってるみたい。何のルールなのかしらね、これって』

　真琴はそう語り、いわくありげに微笑した。

『ま、お日さんが上がっているうちはだいじょうぶでしょ。遠えん慮りよなく上がりこんでアイテム探しをしておくれよし。でもって夜も頼むわね。そっちのほうが大変だと思うけど』

　真琴のそんな言葉を思い返して佳よし由ゆ季きは不安と恐れを感じ、おそらくそのせいで今眺めている寮りようの上空に不吉な黒い靄もやがかかっているような錯さつ覚かくに襲われた……ところで、この感覚が自分のものではないことに気付いた。

　佳由季の左の手首をやんわり握っている小振りの掌てのひらから、祈いのりの感情が漏もれ伝って自分に届いているのだ。

《すみません》

　向けられた佳由季の視し線せんに、祈は詫わびるような視線で答えた。

《恐ろしいです。少し。この寮には知り合いが何人かいました。変わってしまった姿を見るのは恐い。もし襲われたら》

　ダイレクトに頭に響ひびく声は、まるで色彩を舌で味わうような感覚だ。祈が恐れているのは吸血鬼に襲われることではなく、襲ってきた吸血鬼の中に知人を見み出いだし、場合によってはその誰だれかを討うち滅ぼさなければならないということらしい。

「真琴が話をつけているんだろ」

　佳由季は祈のふわりとした髪から覗のぞく耳に向かって言った。

「連中も解ってる。今はどうあれ、この学園の生徒たちなんだからさ。真琴の配下には物ぶつ騒そうなＥＭＰ能力を持つ奴やつらがごまんといる。破は壊かいしか能のないような不ふ穏おん当とうなのがな。ここで戦争ごっこをやっても何の利益にもならない」

　励はげますために手首を握りかえしてやる。

《……はい。わかります》

　微笑ほほえむのが解った。祈の思し念ねんに南の空のようなイメージが混じる。

「フフフ……ボクのことをお忘れではないでしょうね……。お二人はちゃんとお守りしますよ、ノープロブレムでね……フ、フフ」

　二人の背はい後ごで那な岐ぎ鳥どりが呟つぶやき、指なしグラブの手を顔の前で振った。幾つものイヤリングが触れあってカチカチと音を立てる。この金髪の自称祟たたられ屋は、根っからの楽天家なのかよほどの自信家なのか、これからどこに向かおうとしているか理解しているのだとしても、そぶりから緊きん張ちよう感を持つ様よう子すはまったく見せなかった。

　だからと言って佳よし由ゆ季きまでが安心することはない。

「まあいい。今はまだ昼にもなってない。吸血鬼なら寝てるさ。夜のことは陽ひが落ちてから考えよう」

　玄関の扉とびらは容易に開いた。真ま琴ことからもらったマスターキーを使うまでもない。建ち並ぶ下げ駄た箱ばこを横目に、突き当たりにある階段を目指す。







　そして薄うす暗ぐらい廊下に踏み出してすぐ、佳由季は前言を翻ひるがえさなければならないことを知った。







　ロビーを抜けた一階通路、その真ん中に彼女はいた。一人で。

「ようこそ」

　と、その少女は三人を冷えた笑みで迎えた。佳由季が来ることを予想していたように、何のてらいもなくそこに立っている。暖かみを感じさせない青白い顔、暗い屋内でも不ふ思し議ぎと輝かがやいているように見える瞳ひとみ。隠かくす気もないのだろう、露あらわな首筋には二つの小さな傷口。

　──刻印。

　祈いのりの指に力がこもり、その名と情報を教えてくれる。

《雨あま森もり日ひ世よ子こさんです。吸血鬼代表。蒼あおノ木き類るいさんの同室》

「ようこそ」

　二度目の言葉を口にしながら、日世子はゆるりと歩き始めた。

　微笑が、近付く。

　祈が身構えるわずかな動きが佳由季の腕を震ふるわせた。だが、それだけだ。両脚が呪じゆ縛ばくされたように動かない。混乱の感情が渦うず巻まいている。

（これは僕の感情か？　祈の感情が僕に入り込んでいるのか？）

　日世子はゆっくりとした歩ほ調ちようで接近中。光を帯おびた視し線せんが佳由季の上を滑すべり、祈へと下がる。微笑ほほえみがきつくなる。

「仲間になりに来た？　だとしたら歓迎ね。退治かしら？　ならお断り。でも、ここに来たってことは、それなりの覚悟はあるんでしょう？」

「……夜にはまだ遠いぞ」

　佳由季はようやく口を開かせた。

「日中は寝てるんじゃなかったのか」
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「誰だれが決めたの？」

　ふふ、と日ひ世よ子こは笑え顔がおで返す。

「吸血鬼は昼に起きてちゃダメなの？　それ、誰が決めたの？　お日さまは苦にが手て。外を歩けないから。だけど日没と同時に目を覚ますほどわたしは物わかりがよくないの。いつ寝ていつ起きようが自由」

　まずい──。

　佳よし由ゆ季きは左右に並ぶ扉とびらの数を数え始めた。朝から夕方までの時間、こいつらは例の変な死体となってるんじゃないのか。稼か働どう時間が限られているとふんだからこその不法侵入だというのに。

　日世子はあと数歩のところまで迫っていた。

「勝手に上がり込むのは協定違反。真ま琴ことさんに教えてもらわなかった？　夜に来ればまだよかったのに。これじゃ現行犯」

　くすくすと笑い声を漏もらし、日世子は首を傾かしげた。

「白しら木きの杭くいは？　十字架は持ってる？　ニンニクと聖水はどこ？　何もなしで来たの？　高たか崎さきさんのお兄さんと、荒あら屋や敷しき祈いのりさん……」

　不意に感情の流入が途と絶ぜつした。

　祈の手が離はなれている。その手が口元に伸び、白いマスクに当てられていた。決意に満ちた表情で、祈いのりは口くち枷かせを外そうとしている。

　日ひ世よ子こがさらに一歩を踏み出し──。

　止まった。

「待ちな……って、とこですな。フ、フ、フ」

　那な岐ぎ鳥どり獅し子し丸まるが佳よし由ゆ季きと祈の間から右腕を伸ばしていた。そのまま身体からだを割り込ませ、日世子に相あい対たいする。

　長さは柄つかを含めても一メートルに届かない。見み慣なれた日本刀のように反そっておらず、古代の遺い跡せきから発掘されるような直ちよく刀とうだ。鍔つばはない。

　那岐鳥が日世子の喉のど元もとに突きつけ、彼女を止めたのはそんな剣だった。

「あなたは？」

　日世子の闇やみ色いろの瞳ひとみは那岐鳥獅子丸を射い止とめている。

「ヴァンパイアハンター？」

「フフ、違うのですな」

　那岐鳥は切きっ先さきを日世子の喉元から逸そらさずに応じた。

「ですが、『祟たたられ屋』よりはそっちのほうが聞こえがいい。フフフ……ここで役どころを鞍くら替がえするのも悪くないような……フ、フフ……」

「やってみる？」

「さあてね？　フフフ、フフフ」

　よせよな、と佳由季は思う。得え物ものを持った途と端たんに豹ひよう変へんするタイプじゃないだろうな。杞き憂ゆうで終わってくれよ。

「どこから出した」

　努めて冷静に訊きく。那岐鳥は目をそのままにして顔だけを向け、

「フフ、ずっと背中に差しておりましたよ。おかげで椅い子すの座り心地ごこちが悪いのなんの……。ちなみにこれ、布ふ留るの霊みたまの剣つるぎとか銘めいが刻んでありましたが、フフ、確実に模造品ですな。これと似たような妖よう刀とうなら第二の禁きん忌き保管庫にいくつかありまして、フフフ。どれを持ってこようかと小一時間悩んだくらいですなフフフフ」

《危険です》

　祈の手の感触と思し念ねんが復帰した。

《那岐鳥さん……。あの刀から。強い力》

　佳由季も感じていた。祈の体感が実況中ちゆう継けいされている。彼には本来感じることの出来ないはずの、超感覚的な圧迫感が那岐鳥の持つ一振りから放射されている……ようだった。

「フ……」剣先は揺ゆるぎもせず、ただ白い喉のどを狙ねらっていた。「これはですね、いったん持つとひたすら峰みね打うちをしまくりたくなるという呪のろいのかかった刀ですな。あまりにくだらない呪いなのでボクのお気に入りです。フフ、しかしボクは峰打ちなんぞしませんな。ズバリといかせてもらいますよ。フフ、フフフ」

　つられたように日ひ世よ子この笑みが広がった。止めていた足が小刻みな歩を紡つむぐ。

　一歩。

　切きっ先さきが喉のどに触れる。

　二歩。

　ずぶりと刃やいばがめり込んだ。

　三歩。

　貫通した直ちよく刀とうの先が首の後ろから突き出した。

　何事もないように日世子は笑っている。

（マジで不死身か……）

　感心すら覚える。佳よし由ゆ季きは茫ぼう然ぜんとその光景を眺めていた。

（この学園も、いよいよ狂い始めたな）

　呆あきれと達たつ観かんの思いがよぎる。目の前の出来事は佳由季の現実感覚を置き去りにする程度にはインパクトがあった。祈いのりが佳由季の手首を握り直す。少しくすぐったい。確かなのはそれだけだ。拙つたない精神感応が脳のう裏りをくすぐる。

《あ……》

　日世子が立ち止まった。ふっと目が細くなり、視し線せんの先が──、

「────っ！」

　と思った瞬しゆん間かん、神速の動きで直刀が日世子の喉から引き抜かれた。旋風が祈の髪を巻き上げ、佳由季が瞬まばたきを終えたときにはもう那な岐ぎ鳥どりは背はい後ごに向かって剣を横薙なぎ一いつ閃せん、

　ごつん。床に重いものが落ちる音がした。足元に転がるそれを見て、祈の爪つめが佳由季の手首に食い込んだ。

　ショートヘアの頭が通路に落ちている。

（何だ……）

　戦せん慄りつを覚えたのは自分の頭より祈のほうが先だった。

《！……！、！》

　佳由季は背はい後ごを見る。

　首のない女子生徒がそこにいた。

　ここまで来たら驚おどろくにも値しない。そんなこともあるだろう。現にここにある。佳由季の目の前で、片手を掲げ指でかぎ爪づめを作り、いましも襲おそいかからんとしている首無しの女子制服姿が突っ立っている。

　まるで気け配はいを感じなかった。

　もし……と、佳由季は黙もく然ぜんと考える。もし那岐鳥が振り返りざまに剣を振るわなければ、どうなっていたか。真ま琴ことの話では佳由季は吸血鬼にならないらしいが……。

「失敗ね」

　おかしそうな声は日ひ世よ子この口から出ていた。

「ごめん」

　答えたのは首だけとなった生徒だった。血の気けの失うせた顔が明るいスマイル面づらへと変化する。床に片かた頰ほおをつけたまま、その少女は唇くちびるを湾わん曲きよくさせた。目が動く。

「ひどいなあ。武器を使うのは反則だよ」

「ども」と那な岐ぎ鳥どりは偽にせ布ふ留るの霊みたまの剣つるぎをくるりと回した。「フッフフ。牙きばを持たない人間の儚はかない抵抗だと思いねえ……ってね、フ、フ。この程度でタイになるほどとは思えませんですがな」

　その通りだった。

　生なま首くび、少女の頭は前触れもなく浮き上がると、立ちつくす胴体の身体からだをなぞるように移動した。無む惨ざんな切り口を見せつけながら、頸けい部ぶへ戻っていく。元あった場所へ。

　頭が落ちてから数秒と経たっていない。別れ別れになっていた女子生徒の一部と本体は綺き麗れいに接着していた。血の一滴も流れていない。

　佳よし由ゆ季きはゆっくりと目ま蓋ぶたを閉じて、すぐに開いた。風景は何も変わっていない。これは夢ではない。現実だ。

　首を飛ばしても死にやしない。吸血鬼ってそんなものだったのか？　いったいどうやったら死ぬんだ？　何があっても死んだりしないのか？

　陽ひのある日中でも動いていることといい、この第三ＥＭＰに現れた吸血鬼現象はよく解わからないことばかりだ──と、そこで佳由季は気付いた。

　そのための僕か。学園唯ゆい一いつの無能者。

　背はい後ごの少女吸血鬼と、雨あま森もり日世子を等分に観かん察さつしながら考える。

　──だが、何かが狂い始めている。ＥＭＰにしか感かん染せんしない吸血鬼症という真ま琴ことの言説も、このぶんでは本当かどうか怪あやしいぞ。

　佳由季は苛いら立だち半分に頭を振った。考えるのは後回しでもいい。今をどうするか、直面している問題はそれだけだ。

「フフ……ククク……」

　那岐鳥は銃士のように剣を立てていた。吸血鬼よりも吸血鬼じみた笑え顔がおを浮かべている。何が楽しいのか、宮みや野のをさらに悪化させたような状況無視の笑みだった。

　祈いのりと感応力で繫つながっているおかげで佳由季にも解る。那岐鳥の身体から立ちのぼる不可視の圧迫感プレツシヤーが噴ふん出しゆつの勢いを強めていた。

　二体の吸血鬼は無造作に立っていた。その顔にも笑みがある。動く──。

「よせ」

「よしなさい」

　佳由季が発した声に第三の声がかぶさった。奥の階段から新手の人ひと影かげが現れ、日世子の後ろから近付いてくる。

「雨あま森もりさん、それから──」と、もう一人の名を呼び、「──あたしの寮りようで騒さわぎを起こさないでくれる？　そっちの彼も。物ぶつ騒そうなものはしまいなさい」

　女子寮Ｄ棟の寮長だった。佳よし由ゆ季きとは月イチの寮長会かい議ぎで馴な染じみの顔である。吸血鬼化を免まぬがれたＤ棟寮生の中に彼女の名がなかったことを佳由季も聞いていたから、そのことで驚おどろきはしない。

　進み寄る女寮長に、日ひ世よ子こは淡々とした声で、

「でも。約束を反ほ故ごにしたのはこの人たちです。断りなく侵入しないってはずだったのに」

「雨森さん、あなたも隠かくし事をしていたんでしょう？　おあいこだわ」

　Ｄ棟寮長は日世子の背はい後ごにつくとその肩をつかんだ。

「日中は動けないなんて言ったんでしょう。確かに半分以上はそうだけど、あたしたちのような種類もいるってこと、真ま琴ことさんに隠したわね」

　吸血鬼二人の視し線せんがぶつかり合っていた。

「あなたが何を思っていたのか解わかるわ。あたしたちが夜にしか目覚めないと思わせていたら、昼間は油ゆ断だんするものね。そこをついて仲間を増やすつもりだったんでしょう。あたしは賛さん成せいしないわよ」

「寮長」と日世子。「どうして？　わたしは一人でも多くの人に同じになってもらいたいの。そのほうがいいじゃない。まだ仲間じゃない人だって、なってみたらきっと感かん謝しやしてくれるわ。このほうがいいって」

「かもね。でもね雨森さん、あたしは同意しない。時間はたっぷりあるのに、何を急ぐ必要があるのかが解らない。それにそこの三人は仲間になりたくもなさそうだしね。どうして慌あわてて争うことがあるのかしら」

　女寮長は佳由季を見た。

「それとも仲間になりに来たの？　だとしたら止めないけど」

　微弱な否定の意志が腕に感じられた。祈いのりはそのつもりがないようだ。もちろん佳由季にもない。自分だけは血を吸われても死人にはならないらしいが、とりあえず伏せておくことにする。

「吸血鬼にも色々意見があるみたいだな」

　佳由季は背後の動きに注意しながら、顔見知りの寮長に言った。

「ここで争いたくないのは僕も同じだよ」そして剣を捧ささげ持つ他校生の腕を叩たたいた。「おい、那な岐ぎ鳥どり。それを引っ込めろ」

「いいのですかな？　フフフ。後ろから不意を打たれたもので、ついつい首をすっとばしてしまいましたが……フフフ。相手が不死身で助かった、と言うべきですかな。この場合、謝あやまるのはボクのほうなのですかね……フフ」

　那岐鳥は直ちよく刀とうを器用な動作でブレザーの下に収めた。鞘さやに収まったことを示す金属音がする。この場も治まってくれればいいがと思いながら、佳よし由ゆ季きは息を吐いた。

「誰だれ？」と女寮りよう長ちよう。「見ない顔ね」

「第二ＥＭＰの呪のろいの専門家だそうだ」

「呪い？　そんなのが何でここにいるのかしら」

「真ま琴ことはお前たちが吸血鬼になっちまったのは、何らかの呪いアイテムとやらがきっかけになったんだと思っている」

　正直に言ってやる。

「僕たちはそれを探しに来たんだよ。それとＤ棟の連中へのインタビューも役目の一つだ。それは夜にするつもりだったが……」

「インタビューって？」

　ちょうどいい。佳由季は女子寮長の冷たげな顔に目を向けた。

「お前は誰に嚙かまれて吸血鬼になった？　最初に吸血鬼になったのは誰だ？　ひょっとしたら一斉になったのか？　吸血鬼化を促進するような物に心当たりはないか？」

「寮長」

　日ひ世よ子こが注意を促うながした。どこか戸と惑まどっているふうだ。

「答えることはありません。この人たちの思おも惑わくが見えない」

「あたしは気にしない。あなたと違って穏おん健けん派はだから」

「無気力なだけです」日世子は動じずに返した。

「仲間は多いほうがいい」

「困ったものね、雨あま森もりさん。やっぱりあたしが代表になったほうがよかったかしら。あなたたちの過か激げきさにはついていけないわ」

「軽けい蔑べつします」

　日世子の眼光が増した。しかし女寮長は平然と、

「あらそう」

　そして両手を広げると、佳由季に返答をよこした。

「せっかくの質問だけど、答えたくても解わからないわ。呪いのアイテムって何のことかしら。それがあたしたちをこうしたとでも言うの？　残念ながらあたしは知らないわね。そうね……」

　遠くを見るような目で、彼女は記き憶おくを探さぐるように通路の天てん井じようを見やった。

「誰に血を吸われたのかは何となく覚えているわ。同じ部屋の子よ。背はい後ごからいきなりだったような気がする。……明確には思い出せないけど、そうだったと思う」

「いつだ」

「それもよく覚えていない。というか、あたしには時間の感覚がない。時間が経たつってことがどういうことだったのか、夢でも見ていたような気分がする。普通の人間だったのはいつのことだったのか、ちょっと怪あやしくなってるのよ。雨森さんもそうでしょう？」

　日ひ世よ子こはよどみなく答えた。

「ええ。わたしたちには必要のないもの。時間を気にしなくていいもの。だってわたしたちは死んだりしない。永遠にこのまま。時間との勝負に勝ったの。素す敵てきなことだと思わない？　死なないってことがどれだけいいか、高たか崎さきさんのお兄さんにも解わかるでしょ？」

　吸血鬼は生気のない笑みを口元だけに浮かべた。

「できるだけ多くの人と共有したいの。わたしたちだけでなくて、みんなにも同じになってもらいたい。悪いことじゃないと思うの」

「人の血を吸う化ばけ物ものになってまでか」

　佳よし由ゆ季きは祈いのりの暖かみを感じながら言った。細い手を仲介してやってくる思し念ねんは日世子の言葉を否定し続けている。同意見だ。

「血」

　女寮りよう長ちようがつぶやき、目を日世子に戻した。

「あたしはそんなに血を吸いたいとは思わないわね。吸ったことないし。美お味いしいの？」

「別に。血の味しかしませんから」

　日世子は肩をすくめた。はたから見ると人間同士の会話と何ら変わらない。だが、彼女たちの首には吸血の痕こん跡せきが生なま々なましく残っているのだ。

「血を吸うのは仲間にするためなの。食欲とは無関係。そうよね？」

　もう一人の吸血鬼娘も首しゆ肯こうした。彼女はじっと那な岐ぎ鳥どりの背中を見つめている。

　覚えておいたほうがよさそうだな、と佳由季は少し意外に思いつつ、

「血を吸わなくても生きていられるのか。何で栄養を摂とってるんだ？」

「さあ……それも今やっと思い出したくらいよ。飲んだり食べたりしないといけないって、どんな感覚だったのかが薄うすれてる。そうね、まるで仙せん人にんになったみたい。こうなる前は色んな欲望があったはずだけど、もう全然ないわね。けっこう何もかもどうでもいいわ」

　女寮長の顔つきからは、あらゆる情動が抜け落ちているように感じられた。佳由季が知っている彼女はここまで感情を抑おさえた話し方をしなかったはずだ。

「フフフ……それはですな」

　那岐鳥が不意に話し出した。

「きっと不死を体現してしまったからでしょうな。なんせ不死身の身体からだですから……フフ……時間は腐くさるほどある。今すぐしなければならないことなんか何もない。喰くう必要もないのですから……フフフ、たとえ何かすることがあったとしても、今日明日にしなくてもいい。百年後でも千年後でもいい……なんて思えたら、そりゃあ何をする気にもならんですわな。フフ、違いますかな？」

「そう」と言ったのは日世子だった。「わたしたちは生きるための煩はん雑ざつで面めん倒どうなことから解放されたの。だから時間は関係ない。あなたたちは時間に呪じゆ縛ばくされている。どっちが幸せだと思うの？」

　永久の刻ときか──。

　不老不死を追い求めて果たせずに終わった人間は何人もいただろう。昔のどこかの皇帝もそうだった。そんなものを手に入れてどうするのかと思ったものだった。今もそう思っているが、だがそれは現在の佳よし由ゆ季きが普通に若いせいだろうか。

　限りがあるからこそ生は意味を持つ……そんなことを聞いたこともある。本当かどうか怪あやしい。単なる一般論だ。

《高たか崎さきさん》

　祈いのりの精神波が呼びかける。

《早く。出ましょう。ここから。やはり危険です》

「そうだな」

　佳由季は素す早ばやく判断を下した。予定外のことが起こりすぎている。日中における吸血鬼情報は書き直さなければならないし、吸血鬼の中にも派は閥ばつがあるらしいことも解わかった。かならずしも血を吸う必要がなさそうだというのも重要な発見だ。

「いったん帰らせてもらうよ」

　できるだけ何なに気げなく。世間話のように。

「陽ひが落ちてからまた来る。インタビューの続きをしたい。できれば全員にな。誰だれに許可を取ればいい？」

　日ひ世よ子こは鋭するどい視し線せんで寮りよう長ちようを見上げ、年長の吸血鬼が首を縦たてに振るのを見て苦にが々にがしい表情を作った。

「今度は玄関をノックすることね」

　身体からだをひねり、暗い廊下の奥へと歩き出す。もう一人の吸血鬼も後を追った。その姿が階上に消えるのを見計らい、佳由季は肺に籠こもっていた重たい空気を吐き出して言った。

「助かったよ。礼を言う」

　女寮長はゆっくりと微笑ほほえみ、

「あなたにお礼を言われるなんて初めてね。まあ、それほどのことでもないわよ。あたしはこの寮が静かであったらそれでいいだけ。だけど、次のことまで保証はできないわよ。雨あま森もりさんみたいな跳はねっ返り、けっこう多いから」

　そこから寮の玄関までは決して長くない距きよ離りだったが、彼女が見送ってくれたおかげで安心感が何割か増した。

「じゃあね、ここで失礼するわ。太陽の光は浴びたくないから、あたしが離はなれてからドア開けてよね」

　言い残して女子寮Ｄ棟のかつての長おさは去っていった。振り向きもせず、足早に。

「やれやれ」

　外へ出た佳よし由ゆ季きは、胸一杯に秋風を吸い込んで天を仰あおいだ。自然光が降り注そそぐ開放空間がこれほど気分良く感じられるのも久しぶりだった。祈いのりの右手を握った掌てのひらに滲にじんでいるのは、どちらの汗だろう──と思っていると、ふわりとした体重が左腕にかかってきた。

《すみません》

　祈は目を閉じて身をもたせかけていた。

《足がすくみました。恐くて》

「そうだろうな。相手が不死身の吸血鬼じゃ無理ないさ」

《いいえ……》

　謝しや意いと躊ちゆう躇ちよの混じった思し念ねんだった。

《これを取ることになるのではと思ったからです。避さけることができて、よかった……》

　祈は空いてる手で自分の顎あごを指差す。

　×マーク付き白マスクが陽光に眩まばゆく映はえていた。

　二人の背はい後ごで、那な岐ぎ鳥どり獅し子し丸まるが含んだ笑い声を小さく上げた。













○七章







〈彼女〉は足早に歩きながら携帯電話に話しかけていた。

　正午前の校内には生徒数も多い。電話を受けたのは食堂へ友人と一いつ緒しよに向かう途と中ちゆうの通路だった。適当にごまかして別れたが、できるだけ早く人目につかないところに行く必要がある。万が一にも話す内容を聞かれるわけにはいかない。

〈彼女〉は記き憶おくを探さぐりながら報告する。この朝だけでも様さま々ざまの情報を得た。

『やっぱり面おも白しろいね』

　電話の相手は明るい声で、

『かの人は、どんなものにでも存在意義を求めないと気がすまないんだね。状況を流して受け入れることができないわけだ。危機の対処より考察を重視している。僕にとっても都つ合ごうがいいね。しばらく吸血鬼たちにはそこにいてもらいたいからさ』

〈彼女〉は通りがかったトイレに入り、個室に閉じこもって話すべきことを終えた。黙だまって聞き続ける。

『あとは真ま琴ことの出方を見るしかないな。本当はすぐにでも飛んでいきたいけど、何ともままならないのはもどかしい。吸血鬼たちが大暴れでもしてくれたら、僕が入り込むスキが出るかも知れないね』

「ここに来るのですか？」

　外に漏もれないように声をひそめていたが、相手は声こわ色いろにこもった動どう揺ようを感じ取ったようだ。

『気になることでもあるかい？　言い忘れていたことが？』

「いえ」

〈彼女〉は平静を取り戻した。

「特にありません。お伝えした以上のことは」

『ならいい。では、またね』

　否いや応おうなくキーワードを聞かされて、〈彼女〉は切られた電話を握り直した。三十秒後に〈彼女〉は消えなければならない。〈彼女〉の出現と消滅は〈水星症候群メルクリウス・シンドローム〉の意のままに操あやつられる。そのように条件付けられているからだ。この身体からだの主あるじがかかってきた電話を無視できないように、〈彼女〉は終了を告つげるキーワードを聞かない限り電話機を耳から離はなせないように、暗示を組み込まれていた。

「…………」

〈彼女〉は個室の灰色の壁かべを見つめていた。

　──なんだろう。

〈水星症候群〉がこの学園に来るかもしれないと言ったとき、〈彼女〉の内部に慣なれない感覚が泡を弾はじけさせた。

　──どうして。

　考える時間がない。もう残りは十秒を切っている。

〈彼女〉が消えた後、この身体の主は自分がトイレにいるところで目覚めることになる。しかし、その彼女は何も疑問を持ったりはしない。自動的に記き憶おくが修正されるからだ。〈彼女〉が目覚めてから消えるまで、最初からこの場所を目指していたのだと、彼女は自分の時間と記憶に折り合いをつけることになる……。

　──うらやましい。

　意い識しきを明け渡す瞬しゆん間かん、〈彼女〉はそう思った。







　茉ま衣い子こはテーブルに着いていた。昼近くの食堂であり、近くの席には彼女一人しかいない。物もの憂うげな顔で頰ほお杖づえをつき、サラダスパをフォークで搔かき回していた。

（時間帯にしては空いておりますか、やはり吸血鬼騒さわぎのせいでしょうか）

　Ｄ棟にいる百人以上の吸血鬼生徒たちはこの時間にこんな場所にいないだろうから、それだけでもずいぶん少なく感じるものだ、と茉ま衣い子こは周囲の生徒たちを見るともなしに観かん察さつしていた。

　今回は退たい避ひ勧告は出ていない。夜間の外出禁止令が布ふ告こくされているだけだ。吸血鬼になりたくなければ日暮れ以降は寮りようから出るな──。真ま琴ことが全校に放送したのはそれだけである。

（夜に出歩くのは吸血鬼だけ……）

　食が進まない。宮みや野のが持ってきた朝食はあまり食べることができなかった。あんなにやかましく演説を始められたら食欲も失うせる。

「ふう……」

　茉衣子はフォークを皿に載せて嘆息した。後を引いている。みっともない姿を若わか菜なと類るいに見せてしまった。トラウマレベルだ。茉衣子が一人で大して食べたくもない昼食をつついているのはそのためである。二人と顔を合わせられなくて行き先もなく部屋を出てきた。会長室に行くことも考えたが、今の自分の精神状じよう態たいを読んだ真琴は大笑いをするだろう。結果、茉衣子は意味なく校内を練ねり歩いたあげく、食堂でぼさっとすることになったのだった。

（あの二人はどうしているでしょう。若菜さんはぶうぶういいながら文庫本を読んでおりましたけど……）

　茉衣子が奥歯に幻げん痛つうを感じながらフォークの背を眺めていると、

「よう、そこ座っていいか？」
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　声がかかった。いいか、と言いながら律りち儀ぎに待っているのはいかにも彼らしい。

「お好きなように……あら」

　茉ま衣い子こが見上げた先にいたのは佳よし由ゆ季きだけではなかった。料理を載せたトレイを持って立つ残りの人ひと影かげは、誰だれだか知らない金髪男だった。ニヤケ笑いに加え、場違いなまでのアクセサリー類をゴテゴテ身につけているセンスが茉衣子には相あい容いれないものである。

　那な岐ぎ鳥どり獅し子し丸まる、と名乗ったその男と佳由季は茉衣子の向かいに着席した。

「第二ＥＭＰから？　そうですか、それはそれは」

　装飾品の数々が呪のろわれた物品で、込められた呪じゆ力りよくを解放するためにつけているのだと聞かされても、茉衣子の那岐鳥に対する印象はほとんど変化しなかった。得え体たいの知れない笑みを浮かべっぱなしの人間は得体がしれない理由によって笑っているのである。茉衣子の経けい験けんではそうなっている。

「多た鹿じかさんはお元気？」

　尋たずねてみたのは黙だまっているのも失礼かと思ったわけではなく、単にヒマだったからである。

「フフ……。元気ですとも。いつもね、元気なのでしょうな。彼女は参ることを知りませんのでな。フ、フフ……」

　それだけで話す気はなくなった。最低限の仕事をした気分で、茉衣子は佳由季に視し線せんを滑すべらせた。

「何をしておいでだったのです？　弁解の余地はございませんわよ。高たか崎さきさまが理由もなく他校生と仲良くつるむとは考えられません」

「ちょっとしたアドベンチャー気分を味わっていたんだよ。とんだアミューズメントだったさ。エンターテインメントとしては失敗のテーマパークだな」

　佳由季はハンバーグから箸はしを遠ざけ、臨りん席せきで嬉き々きとして食事にありついている半はん端ぱな不良的少年を一いち瞥べつして口を開きかけた時、

「私にも聞かせていただこう！」

　ボリューム調整の狂った音声が一面に轟とどろいた。

「情報の隠いん匿とくはいかんぞ、寮りよう長ちよう殿！　すべての情報は私を通してこそ意味を持つのだ。これぞ宮みや野のフィルターというこの学園における画かつ期き的なシステムだ。さあ、存分に語ってくれたまえ！　キミが何を見て、何を聞いたのかをな！」

　前触れもなく登場した宮野は、当然の顔をして茉衣子の横に席を確保すると、持っていた特大のどんぶりをゴトリと卓上に置いた。瞬しゆん間かん的に顔を引きつらせる茉衣子を完全無視、七しち味み唐とう辛がら子しをせっせとふりかけながら、

「ところで寮長殿、そっちの妖よう気きの塊かたまりみたいな彼はどこのどなたかね。いや、直接訊きくとしよう。キミは誰だ？」

　那岐鳥は気分を害した様よう子すもなく、

「あなたが宮みや野のさんですか、ご高名はかねがね……フフフ。そういえば、うちの蜩ひぐらしくんが散々お世話になったようですな。フフフフ」

「あの勇ましくてすばしっこい少年か。そんな奴やつもいたな」

「そりゃあもう。ボクがこっちにうかがうと知って、あなたに是ぜ非ひにと頼まれていた伝言があるのですな。フフ、彼はこう言っておりました……この大噓うそつきめ約束が違うぞ……と……そんなことをね、フフフ」

「レアな情報は独占してこそ価値が出ると言うものだ。帰ったら蜩少年に返事を伝えてくれたまえ。そうまでして欲しいものは奪いに来てこそナンボである。楽をして入手せんとするにはキミはまだまだ若すぎる、努力放ほう棄きはまかりならん……とな！」

「フフフ、そうしましょう。あの調ちよう子しでは、本当にここまで乗り込んでくるかもしれませんな。それもまた一いつ興きよう……フ、フフ……」

　何だか頭の痛くなるような会話だった。現にその場にいた佳よし由ゆ季きは苦にが虫むしを嚙かみつぶす最さ中なかの顔をしている。コミュニケーションがスムーズに成立しているのは宮野─那な岐ぎ鳥どり間だけだろう。

「ほほう」

　那岐鳥の自己紹介を聞き終えた宮野はようやく七しち味みを手放した。

「縞しま瀬せ真ま琴ことが呼びつけた助すけっ人とか。いかにもそんな感じだな。それが何でまた寮りよう長ちよう殿と一いつ緒しよに飯を喰くっておるのか、ぜひともに尋たずねたい！」







　隠かくすことでもない。

　佳由季は宮野の丼どんぶり飯めしから視し線せんを逸そらし、努めてそちらを見ないようにしてから事情を話し始めた。

　すでに真琴への報告は終えている。昨夜ゆうべから吸血鬼専用寮となった女子寮Ｄ棟、そこで佳由季が経けい験けんした一幕を黙だまって聞いていた真琴は「へえ」と言ったきりで特別困った顔をせず、平然と「じゃ、夜もお願いね」と注文をつけた。

　佳由季が会長室を出ようとしたとき、真琴はソファに倒れ込むように座り込んだ祈いのりの手を握りながら何事かを伝達し合っていて、なぜか那岐鳥は彼についてきた。

　Ｄ棟での見けん聞ぶん録ろくをざっと説明してやると、宮野はもっしゃもっしゃと飯をかっくらいながらうなずいた。

「なるほど。まさしく不死だったわけだ。首を落としても無む駄だなのだな」

　宮野は満足げに、

「それでこそ吸血鬼だ。そうでなくてはいかん。そうあるべきなのだ」

　茉衣子が不ふ審しんげに言った。

「何がそうあるべきなのです？」

「いいかね茉ま衣い子こくん。吸血鬼の不死性に着目して考えてみよう。死なない、とはいったいどういうことなのか？」

「どういうことなのです」

「オウム返しはいただけないが、先を急ぐので大目に見よう。不死とは、すなわち死の別形けい態たいだ。それは死んでいるのだよ。生きてはいない」

　佳よし由ゆ季きは食事を続けながら聞いている。しばらく放っておこう。自分が浮かべそうな疑念は茉衣子が代わりに言ってくれるだろう。案あんの定じよう、

「でも、喋しやべったり歩いたりしていたじゃないですか」

　茉衣子は疑問を呈し、宮みや野のは悠ゆう然ぜんと答える。

「その程度のことならば人形でも可能だ。いつぞやの紅こう白はく人形コンビをキミも覚えておるだろう」

「でも──」

「いいかね。日ひ世よ子こくんやその他ほかのＤ棟住人は死なない。なぜなら生きてはいないからだ。心しん臓ぞうも動いていないし脈もなく、呼吸もしていない。生きているはずがないだろう」

　佳由季は思い起こす。雨あま森もり日世子やＤ棟寮りよう長ちよう、首を切られた一年女子は生きているとしか思えなかったが……。

「それに彼女たちは思考をしていない。縞しま瀬せ真ま琴ことが言ったことを忘れたのかね。彼女たちは、いかなる精神活動もしていないのだ。なのにちゃんと動いて話す。眠っている間は体温まである」

　宮野は事ことも無なげに言った。

「死んでいるとも生きているとも言えるような状態だ。大いなる謎なぞと言えるだろうが、私にかかれば実際大した疑問でもない。不死とは何か、死なないとはどういうことか──答えよう。結論から言う、不死なる者たちの時間は止まっているのだ」

「何ですか、それ」と茉衣子。「時間を止められているんだったら動けるはずがないでしょうに。類るいさんのお友達も、その他の方々も動いていましたわ」

「動いているだけだ」

「喋しやべったりもしていました」

「だから動いているということと生きているということは完全に別だ。生きているように見えるだけなのだよ」

　宮野は調ちよう子しよく言葉を継ついだ。

「時間が止まっているから死にはしない。かと言って生きているとも言えない。彼女たちは肉体的にも精神的にも静止状態にある。だから不死なのだ。いくら傷つけようが、首をちょん切ろうが元の状態に戻るのは過去も未来もないからなのだ。吸血鬼になったその瞬しゆん間かんに、連中の時間は止まってしまったのだからな」

　なんて理屈だ、と佳よし由ゆ季きは思ったが沈ちん黙もくを続けることにした。下へ手たに反論すると一つに対して十の言葉が返ってくる。いちいち対応していてはキリがない。

「じゃあ……」

　茉ま衣い子こは眉まゆ根ねを寄せて考えているようだったが、

「もし吸血鬼となった人たちが、何とかして人間に戻ったとき……。その時はどうなるのです。止まっていた時間が戻るわけでしょう？　その間の時間はどうなってしまうの？」

「さあて。止まっていた時間分を一気に成長するのではないかな。うむ、なんとなく美しいイメージがあるではないか。たおやかな蕾つぼみが一いつ瞬しゆんにして華か麗れいなる花となるダイナミズム、物語としても美しい」

「いい加減なことを」

「それとも止まった瞬間の状じよう態たいからやり直しか、だな。実は私はこちらの可能性のほうが妥当だと思う。なぜなら私が定義した不死とはそういうものだからだ。おそらく元の人間に戻った生徒たちは、吸血鬼と化していた間の時間はなかったことになるはずだ。彼らの時間は止まっている。肉体も精神も年ねん輪りんを重かさねず、その間の記き憶おくもないだろう。あたかも彼らは自分が未来へタイムスリップしたように錯さつ覚かくすることになる」

　宮みや野のは奥歯を擦こすりあわせるような笑み。

「悪いことではないのかもしれんぞ。たとえば吸血鬼状態が千年間継けい続ぞくしたとして、そこで時じ縛ばくが解除されたとしよう。普通の人間なら見ることのできないものを見ることができるではないか。他ほかならぬ、千年後に世界がどうなっているかという、遠い未来をな！」

「班長のおっしゃりようが正しいとしてですが」

　茉衣子は唇くちびるを尖とがらせながら、佳由季の頭に浮かんだセリフを代弁してくれた。

「だったらどうやって吸血鬼さんたちは動いているのです？　時間を止められているのに」

「ＥＭＰ能力だ。それが彼女たちを生きているように見せているエネルギーの源だろう。停止状態時の体温は、余剰分の運動エネルギーが熱エネルギー化したものだと推測できる」

　宮野は食い尽くした丼どんぶりに箸はしを置いた。

「彼女たちは自らのＥＭＰ能力によって操あやつられているのだ。そしてここが肝かん心じんなのだが、吸血鬼の定義は人によって変動する。おのおの自分の都つ合ごう良く勝手気ままに作り替えることができるのだ。個人によって吸血鬼の概がい念ねんは異なり、だからＤ棟の連中も少しずつ違うのだろう。昼に動ける者もいればそうでない者もいる」

　とりあえず佳由季は聞き続けることにした。那な岐ぎ鳥どりはと見ると、唇の端を歪ゆがめて腕を組んでいる。

「吸血鬼の概念が人工の設定に過ぎない以上、登場する吸血鬼には常に人の手が加わっているのだ。宇宙人を想像してみたまえ。地球外知性体の存在は未いまだ確認されていない。それがゆえに人間は好きなようにエイリアンを想像することが出来る。タコのごとき火星人、ヒューマノイドベース、機械知性、名めい状じようし難がたきもの、フッ素呼吸生命……イーティーシー。未知なるものに対する人間たちの空想力は、無限の飛ひ躍やくを可能とするのだ。それこそ未知、あるいは無知ゆえに」

　茉ま衣い子こは首を振っている。またか、というような顔つきだった。

「我々の学園に登場したあの連中は何なのか。吸血鬼としか思えない彼女たちは何か……。答えよう、あれらは彼女たち個々が想像する吸血鬼の体現なのだよ。自分たちが思う形の吸血鬼に彼女たちはなったのだ。そうしたのは……呪のろいのアイテム？　まあ……感心せんがそれでいいぞ。別に問題はない。理由なんか何だっていいものだからな」

　宮みや野のはますます弁舌爽さわやかに、

「吸血鬼化のプロセスは、おそらくこういうことだ。ここに吸血鬼Ａと人間である生徒Ｂがいたとする。ＡがＢに吸血行為を働いた時、Ａが持つ吸血鬼因子ａがＢにコピーされる。Ｂに受け渡された因子ａは人間Ｂが元々持っていた吸血鬼のイメージと結合し、新たな因子ｂとなってＢを吸血鬼化する。吸血鬼となったＢが他ほかの誰だれかに吸血行為を働いた場合も同様のプロセスが繰くり返される。基き盤ばんは同じ吸血鬼だが、それぞれちょっとずつ違う吸血鬼が生まれ続けるという仕組みだよ。吸血鬼属性のインフレ化だ。日中でも動ける奴やつがいたり、そうでない奴がいたりするのはそのため──」

　言葉が途と切ぎれた。

　宮野は愕がく然ぜんとした顔で口を開けていた。

　どうした、と佳よし由ゆ季きが声をかける前に、宮野は奇妙な唸うなり声を上げてから、

「……そうか」

　初めて聞くような生き真ま面じ目めな声こわ色いろで呟つぶやく。

「そういうことなのか。吸血鬼の概がい念ねんが吸血鬼を生んだ──ということは……」

　茉衣子もまた面めん食くらったように宮野を見つめていた。

「どうしました？」

　宮野は目を閉じて顔を上向かせた。誰だれの声も耳に入っていないように、

「……すべては概念だ。現象から概念が発生するのではない。概念があって現象が生まれる……。だからか、ＥＭＰ能力……。不自然な力。人工的な……」

　譫うわ言ごとみたいなことを口走っている。

「……我々がここにいるのはそのせいか。そうやって生まれた能力なのか？　目的はないのか……？　いや、違う……違うはずだ」

　唐とう突とつに宮野は立ち上がり、

「寮りよう長ちよう殿、茉衣子くん。すまんが吸血鬼話はここで打ち止めだ。考えなければならないことがまた増えた。では、さらばだ」

　それだけ言うと丼どんぶりをその場に残し、白衣を翻ひるがえした。佳由季は啞あ然ぜんとその姿を見送るしかなく、大おお股またで遠ざかる長身が食堂を出て行くまでそうしていた。

「何だありゃ？」

　口をついて出た言葉に、

「さあ……？　どうせまた余計なことを考えついたのでございましょう」

　茉ま衣い子こが吐と息いき混じりに答えた。

「フフ、噂うわさに違たがわず愉ゆ快かいなお人ですな。フ……フフ……」

　那な岐ぎ鳥どりのセリフを聞きながら、佳よし由ゆ季きはどういうわけだか嫌いやな予感を覚えた。







　宮みや野のが退場してからややあって、

「どう思います？」

　茉衣子は何やら難むずかしい顔をしている佳由季に声をかけた。

「班長がまくしたてていた理屈ですが、あんなのが正解ですの？」

　佳由季はしばらく沈ちん思ししていたが、

「詭き弁べんもいいとこだ」そう断言して、「いくらでも反論できる。宮野の理屈は一方向性しか持ってない。原因と結果のプロセスに飛ひ躍やくがあるのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。宮野は、まず『死者は自発的に動いたり話したりしない』という前提を揺ゆるぎないものと仮定したんだ。それから『なのにＤ棟の住人たちは動いている、それは何な故ぜか』と問題提起してる。そして『つまり自発的に動いていると見えるのは、そう見えるだけで実際は違うのだ』と結論づけた」

　佳由季は表情を変えずに言った。

「その逆を考えてみればいいんだ。『Ｄ棟の住人たちは意志を持って動いているように見える』というのは仮定ではなく見たままの事実だ。そこから『死者は自発的に動いたり話したりしない』ってのを代入してやる。すると出てくる答えは違ってくるだろ」

　違いを必死で考える茉衣子は頭がおっつかない。やはり自分はこういうのに向いていないのかと考えていると、佳由季はさらりと言った。

「単純だ。『つまりＤ棟の住人たちは死者ではない。彼らが死者のように見えるのは観かん測そくデータに誤あやまりがあるからだ』──という解答が導みちびかれるってわけさ。順序を入れ替えてやるだけでいい。宮野の主張への反論になってるだろ？」

　茉衣子は、溜ため息いき。

「……わたくしでは無理です。班長の詭弁に対抗できるだけの力がありませんわ。それに、詭弁に詭弁で応じるのは、どうかと」

「何も言葉を使うことはないだろ。対宮野用にうってつけな対抗策を教えてやろうか？」

「ぜひ」

「何を言ってきても無視してりゃいい。リアクションをしてやるからあいつは喜んでいつまでもあんな調子でいるんだ。お前が本心から宮みや野のをウザく思ってるんだったら、徹てつ底てい的に眼中にないという素そ振ぶりを続けてやればいいのさ。宮野のウィークポイントは周囲の無反応だ。お前のことなんか一ヶ月もしたら忘れる、覚えているつもりもない、なんて態たい度どを貫つらぬき通していれば、あいつは勝手にへこむさ」

「それは……」

「まあ、お前にそんな陰いん険けんな真ま似ねが出来るとは思わないけどな」

「それはお褒ほめのお言葉ですの？　なんとなく弄もてあそばれているような気がいたしますが」

「誉めてるのさ。お前と宮野はいいコンビだ。僕では奴やつの相あい方かたは務まらない。詭き弁べんの応酬になるだけだからな。不毛だよ」

　他ひ人と事ごとだと思っているのか、佳よし由ゆ季きは現状を認めるようなことを言っている。

「気に入らないことを言われたらひっぱたいてやればいいんだよ。かえって喜ぶだけかもしれないけど」

　きっとそうだろう、と茉ま衣い子こは頭の中でだけ同意していた。言葉はいらない、態度で示せばいい。それもまた宮野がよく言うことだったから。

「お先に失礼しますわ」

　茉衣子は自分の食器を手にして席を立った。

「お気をつけてくださいね」

　彼女にとって佳由季はルームメイトの兄というだけの存在ではない。今まで様さま々ざまな事件の渦か中ちゆうでともに行動した仲間でもあり、忘れがたい出来事の中心人物でもあった。もともと笑みの少ないタチだったが、この春以降ますますその傾向が強まっているのも少しは気になっていた。いつか佳由季が笑ってこの学園を出て行ける日が来ればいいと心底思う。その時は若わか菜なも一いつ緒しよなのだろうか……。

「ああ」

　佳由季は短く答えて、片手を挙あげた。宮野の乱入によって中断を強しいられていた昼食を再開する。那な岐ぎ鳥どりも手を振ったが、そちらには慇いん懃ぎんな一礼だけしておいて、茉衣子はその場を後にした。

　寮りように戻って若菜と類るいとの三人でたわいのないことでもしていよう。吸血鬼の正体や原因が何であれ、それこそ真ま琴ことや宮野が何とかしてくれる。

　何の根拠もないのだが、彼女はそう信じていた。







「あ、お帰りなさい……」

　茉衣子がＡ棟の自室に戻ったとき、類は何度言っても直らない居づらそうな態たい度どでもって出迎えた。コタツの上はすっかり片づいている。宮野が放置していった岡おか持もちもなくなっていた。訊きけば、

「え……あ、若わか菜なさんと二人で、その、食堂に返してきました」

　そのルームメイトの姿は部屋になかった。

「若菜さんは？」

「う……」類るいがたびたび言葉を詰まらせるのは単なる癖くせである。「たぶん、食堂……。あ、厨ちゆう房ぼうの人手が足たりないからって、洗い場係に……」

　Ｄ棟の誰だれかが抜けたせいで、また臨りん時じの当番を押しつけられたのだろう。

「お人ひと好よしな娘こですからね」

　呆あきれつつも、せっせと皿洗いに励む若菜はきっと嬉うれしそうに笑っていることだろうと想像し、つられて微笑ほほえみながら茉ま衣い子こはコタツに潜もぐり込んだ。







　そして山の際きわに陽ひは沈み、第三ＥＭＰに夜が来る。













○八章・Ａ







　自治会長室で祈いのりおよび那な岐ぎ鳥どりと合流した佳よし由ゆ季きは、気の進まない顔で女子寮りようＤ棟へと向かっていた。インタビューウィズヴァンパイア、そんなことをして果たして意味があるのかどうか、いっそ放っておいたほうがいいのではないか、と考え始めていたからだ。

　吸血鬼化促進アイテムなんてものがあるのかどうかも怪あやしかったが、もしあったとしても吸血鬼側がそれをおとなしく差し出すとも思えない。どうやら雨あま森もり日ひ世よ子この一派は自分たちが不死となったことに喜びを感じているらしい。仲間を増やしたいとも言っていた。今はまだ均きん衡こうが取れているが、そのうち他ほかの寮生を強引にでも襲おそい始めるかもしれない。そうなったらどんな打つ手があるのか。

　敷しき地ち内に人ひと影かげはなく、太陽の姿はすでに見えない。ただ残光が負け惜おしみのように空を紫むらさきに染そめていた。それもすぐ暗くら闇やみに浸食されるだろう。夜の風は気のせいではなく冷たい。

　Ｄ棟の前まで来た三人は、誰だれからともなく足を止め、明かり一つ点ついていない女子寮を見上げた。祈の手が一いつ瞬しゆん離はなれ、また佳由季の手首を握り直す。決意表明のような鼓こ舞ぶの感情がわずかに流れ込んでくる。

「だあいじょうぶですよ」那な岐ぎ鳥どりが言った。場をわきまえていないような緊きん張ちよう感かんのない声で、「お二人はボクがきちんと魔まの手から守りますからな。フフフ、まま、いざとなれば吸血鬼になってしまっても悪くはない……いや冗じよう談だんですな」

　お前と祈いのりは最悪の結果がそれなんだろうが、と佳よし由ゆ季きは思う。真ま琴ことが実じつ験けんし、宮みや野のが論理づけた理屈によるとＥＭＰ能力を持たない自分は吸われても平気のはずだ。しかし仲間に加わる要素のない人間に対し、吸血鬼たちはどんな心証を抱くだろうか。佳由季が漠然と抱いていた吸血鬼像と違い、ここの連中は食料としての血液を必要としていないらしい。吸血行為はあくまで数を増やすための手段だ。

　しかし何のために数を増やすのかというと、それもまた解わからないことであって、これから訊きくべき質問の一つだった。

「行こう」

　祈にうなずきかけ、佳由季は寮りようの表玄関へ足を踏み入れた。







　その頃ころ、茉ま衣い子こは自室のベッドで漫まん然ぜんと時を過ごしていた。

　晩の食事を夕暮れ前に大急ぎですませた後は、寮から外に出ることも出来ないし、他ほかにすることもなく、かと言ってコタツの上にノートを広げて自習する類るいを模倣する気にもなれず、また若わか菜なのようにすやすやと寝入ってしまうには早すぎた。

　結局若菜は夕食時の皿洗い係まで仰おおせつかったようで、戻ってきたのは日暮れギリギリだった。予定にない臨りん時じの当番にもイヤな顔一つせず、にこやかに帰ってきた若菜は欠伸あくびをぽかりとしてから、

「ちょっと寝るね」

　と言ってベッドに潜もぐり込み、そのままずっと眠っていた。

　もうしばらくしたら起こしてあげましょう。茉衣子は枕まくら元もとの置き時計に一いち瞥べつを与えて、進んでいないように思える針から目を逸そらした。昼夜が逆転してしまっては健けん康こうによろしくありません。お風ふ呂ろの時間になる前に起こさなくては……。

　ごろんと横向きに態勢を変え、明るく光る蛍けい光こう灯とうに目を細めた。

（だいじょうぶかしら……）

　気になるのは高たか崎さき兄と新あら屋や敷しき祈のことだった。真琴の命めいを受けた彼らは、今頃吸血鬼の群れの中に飛び込んでいるはずである。雰囲気のおかしな第二ＥＭＰ、あの人は頼りになりますでしょうか。護ご衛えいでしたらわたくしでも……。

　そこまで考えて茉衣子は上体を起こした。二段ベッドから見下ろす風景の中には、今夜は宮野はいない。クローゼットの中とベッド下も確認済み、あの巨大な白ゴキブリのような男は少なくともこの時はこの場にはいない。食堂で別れて以来、顔も見ていない。

　そういえば、何のために班長は昨夜ゆうべ、この部屋に居座り続けたのでしょう。行動パターンがまったく解わかりませんわ。けっこう長い付き合いですのに、わたくしばかりが不利のまま、たまにはこちらから押しかけてやろうかしら。

「なんて恐ろしい」

　慌あわてて首を振る。こんな思考をしてしまうこと自体が危機的状況と言えた。喜ばせるだけだ。何も宮みや野のに付き合って自分までもが無意味なアクションを選せん択たくすることはない。あれと同類になってしまうことは、すなわち堕だ落らくしたということだ。茉ま衣い子こは自分に言い聞かせる。

（わたくしの理想はもっと気け高だかいのです。そう、未いまだ理想の男性に出会っていないくらいには、高い所に位置しているのですわ……）







「ようこそ」

　日ひ世よ子こは朝方と同じ言葉で佳よし由ゆ季きたち三人を出迎えた。

「夜の女子寮りように男が二人も来るなんてね」

　入れというふうに日世子は体を引いた。佳由季は闇やみの中に一歩を踏み出し、

「今は男も女もないだろう。男子寮の吸血鬼も何人かいるはずだ。それより明かりを点つけてくれないか」

　佳由季は外より暗い寮の内部を見回して、

「お前たちはいいかもしれないが、僕たちは夜よ目めがきかない。闇やみ討うちはフェアじゃないだろう」

「不意打ちはフェアなの？」

　笑いながら日世子は玄関ホールにあるタッチパネルに触れた。天てん井じようの蛍けい光こう灯とうが一斉に瞬またたきを開始し、次々と光源を生み出していく。

《…………》

　祈いのりの感情の波が泡立っていた。

　通路にいくつもの人型が点在して、佳由季たちに冷ややかな視し線せんを向けている。その中にＤ棟寮長の姿はない。ここにいるのは日世子のシンパなのだろう。

「全員起きてるのか？」

　佳由季は平静を保ちながら尋たずねた。吸血鬼たちを前にしてもそれほど恐ろしさを感じない。ただ異質な感覚があるだけだった。ＥＭＰ能力者限定の吸血鬼と言っている時点ですでにおかしい。宮野が言っていたように、吸血鬼に見えるだけのそうではないものなのかもしれない。彼女たちは自分が吸血鬼だと思いこんでいるだけで、その意志力が自身を吸血鬼じみたものに変える原動力となった……とか。ま、インタビューの結果次第だな。

「全部の部屋を訪ねて回るつもりなの？」

　日ひ世よ子こはからかいの声こわ色いろで、

「夜が明けるわよ。そうだ、夜しか目覚めない人たち優ゆう先せんに案内しましょうか？　その方がいいでしょ？」

「やけに親切だな」

「早く終わらせたいもの」

　日世子はついてくるように合図をして、先頭に立った。

「夜の学校はわたしたちのもの。時間の棲すみ分け。そうでしょ？　外を歩き回れるのは夜だけなんだもの、みんな散歩に行きたがってるの。迷めい惑わくだわ」

　振り向いた白い顔は歪ゆがんだ唇くちびるだけがやたらと紅あかい。

「真ま琴ことさんとの約束。協定。あなたたちが色々嗅かぎ回るのを許可する代わりに、夜はわたしたちの自由時間。この時間に外にいる人は、仲間になりたがっている人だから邪じや魔ましないでね。それも条件の一つ」

　廊下に立っている数人が道を譲ゆずる。その中を通りながら、佳よし由ゆ季きは閉ざされた扉とびらの数を数え始めていた。







　うとうとしていた。

　眠気に引き込まれる刹せつ那な、茉ま衣い子こは冷気を覚えて身を震ふるわせ、それで目を覚ました。退屈なのは茉衣子だけではなかったようで、下に目を落とすと類るいはコタツの上に突っ伏して居眠りをしている。時計の針は茉衣子のうたた寝が半時程度だったことを示していた。

　ちょうどいいですわ。茉衣子はベッドを降りながら思った。もう順番にお風ふ呂ろに入って、今日は早めに寝てしまいましょう。これから早寝早起きのライフサイクルでやっていけばいいだけです。類さんと、若わか菜なさんも起こして入浴の順番を決めないと。

　そうする前に、茉衣子は幸せそうな寝顔の若菜と、うなされているような寝顔の類を気がすむまで観かん賞しようした。どちらの寝顔も茉衣子の心を豊かにする効果を持っていた。

「ふわっ……」

　手をかけた肩がビクンと跳はね、類は簡かん単たんに目を覚ました。半分開いていた唇を慌あわてて閉じ、その端をしきりとぬぐいながら、

「ななな、なんですかっ……。その……」

「お風呂にいたしましょう」

「えっ……」

　類は茉衣子の視し線せんから何とか逃げようとするように顔をふらふらさせて、

「いいい一いつ緒しよにですか……？　それはその、あの」

「二人同時に入るには部屋の浴室は狭せもうございますわね。わたくしはかまいませんが」

　面おも白しろいように赤くなる類るいに微笑ほほえんでから、茉ま衣い子こは下段ベッドで布団をかぶる若わか菜なへ向き直り、微笑んでいるような寝顔に手を伸ばした。







　寮りよう生せい名めい簿ぼの名前欄らんに印を付け、佳よし由ゆ季きは立ち上がった。

「邪じや魔ましたな」

　二人の女子生徒は面白そうにうなずいて互いに顔を見合わせ、くすくすと笑った。

「行こう。次だ」

　座っている間もぴったりくっついている祈いのりの身体からだと手が熱っぽかった。しかし佳由季を見上げる小作りな顔はむしろ青ざめている。祈はすがるような手つきで強く佳由季の手を握りしめた。用心深く扉とびらを背にして立っていた那な岐ぎ鳥どりが、こりこりと頰ほお骨ぼねを搔かきながら、

「どうにも拍子抜けですな。護ご衛えいのしがいがありません……。フフ、実に平和的で協力的な吸血鬼たちもいたものですな……フフ」

　答えず、佳由季は部屋を出た。廊下で待っていた日ひ世よ子こが、どう？　と言うように首を傾かしげる。それにも答えず、隣となりの扉をノックする。

「今晩は。どうぞ」

　顔を覗のぞかせた高等部女子がにこりと微笑む。

「電気点つけていいか？」

　佳由季の訴えに、その娘こは初めて気づいたという顔を作って壁かべに手を這はわせた。パチンとスイッチを入れる。そして最さい後こう尾びの那岐鳥に目をとめ、

「誰だれ？」

　こんなやり取りが何部屋も続いていた。暗くてエアコンが働いていないのも同じ、那岐鳥に目を丸くするのも同じ。ついでに言えば質問の内容も代わり映ばえはしない。

「誰に血を吸われた？」

　──うーん、……二階の厨ず子しさんだったような気がする。

「いつ？」

　──夜。

「何日の夜だ。昨日か、一昨日おとといか」

　──わからない。

「誰の血を吸った」

　──隣の部屋の佐さ山やまさん。

「他ほかには？」

　──佐山さんだけ。あたしは。

「太陽は好きか？」

　──きらい。

「日中も起きていられる？」

　──そういや目が覚めるといつも夜だね。

「血を吸いたくてたまらないときがある。イエスかノーで」

　──（沈ちん黙もく）。……イエスかなあ。でも我が慢まんできる。

「仲間をできるだけ増やしたいと思う」

　──ううーん。それほどでも。

　設問の大半は真ま琴ことから渡されたものだった。佳よし由ゆ季きはルーズリーフにボールペンを走らせ回答を書き留とめていく。祈いのりはじっとして寄り添そっているだけで問答には参加していない。那な岐ぎ鳥どりははなっから参加するつもりもないように扉とびらを背にしているが、一応それっぽいアイテムが隠かくされていないかを態たい度どに出さず探さぐっているはずだった。

「吸血鬼になった気分はどうだ？」

　判で押したように同じ答えが返ってくる。

「いいよ。とても」

　そう言って笑う女子生徒たちは、あらかじめ聞かされていないと吸血鬼だとは思えなかった。首の印以外、一般人類と違うところなどありはしない。以前に何度か会話した生徒も何人かいたが、そのほぼ全員が〝生前〟と同じ性質をしているように思える。いや、かえって穏おだやかになっているくらいだった。

　永遠の生を得たからか？　佳由季はルーズリーフの端はしに自分の意見を書き込みながら考えた。悠ゆう久きゆうの時を味方に付けたという余裕がこうさせているのだろうか。彼女たちが自分たちを見る目は、ほのかに優ゆう位い性せいを浮かべているようにも思える。餌えさを見る目でないことが救いだったが。

「すまないが、この子と握手だけしてくれないか。握手だけだぞ」

「新あら屋や敷しきさんと？　いいけど……」

　祈の右手は佳由季から離はなれない。伸ばされた左手に、その女子は手を重かさねた。しばらくして、

《同じです》

　祈の思念が佳由季に伝わる。

《精神波で呼びかけてもこの人には聞こえていません》

　きょとんとする吸血鬼少女の反応で佳由季にもそれが解わかった。真琴が制作したとびきり下品で卑ひ猥わいなセリフ、祈が精神波で伝達を図はかったのがそれだ。もし聞こえていたら、激げき怒どするか泣き出すかくらいのものである。

《冷たい手……》

　その手の冷たさが祈を経由して佳由季にも感じられた。

「ありがとう」

　祈いのりと少女の二人に礼を言って、佳よし由ゆ季きは那な岐ぎ鳥どりを振り向いた。

「お前は何か訊きくことがないか？」

「ありませんな。フフ、フフフ。ご協力に感かん謝しや……と言ったところですかな」

　即答して那岐鳥は扉とびらから背を浮かせた。

「次行ってみましょう……。フフフ」

　万事、この調ちよう子しだった。

　廊下に出ると飽あきずに待っている日ひ世よ子こと顔を合わせる。

「順調？」

「ああ」

　一つ解わかったことがある。日世子たちは少数派だ。接した中でも多数の吸血鬼たちは積極的に仲間を増やしたいとは考えていない。少なくとも言葉では、彼女たちはそれほど増殖に興きよう味みがあるわけではないと言う。ただ増えて困るとも思ってはいない。拒絶する者を無理に嚙かむつもりはなさそうだった。

　それにしては多いが……、と佳由季は首をひねった。

　全校合わせて百数十人、Ｄ棟の生徒はほぼ全員が吸血鬼化していた。発覚したのは昨日の朝だが、それまで誰だれも吸血鬼の存在に気づかなかったのか疑問だ。

　まあ、いい──。

　佳由季は心の保留ボタンを押した。まずはデータの集積だ。吸血鬼の連れん鎖さを辿たどっていけば、ツリー構造の最上段に最初の吸血鬼の名前が浮かび上がるはずである。吸血鬼たちの記き憶おくが今ひとつあやふやなのは気にかかるが、補正すれば何とかなる種類のものだろう。

「朝までに終わりそう？」

　日世子が揶や揄ゆするように言って、佳由季が答えようと口を開きかけたとき──。




　近くで携帯電話が鳴り出した。




《……わたしです》

　すまなさそうな精神波を放って、祈は左手をスカートのポケットに入れた。二世代ほど昔の型だ。マスクをしたままモニタを覗のぞき込み、ゆっくりと耳に当てる。

　祈は何も言わず、通話先の言葉に耳を傾けた。

《あなたにです。高たか崎さきさん。真ま琴ことさん》

　なぜ僕宛あての電話が祈に、と考えて、自分の携帯は部屋に置きっぱなしにしていることに気づいた。

「もしもし。何だ」

『ハロー』

　真ま琴ことの声はいつもと違って聞こえる。

『ユキちゃんさー……』

　声に張りがない。笑えない響ひびきだった。

『すぐ戻ってきてくんない？　ああ、会長室じゃなくて、女子Ａ棟……。うー、つか、あんたの妹の部屋までさ』

「何があった？」

　背筋に得え体たいの知れない疼うずきが走る。真琴のセリフは遠い世界から次元をまたいで届いているようでもあった。

『若わか菜なちゃんが吸血鬼になった』

　佳よし由ゆ季きは耳を澄すまし続ける。聞こえてくるのは真琴の声ばかりだ。

『さっき茉ま衣い子こちゃんが発見したの。部屋で、若菜ちゃんが息してないってね』

「そうか……」

　嘆く声ではなかった。自分の声だ、そのくらいは分析できる。ではなぜ嘆いていないのかというと、それは単純に感覚が麻ま痺ひしているからだ。

『あたしを許してくれる？』

　真琴のほうがよほど嘆いているようだ。

「どうして僕がお前に罪を求めないといけないんだ？　お前が血を吸ったわけじゃないだろう」

『まあね』

　真琴は一度言葉を切って、

『とにかく戻ってきてよ。調ちよう査さは後回しで構わない。あたしはともかく……あのね、茉衣子ちゃんをどうにかして欲しいのよ。おいおい泣いちゃってて、手が付けられないの』

「解わかったよ。すぐ行く。待ってろ」

　電話を祈いのりに返し、佳由季は寮りよう生せい名めい簿ぼを握り直した。

　どうやら限りなく見知った名前に印を付けなければいけないようだった。







　噓うそでしょう？

「誰だれが噓をついてるの？　あたしを呼びに来たのはあなたでしょ、茉衣子ちゃん」

　噓のほうがマシです。本当だなんて思いたくありません。

「そうね。いい夢だけ見て生きて行けたら幸せよね」

　なんとかしてください。真琴さんなら何でもできるはずです。

「そうだったらどんなにいいかって思うわ。真逆でもいいわね。何も出来なければよかったかもね」

　そんなこと言わないで。

「ふふ、噓うそよ。あたしはこれでも自分が一番お気に入り。だいじょうぶよ。きっと元に戻してみせる。あたしに任せておきなさいよ」

　若わか菜なさんは、若菜さんは。

「元に戻るわよ。茉ま衣い子こちゃんの親友でしょ。信じときなさいよ。今までだって、何とでもなってきたじゃん」

　本当に？

「本当に」

　声なのか思し念ねんなのか茉衣子には判断できない。真ま琴ことの声は柔らかく舞まい降りて茉衣子の黒髪にとまり、初雪のように穏おだやかに溶けていく。温かい身体からだだった。真琴の膝ひざに顔を埋め、くすぐるように髪を撫なでられながら茉衣子は嗚お咽えつを押し殺した。

　類るいもこんな思いをしていたに違いない。侑ゆう里りの時も、日ひ世よ子この時も。なのにわたくしは他ひ人と事ごとのようなことばかり……。

「茉衣子さぁん」

　類のおろおろした涙声が罪悪感を募つのらせた。類は誰だれかのために泣ける娘こだ。自分とは出来が違う。類に比べたらわたくしなんて、いつもいつも独ひとりよがりで自分勝手でわがままなことしか言ってません。これは罰ですか。誰の下した罰なのです。誰を恨うらめばわたくしは気がすむのでしょう。

「あの、あ……。その、泣くっ……泣かないで、その……っく」

　類の声のほうがよほど泣いている。都つ合ごうのいいときだけ涙を流す茉衣子より人間的だ。他者の悲しみを共有できるのは高等生物だけだ。わたくしは全然、下等です……。ミミズにも劣る刹せつ那な主義者です。こんな簡かん単たんなことが出来ないなんて、初めての喪そう失しつ感かんにこれほど打ちのめされるなんて、この打たれ弱さは何なのでしょう。きっとすべてにおいて弱いのです。わたくしは弱者です。いいえ、莫ば迦か者ものなのですわ。大莫迦なのです。

　真琴の指が背中に文字を描かいている。読みとる余裕はなかったが、慰なぐさめの言葉であることは真琴の精神波が物語っていた。

「あなたは悪くない。悪いのはあたしか宮みや野のね。責められるのはあたしたちであるべきよ。いい加減な態たい度どを取っていた、この学園で隠いん然ぜんと権力を行使していた力のある者たちを責めなさい。茉衣子ちゃんの涙のぶんだけね」

　甘えんぼのように茉衣子は真琴にしがみついていたが、涙に濡ぬれた顔をゆるゆると上げた。

「……わたくしには何が出来るのでしょうか。わたくしにも可能なお仕事はないのですか？　何でもやります。何だって……」

「考えとくわ」

　真琴は微笑ほほえんで、茉衣子の髪をすくい上げた。

「その時が来たら茉ま衣い子こちゃんにもやってもらうことがあるでしょうね。でも、今は涙をぬぐいなさい。いいこと茉衣子ちゃん、悲しいときに泣くのは人間の反射行動なのよね。悪いことではないけど、真実の涙は嬉うれしいときに流すべきだとあたしは思う。勘違いしちゃダメよ。泣くことと感動することには直接的な関係はないのだから。人の死を感動とすり替えるのは単なるごまかし、錯さつ覚かくなの。あなたには解わかるはずよ。あの宮みや野のの弟子だもんね」

　真ま琴ことが何を言っているのかは解らないが、茉衣子は涙を搦からめ捕とる真琴の優やさしい指先になおさら涙をこぼしそうになった。慣なれていないからだ。誰だれかに優しくされることに、茉衣子はまったく耐性がなかった。彼女の側そばにいるのは、一方的に意見を押しつけてくる白衣の対たい魔ま班はん班長か、彼女が庇ひ護ご欲よくをそそるような非力な同級生ばかりだったから。

　光こう明みよう寺じ茉衣子には強力な力があった。そのせいで彼女は学内だけでなく学外でもその力を行使して様さま々ざまな混迷を解除する役回りを演じてきたのだ。誰かに頼るより、頼られることが茉衣子の日常だった。その信念が揺ゆらぎ始めたのは、自分のコピーが大量発生した〈シム事件〉からのことだった。あの時も何も出来なかった。類るいと友人となること以外、茉衣子がしたことは何もない。

「充分よ」

　真琴が囁ささやく。

「自分を責めるのはよしなさい。バカバカしいだけよ。そんなの、自尊心をなんとか回復させようとするだけの行為でしかないわけ。裏返しの自じ意い識しき過剰、なんともならなかったことに後付けでくよくよするのは自己欺ぎ瞞まんよ」

　……そうなのですか？

「誰も茉衣子ちゃんを責めたりしないわ。うん、ユキちゃんだってね。あいつはちゃんと解ってる。殴る相手が誰なのかをね。茉衣子ちゃんをどついたりはしないから安心しなさい」

　そして真琴は首を巡めぐらせ、開けっ放しだった戸口へ声を放った。

「でしょ？　ユキちゃん」

「ああ」

　高たか崎さき佳よし由ゆ季きがそこに立っていた。仮面のような表情を貼はり付けて廊下から顔を覗のぞかせていた。

「……高崎さま」

　茉衣子は真琴の膝ひざから身体からだを上げて立ち、すぐさま佳由季の前で土ど下げ座ざした。

「お許しください。わたくしがついておきながら……若わか菜なさんを……まさかこんなことになるなんて……。ああ、なんてことに……」

「お前は悪くないだろ」

　佳由季の声はいつものように感情の起伏を感じさせない。どこか不ふ機き嫌げんそうなのは彼の普通の状じよう態たいである。それでも茉衣子は佳由季の足元から顔を上げることができない。春はる奈なを失い、また若菜が人外の存在になってしまっては、彼は二人の妹をこの学園で数ヶ月の間に失うことになってしまう。親友を失おうとしている茉ま衣い子ことはレベルが違う。血を分けた大切な肉親との間には、たまたま長く同室となっていた友人とは、きっと比べものにならないくらいの近い距きよ離り感かんがあるに違いない。それに茉衣子には、高たか崎さき春はる奈なが消失した事件に深く関かかわっていたという負い目があった。

「でも、でも……」

　言いつのろうとしたところにポンと頭をハタかれた。佳よし由ゆ季きはそれだけで茉衣子の横を通り過ぎた。真ま琴ことに悪あく態たいをつくこともなく、類るいの泣き顔にも軽くうなずいただけ。

　ベッドに歩み寄った佳由季は跪ひざまずき、たった一人の妹の顔を覗のぞき込んだ。

　茉衣子は両手をついて頭をもたげる。とても正視できない。だが、若わか菜なの静かな寝顔はどうやっても網膜から消え去ったりはしなかった。

「若菜」

　兄が妹を気き遣づかう声だ。これほどまでに穏おだやかな佳由季の声を初めて聞く。なのに茉衣子は冷たい手で心しん臓ぞうをつかまれたような気がした。

「起きろ。若菜、訊ききたいことがある」

　ぺちぺちと頰ほおを叩はたいているらしい。弱い音。

「今は夜だぞ。吸血鬼なら起きてもおかしくない時間だ。聞こえるか、若菜……？」

　スイッチが入ったかのようだった。




「うん……。なあに？　にいさん……」




　ゆっくりと若菜は目を開けた。焦点が合うまでに数秒、そしてぼんやりした顔で身体からだを起こした。急速に体温が失われる。佳由季は触れた指先で、茉衣子は感覚的にそれを知った。

「どうしたの？　真琴さんも……。なんで？　ここにいるの……？」

　状況が解わかっていないように若菜は半分しか開いていない両眼をふらつかせ、改めて兄を見上げた。

「兄さん」

　首に二つの歯は形がたがある。もともと白い肌が透すき通るばかりの色合いを見せて室内灯の光を反射していた。茉衣子には目映まばゆいほどだった。

「ああ……」

　茉衣子が呻うめく前で、若菜はほんわりとした笑みを浮かべた。ゆっくり身体を起こし、少し不ふ思し議ぎそうに部屋を見回してから、じっと兄の顔を凝ぎよう視し。

　そして囁ささやくような声を唇くちびるからこぼれさせた。

「ねえ……にいさん」

「何だ」と、佳由季は答える。

「血、吸っていい？」

　と、若わか菜なが言って、茉ま衣い子こは息を吸い込んだ。目の前が暗くなりかける。吸血鬼。若菜さんが。なぜ、どうして。何の理由があって彼女がそんなものにならなくてはならなかったのか。よりによって高たか崎さき若菜が、いつ、どこで、誰だれに──。

　茉衣子の思し念ねんが惑乱を極きわめようとしているとき、

「いいとも」

　佳よし由ゆ季きは感情の起伏のない声でそう言っていた。

「僕の血でいいんなら、いくらでも吸うんだな。お前になら構わないさ」

「うん」

　若菜は嬉うれしそうに両手を伸ばした。兄の首に両手を絡からめる。柔らかそうな唇くちびるが佳由季の首筋に近づけられていく……。

　金かな縛しばりにあっているように茉衣子は動けない。止めるべきだと思う。許したくないとも思う。妹が兄の血を求めるなんて、恐ろしく背徳的な光景だった。若菜がそんなことをするなんてあり得ない。どうして真ま琴ことは何も言わないのか。

　誰もが言葉をなくしたような静寂の中、若菜は佳由季の首を嚙かんで目を閉じた。

「…………」

　佳由季がどう感じたのかは解わからないが、妹に嚙まれたことに対するコメントを口で言うことはなかった。真琴になら解るのかもしれない。その真琴は、茉衣子の肩に手を置いて押し黙だまっているだけだ。

　茉衣子には何も出来ない。まったく何も。

（わたくしは班長以上の役立たずです。誰よりも同じ時間を過ごしておきながら、若菜さんをみすみす吸血鬼にしてしまいました。でも……ああ、解りません。どうしてです？　若菜さんはまだ陽ひの高いうちに戻ってきました。いつ、どのようにして、誰によって吸血鬼にされたというのですか？）

　発見された吸血鬼たちは全員が女子寮りようＤ棟にいる。日中、彼らが外に出ることはないはずだ。大半は夜になるまで目覚めず、昼間に起きて動くことができる一部の吸血鬼も太陽の下を歩くことはない。そもそもＤ棟は保安部の監かん視し下かにある。仮に誰かが夜を待たずに出ようとしても見み咎とがめられずに外出するのは不可能だ。

　ならば、なぜ？

　佳由季の首を抱きしめて顔を埋める若菜を見ながら、茉衣子は滲にじむ目を覆おおった。







　思ったより痛くはないもんだ、と佳由季は実感している。

　若菜の犬歯が首筋に食い込んで、肌を突き破り、血管にも届いているだろうのに、彼はさしたる苦痛を覚えていなかった。どちらかと言えばそれはむず痒かゆい感触だった。押し当てられている若わか菜なの唇くちびるは冷たい。吸引される感覚も薄うすかった。若菜はただ、歯を立てているだけだった。ぷすりと二つの穴が肌に開いているのは解わかる。

　唇と同じくらい冷たい妹の身体からだを抱き留とめながら、佳よし由ゆ季きは彼女のするがままにさせておいた。

　僕は吸血鬼にはならない。

　真ま琴ことの言葉を信用すれば、そういうことになる。宮みや野のの理屈でもそうだ。第三ＥＭＰの吸血鬼増殖事件の被害者はＥＭＰ能力者でなければ意味を持たない。吸血鬼などという伝説にしか存在しないモノになるには、それ相応の理屈がいる。媒ばい介かいとなっているのはＥＭＰ能力をおいて他ほかになく、吸血鬼が持つ様さま々ざまな特性はＥＭＰ能力が変質したものに過ぎない──。

　宮野の考えではそうであることになっていた。

　ならば平気だ。僕は何ccでも血液を提供しよう。これで若菜の気がすむのなら、貧血程度は覚悟の上だ。

　万一、僕までが吸血鬼になってしまったとしても、だからどうだというのだ。異常能力者たちで構成されるこの学園で、唯ゆい一いつの異物だった僕という存在。いっそ吸血鬼化したほうが、僕もまたこの学校にふさわしい人材になれるのかもしれないだろう？

　違うか？　真琴。

[image: ]

《違うわね》

　真ま琴ことの思し念ねんが佳よし由ゆ季きの脳のう髄ずいをかき乱す。

《ユキちゃんの存在意義は一般人とかそんなことでもないわけ。いいこと？　ＰＳＹサイネットを構築するための能力を発現させた高たか崎さき春はる奈なって人間が、正確な役割を演じきれなかったことに対するエクスキューズよ。だから、あんたはここで生き続けなくてはならないの。この世界がどうなるかはまだ解わからない。誰だれが何のためにＰＳＹネットを構築しようとして、お春ちゃんにそんな力を与えたのか……。そして彼女がなぜそれを拒否することがあったのか……。ふふん？　謎なぞでいっぱいね。でもね、確かなことだってあるの。あんたはそのままでいなくちゃなんない。それがお春ちゃんの望みなんだと思うわ。他ほかの世界を旅してきたあたしにはそれが解る》

　解らないね。僕にはな。何も。

「……んん」

　若わか菜なの冷たい唇くちびるが離はなれた。小さな傷口にふつふつと赤い血が玉を作り、張力の限界を超えたところで流れ落ちた。シャツの首元に吸い込まれていく。

　若菜はぼんやりとした顔でおとなしく座り込んでいた。ぺろりと唇を舐なめ、眠そうに目を半眼にする。

「気分はどうだ？」

　兄の質問に、若菜の頭はわずかに傾かしいだ。

「ううーん？　普通だよ。……ちょっと眠いかなあ」

「誰にやられた？」

「わかんない。食堂を出て歩いているときに後ろから……だったかなあ。あれ、誰だったんだろ」

「夕方か。太陽は出てたか？」

「出てたよ。夕日がきれいだったよ」

　若菜は佳由季の首筋、細い糸のように肌に張り付いている血液を見つめて、

「止まらないね。そだ」

　ポケットからハンカチを出して、兄の首に押し当てた。残念そうに、

「にいさんはあたしと同じにならないんだね。そか。じゃ、嚙かんでも無む駄だだったんだね。ごめんね、にいさん。痛かった？」

　佳由季は若菜の顎あごに指をあてて上向かせ、そのまどろむような瞳ひとみを覗のぞき込んだ。

「若菜、お前の気持ちを教えてくれ。いまお前は何を考えている？」

　質問の意味を考えるように、若菜は黙だまって兄を見つめ返して、しばらくしてから答えた。

「仲間を増やしたいなあ。なんでかわかんないけど、そんな気がすごくするよ。なるべくたくさんの人の血が欲しいなあ」

　半分閉じられた無邪気な目が、佳由季の肩を超えた。

「茉ま衣い子こちゃん、類るいちゃん……。血、吸っていい？」

　途と端たん、類は口笛のような声を漏もらして身体からだを縮ちぢませた。

「ふひゅ……ああ、あたしはその、そのう……」

　逆に茉衣子は魅み入いられたように若わか菜なの白い顔を見ていた。真ま琴ことが後ろからつかんでいなければ、そのままフラフラと若菜のところまで歩き出したかもしれない。それほど混乱している。涙の残る茉衣子の顔から、佳よし由ゆ季きは彼女の気分をほぼ正確に読みとっていた。若菜に来いと言われたら、茉衣子は思考を停止して従ってしまうだろう。若菜がこうなってしまったのは自分の責任だと思っている。

　それは違う、と佳由季は考えていた。もちろん若菜の責任でもない。

　最初は不自然な死体だった。それが日没と同時に起きあがり、動き始めた彼らは吸血鬼と同じ特性を持っていた。吸血鬼に嚙かまれたＥＭＰ能力者は吸血鬼になる。朝が近づくと、彼らはまた眠りにつく──。

　第一の噓うそがそこにあった。午前中、秋の太陽が光を注そそいでいる時間帯、Ｄ棟に侵入した佳由季たちは夜でもないのに動き回る吸血鬼たちを見た。「誰だれが決めたの？」と日ひ世よ子こは言った。そして「お日さまは苦にが手て」とも。

　第二の噓だ。若菜が襲おそわれたのは日の入り前で間違いない。太陽の下を普通の人間のように歩くことの出来た吸血鬼がいたのだ。宮みや野ののあの説。吸血鬼因子の受け渡し。あれが本当なら、今の若菜も太陽と時間を気にしない吸血鬼になっているはずだ。

「もう一つ、訊きく」

　佳由季は若菜の顔を自分へと向けさせた。

「お前は太陽をどう思う。夜と昼、どっちが好きだ？」

「へんなの」

　若菜は面おも白しろそうに、

「どっちも好きだよ。そんなの、考えたことないなあ」

　そう言って微笑ほほえむ姿は、生ける死者とは思えないいつもの若菜だった。ただ首の嚙み傷を除けば。

「若菜」

「なあに？」

「しばらく寝てろ。当分起きなくていい」

「うん。そうする」

　どこまでも素直に、若菜はベッドに潜もぐり込んで目を閉じた。寝息一つ立てず、身じろぎもなく、生死不明の状じよう態たいで眠り姫と化す。







　立ち上がった佳よし由ゆ季きに、茉ま衣い子こは潤うるんだ瞳ひとみを向けた。

「どこへ……。お行きになるの？」

　若わか菜なをこのままにして──。

　部屋の扉とびらを目指して歩いていた高たか崎さき兄は、

「祈いのりと那な岐ぎ鳥どりを待たせてる。Ｄ棟に戻るんだよ。事情聴ちよう取しゆがまだ終わっていない」

　ドアノブを握る。

「朝までに全員の話を訊きかなくちゃな。誰だれが若菜を嚙かんだのかも解わかるかもしれない」

　振り向いた佳由季は真ま琴ことに冷れい徹てつな視し線せんを突き刺すように、

「最初の吸血鬼が誰か解ったら、この件はかたがつくのか？　呪のろいのアイテムを探し当てたら、吸血鬼化した連中は元に戻るのか？」

　真琴は壁かべを背にして腕を組み、微笑した。

「たぶんね。よろしく頼むわ、ユキちゃん」

　ポニーテールの毛先を撫なでながら、

「インタビューはあなたにお任せよ。あたしは、ちょいとすることができたかんね。今夜も徹てつ夜やになりそうねえ」

　何をするつもりなのか。茉衣子が疑問を発するより早く、佳由季が無言で扉を開いた。

　そして、ドアの外にいた長身の人ひと影かげがこのように言った。

「すまぬ！　茉衣子くん！」

　佳由季と入れ違いに入り込んできたのは、言わずとしれた宮みや野の秀しゆう策さくだった。

「私にはこうなる可能性が多少なりとも見えていた。にもかかわらず、私は自分の思いつきに夢中になるあまり、ついうっかりとキミたちの防御を失念してしまったのだ！　詫わびようもないことだ。ゆえに私を許す必要はない。存分に私を罵ののしり、キミの心を覆おおう負荷的感情を発散させるがいいだろう。さあ、そうしたまえ！」

「宮野」と佳由季。

「寮りよう長ちよう殿、キミにも権利はあるぞ。心ゆくまで私をなじりたまえ」

「後でな。今はそんなヒマがない」

　装っているだけなのだとしても、佳由季は変化なく冷静に見えた。

「後は任せた」

　若菜の寝顔を一いち瞥べつし、佳由季は出て行った。閉じられたドアの向こうを足音が遠ざかる。別の足音が茉衣子の部屋を踏み鳴らす。

「可か憐れんな寝顔だ」

　宮野は凍ったように動かない若菜を腰を屈かがめて眺めやった。茉衣子がよくそうしていたように、宮野もその寝顔を見て微笑ほほえんでいた。若菜が眠っているところを見ると誰だってそうしてしまう。茉衣子だって今すぐそうしたい。しかし、今は無理だ。人間とは別の存在となった若わか菜なを見て、とても笑え顔がおなど浮かべることは出来ない。




　　　　　　　＊




「班長……」

　呼びかけた茉ま衣い子こに、待てというように手を掲げ、宮みや野のは真ま琴ことに挑発的な顔を向けた。

「さて、会長代理。思っていたより事じ態たいは急速に進行しつつある。認めるかね？」

「そうねえ」

　真琴は宮野の視し線せんをまともに受け止めつつ、

「うん、まあね。実はあんまり困ってないのよねえ。あたしからすれば、余計な精神波が減ってちょうどいい感じ──って気もするのよね。放っておいてもいいんじゃないかしら」

「そんなっ！」

　茉衣子の反応が最も素す早ばやかった。

　吸血鬼たちの時間は止まっている。宮野の説が正しいとしての話だが、たとえその仮説が違っていたとしても茉衣子は若菜と同じ時間に生きていたいと思う。生きているのか死んでいるのか、意い識しきがあるのかそうでないのか、そんなワケの解わからない存在となった若菜ではなく、それまでの若菜と過ごしたい。同じ記き憶おくを共にしていたい。茉衣子にとって彼女は友人で、換かえのきかないルームメイトでもあり、それ以上でもあった。

　茉衣子は宮野に向けて叫んだ。

「班長！　なんとかおっしゃってください！」

「ああ、茉衣子くん」

　宮野はわざとらしく溜ため息いきをついた。

「正直に答えよう。模も範はん解答の一つをだ。それはだな、このまま何もせずに放っておく、という選せん択たく肢しだよ」

　茉衣子は足元が崩くずれていくような非現実感に襲おそわれた。

　本気ですか？　このままでいいはずなどありません。あっては……。

「何な故ぜかを教えよう。いいかね、茉衣子くん。吸血鬼の源はＥＭＰ能力だと思われる。はからずも寮りよう長ちよう殿が証明してくれたな。何の能力も持たない寮長殿は、その通り、吸血行為に及ばれても吸血鬼化しておらん」

　それがどうしたのだ。

「我々がこの学園にいる理由を考えてみたまえ。なぜ我々はここにいるのか？　そして学園を出て行ける時、我々はどのような条件下にいるのか。そこまで思いつけば解答は目の前だ」

　わからない。

「私の本心を言おう。吸血鬼などどうだってよい。それらはただの手違い、エラーだ。トリビアルな現象に過ぎん」

　真ま琴ことは素そ知しらぬ顔をしている。何か言ってください。何か……。

「理由だよ。なぜ我々がこのようなカタチで存在するのか。なぜ我々にＥＭＰ能力があるのか。その理由に私は思い至ったのだ。そして、なぜ超常能力をモチーフとした創作物が氾はん濫らんしているのか、なぜ人々がそのような創作物を好んで生み出すのか、なぜ超能力や魔ま術じゆつといった存在するはずのない概がい念ねんがあるのかも」

　宮みや野のは言う。

「すべては礎いしずえとなるために存在する。正確を期すなら我々というのもおこがましい。必要とされるのはキミや私の身に宿った超常的な超感覚能力だけなのだ。器うつわはどれでもよかったのだよ。何のためか？　それは
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　介入する。

　実行。




　終了。
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「班長……」

　呼びかけた茉ま衣い子こに、待てというように手を掲げ、宮みや野のは真ま琴ことに挑発的な顔を向けた。

「さて、会長代理。思っていたより事じ態たいは急速に進行しつつある。認めるかね？」

「そうねえ」

　真琴は宮野の視し線せんをまともに受け止めつつ、

「もう一度、全生徒を一斉捜そう索さくしないといけないみたいね。それも今度は徹てつ底てい的てきにさ」

　真琴は前髪を引っ張って息を吹きかけながら、

「連中にすっかり騙だまされたわ。若わか菜なちゃんには悪いけど、これでようやく見えてきた。Ｄ棟にいる奴やつらだけが吸血鬼じゃないのね。他ほかにもいたんだわ」

「そうだ。個人の持つ〝吸血鬼の概がい念ねん〟が吸血鬼化に関かかわる以上、吸血鬼の種類は一定することがない。夜しか動けないものもいれば、陽光さえ届かなければ昼でもオッケーのやつもいる。そして、」

　宮みや野のは若わか菜なを見下ろして、

「昼夜のいずれだろうと人間同様、変わりなくうろつき回れる吸血鬼もいるというわけだ。吸血鬼因子の受け渡しは、伝言ゲームのように別の概念へと変化し続ける。これが彼らなりの進化なのかもしれんな」

　茉ま衣い子こは無む意い識しきに類るいにすり寄っていた。彼女の心を占めているのは不安と悲しみだった。いったいどうなっているのか、これからどうなるのか。先が見えない状況に置かれた場合の反応は二種類しかない。楽らつ観かん的てきな思考停止か悲観的な懊おう悩のうかだ。現在の茉衣子に前者の精神状じよう態たいになれというほうが無理だった。

「わ……わ」

　茉衣子にくっつかれながらも、類は抵抗しない。驚おどろいたように目を見開いて、すっかり弱々しくなってしまった茉衣子の身体からだを受け止めてくれていた。

「おそらく──」と宮野は、「昨夜ゆうべの事件以前に、太陽に制限されない特性を持つ吸血鬼は誕たん生じようしていたはずだ。若菜くんを襲おそったのはＤ棟の住人ではない」

「でしょうね」と真ま琴こともうなずいた。「今日一日、Ｄ棟からは誰だれも出ていない。監かん視しの目を盗むことは不可能だわ。保安部総そう出ででやってるからね。特に日中に這はい出すなんて事があれば、たちどころに報告が飛んでくるわよ」

　茉衣子は呆ぼう然ぜんと聞き役に徹てつしている。類の体温が何よりの慰なぐさめだった。

「ということは」

　宮野は真琴と睨にらみ合いを演じつつ、

「吸血鬼は他ほかにもいる。この寮りようにも、女子寮Ｄ棟以外の寮にもな。それも人間とまるっきり区別の付かない奴やつらが」

「外見上はそうでしょうね」

　真琴は自分の首筋を突いた。

「嚙かみ跡は隠かくせるわね。ハイネックとかタートル、チョーカー……いいえ、メイキャップでも簡かん単たんよね。あとは体温と、呼吸と心拍か……」

「吸血鬼化の温おん床しようとなっているのはＥＭＰ能力だ。それが吸血鬼化現象を生み出しているのは間違いない。ならば吸血鬼たちはＥＭＰ能力を失っているはずだ。いや、もっと簡単に見分けることができるぞ」

「連中には精神がない」

　真琴の先回りに、宮野はさらに応じた。

「ないのではなく、吸血鬼は時じ縛ばく、時間的静止状態にあるのだ。不死身の身体はそのためだ。下のロビーで祈いのりくんと出くわしたのでな、寮りよう長ちよう殿のレポートの一部を見せてもらった。仲間を増やしたい者、さほどでもない者、様さま々ざまのようだが……」

　宮みや野のは考え込むような素そ振ぶりを打ち払った。

「まあそれでよい。会長代理、テレパスのキミなら判別はつく。精神波を放射していない生徒たちを片かたつ端ぱしから捕まえるといいだろう。くれぐれもミイラの仲間入りをしないよう、せいぜい気をつけるのだな」

「そうするわ」

　真ま琴ことはひょいと両手を上げて、壁かべから体重を逃がす。部屋を出ようとする気け配はいを感じて、茉ま衣い子こは重たい口を開いた。

「待ってください。わたくしも何か……」

「あんたはここで待機」

　真琴は振り向きざまに、

「若わか菜なちゃんを見ててちょうだい。誰だれかを襲おそったりしないようにね。宮野、あんたもついていてあげてくれる？」

「了解した。だが、若菜くんをずっとこの部屋に放置するわけにもいくまい。Ｄ棟に送らなくていいのか？」

　なんてことを──と茉衣子が喚わめく前に、真琴が答えて、

「それは後回し。調査を終えてから考えるわ」

　茉衣子に優やさしげな微笑ほほえみを与えた。

「そろそろＤ棟も定員オーバー気味だしね。場合によっては……」

　あり得ないほどの寒気がして、茉衣子は類るいの手を握りしめる。

　場合によっては──。何の場合？　決まっている。新たな吸血鬼が何十人と発見された場合だ。陽光を気にしない夜の住人たち。そんなのがいっぱい発見されたとしたら。

　吸血鬼のための寮がもう一つ必要になるだろう。







　そして、それは正しい予想だったのである。













○九章・Ａ








　──現時刻をもって高等部女子寮りようＡ棟の破は棄きが決定されました。

　──これよりＡ棟は吸血鬼専用棟となります。

　──吸血鬼化していない生徒はすみやかに待たい避ひしてください。

　──待避は現時刻から一時間以内に完了してください。二時間後から吸血鬼の搬はん入にゆうが始まります。

　──新しい受け入れ先はＡ棟一階ロビーに張り出しています。遵じゆん守しゆを推すい奨しようします。

　──繰くり返します……。






　鳴り響ひびくチャイムの轟ごう音おんのあと、そんな放送内容をＡ棟の全スピーカーががなり立てた。何度もリピートされる放送部員の声を、茉ま衣い子こは赤くなった目で聞いていた。

　真夜中である。夜明けまでに数時間はかかる。

　あれから宮みや野のはコタツに潜もぐり込み、監かん視しするような目を若わか菜なに向け続けて一人で何かを喋しやべっていた。途と中ちゆうまで付き合っていた類るいはやがてずるずると床に倒れるようにうずくまり、寝息を立て始めたので茉ま衣い子こが毛布をかぶせてやった。

　若わか菜なは目を覚まさない。兄がそう言わないと目覚めないモードがあるのかもしれないと思えるほど、完全な眠り姫状じよう態たいだった。

　宮みや野のとどんな会話をしたのだろう。茉衣子の記き憶おくはところどころで途と切ぎれている。

「事件は解決されねばならない。物語は終わらせなければならない。それが誰だれの役割かは解わからんが、縞しま瀬せ真ま琴ことあたりが有力候補だろう。茉衣子くんが苦悩する必要はない。キミはここで私とともにあればよい。おそらくキミに振り分けられた役やくどころは見届け役だろうからな」

　自分は何と答えたのだろう。何も言わなかったのか。覚えていない。あるいは、こんな感じの会話だったろうか。

「もし私がキミが眠っている間に、キミの麗うるわしい黒髪をバッサリ切り落としてしまったらどうするかね」

　切られた髪を束たばねて紐ひもにし、それで班長を縊くびり殺します。

「切られぬようにするには私より後に眠ることだ。私を絞こう殺さつするには私より先に起きることだ。そうすれば問題はあるまい」

　いやです。なぜわたくしがそのような振ふる舞まいをせねばならないのか、理解に苦しみます……。

　彼なりの配はい慮りよだったのか、単なる暇ひまつぶしの相手を求めていただけか、宮野はてんで脈略のないことばかりを話していたような気がする。昼間の食堂で何を思いつき、一目散に走り去っていったのか、その理由も聞いたように思った。やはり覚えてはいないけれど。

　そんなことはどうでもよかった。

　茉衣子の不吉な予感は、この緊きん急きゆう放送によって現実のものとなった。Ａ棟の廃はい棄き。それは住み慣なれたこの部屋を茉衣子が出て行かねばならないということだった。

　──若菜を残して。

「ふにゃあ……」

　間抜けな声を上げて類が毛布から顔を出した。スピーカーが最大ボリュームで喚わめき散らしているというのに、類の覚かく醒せいには四回目のリピートが終了しかけるまでかかった。猫のように拳こぶしで目め尻じりを擦こすっていた類は、

「おはようござ……」

　言いかけて鳴り続ける放送に気づき、ぱちくりと開いた目を廊下側の壁かべに向け、放送の内容を聞き取ってようやく、

「ひぇっ」と言った。

　彼女にしてみれば元いたＤ棟に続き、借宿になっていたＡ棟までもが吸血鬼に占拠されることになるのだ。不運能力を持っているのかと疑ってもおかしくなくなってきた。

「行こう、茉ま衣い子こくん」

　どこへ。どこに行こうと宮みや野のは言うのだろう。わたくしはいったいどこへ──？

「こんな状況だ。吸血鬼が女子男子混合で寮りよう住まいをしているのだからして、我々人間様がそうしてはならんということにはなるまい。私の部屋に来るがいい。正確には寮長殿の部屋だがな。男子寮Ｃ棟だ」

　宮野は類るいにも、

「キミもそうしたまえ。なに、寮長は性的偽ぎ善ぜん者しやで私はリビドーの一つや二つは軽々と制御できる人格者だ。うっかり目を離はなして類くんまで吸血鬼になってしまっては茉衣子くんが悲しむからな。もちろん茉衣子くんが吸血鬼になってしまうのも困る。うむ、まさに三さん方ぽう一いち両りよう損ぞん、好こう都つ合ごうであろう」

「でで、でも……」

　類は茉衣子と眠る若わか菜なの間に目を泳がせていたが、黒衣の同級生がするりと立ち上がったのを見て驚おどろきに打たれた顔で口ごもる。

「行きましょう、類さん」

　茉衣子はうつむいていた。

「ここにいても、わたくしたちが出来ることはございません……」

　どうせ出て行くなら、何かきっかけがあったほうが自分を言い聞かせやすい。今の茉衣子なら誰だれに誘さそわれても真正直についていってしまっただろう。たまたまここに宮野がいて、部屋に来いと言ってくれただけの話だ。

　そこだってすぐ出て行くことになる。きっとすぐ、この部屋に戻ってこれる。そうでないとおかしい。

（だってここはわたくしと若菜さんの部屋ですもの）

　放送部員の抑よく揚ようのない声を聞きながら、茉衣子は類に手を差し伸べた。







　曙しよ光こうを合図したようにＤ棟の生徒たちは眠りにつき始めた。閉め切られた暗い部屋でどうやって日光を感知するのか、超自然的な感覚能力が吸血鬼にはあるらしいとしか言いようがない。

　こうして大多数の吸血鬼たちは死体へとモードチェンジする。しかしそうではない一派もいて、雨あま森もり日ひ世よ子こもそのシンパだった。

　佳よし由ゆ季きが祈いのりと那な岐ぎ鳥どりに守られているように、日世子も夜間活動限定の仲間たちを守るかのように、彼ら三人のあとをついて回っていた。

「ご苦労様」

　本心から言っているように聞こえるのは、これから佳由季たちが寮から出て行くと確信しているからだろう。物言わぬ死体となった者にインタビューはできず、佳由季の名めい簿ぼリストは印で埋まっている。情報だけは得られた。不完全だが、ないよりマシだ。

「満足した？」

「おかげでな」

　聞き取り調査は何とか終了した。佳よし由ゆ季きが携たずさえるルーズリーフは膨ぼう大だいな数になっている。これを整理するだけでも相当な時間がかかるだろうが、せめてこのくらいは別の人間に委託してしまいたい。誰だれかいるだろう、自治会にこういうのが得意な奴やつが。

　予想していたことだが、Ｄ棟の中に若わか菜なを嚙かんだ吸血鬼はいなかった。犯人はＤ棟の吸血鬼よりもさらに自由性を増した連中の中にいる。太陽をハンデとしない、歴史的な先人たちの弱点を克服した連中だ。穏おん健けん派はのＤ棟寮りよう長ちようから過か激げき派と呼ばれた日ひ世よ子こより、そっちのほうが危険であるかもしれなかった。

「アイテムとやらは見つかったか？」

　那な岐ぎ鳥どりに訊きくと、第二ＥＭＰから来た金髪のアクセサリー野郎は、

「それがですな。呪じゆ物ぶつと言いましても無む味み無む臭しゆうですしな。フ、フフフ……。容易に発見できるわけでもありませんでして。フフ、そうそう都つ合ごうはよろしくないのですな。せめてどんな形をしているかでも解わかれば違ってくるのですが……。フフ、フフフ。お手上げと言ったところでしょうかフフ、フフフ……」

　自分は役立たずです、と言っているのと同じだ。真ま琴ことはどうしてこんな奴やつを呼んだんだ？　もしかして、伝聞ではもっと有能そうな奴だったのか？　今まで那岐鳥獅し子し丸まるがしてきたことと言えば、佳由季と祈いのりの後ろをのんびり歩いているだけで、吸血鬼の首一つを狩り飛ばしたことが最大の仕事である。しかし護ご衛えいが任務なら、那岐鳥でなくても第三自前の攻こう撃げき的ＥＭＰ能力者を使えばいい。胡う散さん臭くさい肩書き『祟たたられ屋』、呪のろいアイテムの専門家──。それもこれも、本当に吸血鬼化がそんなものを媒ばい介かいとしていたらの仮定である。

《…………》

　祈からは疲ひ弊へいした精神波が断続的に送られてくる。佳由季の左手首を握りっぱなしのこの少女は、Ｄ棟にいる間中、緊きん張ちよう感かんをみなぎらせて彼から離はなれようとしなかった。血を吸われても平気な佳由季と違い、彼女には吸血鬼化の恐れがある。それとも怖れているのは自分の能力を行使する事じ態たいになることだろうか。

「真琴さんによろしく。ばいばい」

　日世子の見送りを受け、三人はＤ棟から足早に立ち去った。途と中ちゆうで一度だけ振り返ると、玄関に立つ日世子はそのままこちらを注視して、手を振り続けていた。緩かん慢まんな手の動きが佳由季の心に暗い影かげを落とした。




　その足で会長室に出向いた佳由季たち三人は、そこで女子寮Ａ棟の放ほう棄きを告つげられた。







「男女合わせて五十六人」

　真ま琴ことはコピー用紙の束たばを弾はじいて、

「女子Ｄ棟以外の吸血鬼さんたちの数。新しく発見されたのはそんだけ。そんだけっても、たいした人数よね。付け加えると、全員が太陽を浴びても平気ってわけ。昼間でも外出可能……。そんなのが知らないうちにウロウロしてたんだから、たまんないわ」

　会長机には佳よし由ゆ季きが提出したレポートが散らばっている。一枚一枚を興きよう味み深ぶかそうに眺めていたのも一分と続かず、真琴は横に控ひかえている眼鏡めがねの男子生徒にレポートを丸投げし、

「分析よろしく。しょっぱなの吸血鬼、誰だれか解わかりそう？」

「善処します」

　感動なくルーズリーフと名めい簿ぼの束を受け取ったのは、執しつ行こう部一年、冷れい泉せんだった。

　佳由季は応接ソファに腰掛けて、ぐったりした祈いのりの重みを肩で味わっていた。マスクのせいで表情が半分しか見えないが、苦しげに閉じられた双眼が祈の精神状じよう態たいを表現して余りある。これ以上引き連れて歩くのはもう無理だろう。

　対面の那な岐ぎ鳥どりがニヤニヤしながら泥水コーヒーを啜すすっているのとは雲うん泥でいの差だ。

　聞き取り調ちよう査さの続き、これから女子寮りようＡ棟に向かうのだとしても、祈は置いていくことにしよう、と佳由季が考えていると、
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「急がないから、それは別にいいわよん」

　真ま琴ことが流し目を送ってきた。

「あんたもお疲れっしょ。昼ぐらいまで休んでたらいいわ。那な岐ぎ鳥どりくんも祈いのりちゃんも。お仕事はあたしたちにお任せするがよろし」

　席を立った真琴は、観かん葉よう植物の鉢はちを避よけながら佳よし由ゆ季きの横、祈の反対側に座り込んだ。

「ねえ、その前にさぁ」

　蠱こ惑わく的てきな笑みで、

「ユキちゃん、チュウして」

　こんな時、場所で何を言い出す。佳由季はやれやれと首を振った。脈略も何もあったもんじゃない。どういう理屈で真琴がそんな要求を発するのか、さっぱり理解できない。

「人ひと目めが気になるかしらん？　シャイシャイボーイねえ。いいじゃん、見物料を取ればいいっしょ。とびっきりディープなのを見せつけてやりましょ。ね、ね？」

　吸血鬼よりタチが悪い。

　さざ波のような思し念ねんが割り込んできた。祈が微笑ほほえんでいる。目をつむったまま、祈はわずかに身じろぎした。肩から重みが退のいて、その思念も途と切ぎれる。

「……フフ。見物料はいくらですかな？　ボクが退席するかどうかはそれ次第の金次第……フフフ。袖そでの下は要相そう談だんということで……フ、フフ」

「失礼します」

　冷れい泉せんはさっさと扉とびらに向かった。ちらりと振り向き、

「本日正午までには分析結果を報告に来ます。それまでごゆっくり」

　笑わない顔で一礼してから会長室を出て行く。

　つられたように立ち上がった祈に、

「あなたは女子寮りようＢ棟に行ってちょうだい。部屋割りは正面玄関に貼はってっからさ。着替えの服とかは部屋に運び込まれているはずよ。それと那岐鳥くん、あなたの寝床は男子寮Ｃ棟のどっか。いいでしょ、ユキちゃん」

　真琴は手て際ぎわよく胸元からカードキーを取り出した。部屋番号が書かれていない。マスターキーだ。本来そんなに景気よくばらまくものじゃないんだが……と眉まゆをひそめつつ、

「ところでおまえはどうするんだ。Ａ棟を出てどこに行くつもりだ？」

「うふふ、もちろんユキちゃんとこー……と言いたいけど、もう空きがないみたいだからね。これから考えるわ」

　真琴は祈と那岐鳥にカードキーを投げ渡し、

「うふふ。お邪じや魔ま虫さんたちはどっか行ってくれるって。ささ、ねえ……？」

　うっとりした瞳ひとみがせり上がってくる。その目を見ないように、佳由季は顔を横向けた。会長室の窓から鮮あざやかな朝日が差し込んでいる。長かった夜が終わろうとしていた。夜だけが。







　その後、そそくさと退散した佳よし由ゆ季きが男子寮りようＣ棟の自室に辿たどり着いたとき、そこで展開されていたのは三人の男女による朝食シーンだった。

　テーブル上には食堂の全メニューを端からオーダーしたような和洋折せつ衷ちゆうの料理が並べられ、載のり切らなかった分は床にも溢あふれている。巨大な岡おか持もちを部屋の隅に発見し、佳由季は苦情を言う気も失った。

「待ちわびたぞ、寮りよう長ちよう殿！」

　宮みや野のが箸はしをカチカチ鳴らしながら、

「待ったほうがよかったかと思いはしたとも。まあ、思っただけだったが」

　尊大に言う宮野の両脇わきで、類るいがおどおどと、

「ああああの、ごご、ご迷めい惑わくでしたかかた……っじゃなければ、その、」

　癖くせ毛げの頭をちょこんと下げて、子犬のような目、

「朝ご飯です……」

　見れば解わかる。佳由季は視し線せんを巡めぐらせ、光こう明みよう寺じ茉ま衣い子こが無言で正座する姿を認めた。

「…………」

　茉衣子は何も見ていないような顔で、ただ箸を幼児のように握りしめている。等身大の人形のようだった。言われたからとりあえず座って箸を持っているという感じである。彼女の前にある料理は手つかずで、放っておけば最終的には宮野の胃袋に収まるだろう。

「ここで何をしているかは訊きかない」と佳由季は言った。「どうして僕の部屋にその二人がいるのかもだ。だいたい解るからな」

　ベッドに横たわりながら、

「それに今の僕は眠くてたまらない。まず眠らせてもらう。朝飯を残してもらわなくてけっこうだ。起きたときは昼だろうからな」

　目覚ましをセットして、佳由季は布団をかぶった。

「高たか崎さきさま……」

　茉衣子の声だ。

「申しわけありません、わたくし……」

「いいよ」

　何もよくはなかったが、茉衣子に対してそれ以外の言葉をかけようもなかった。

「けれども……」

　慰なぐさめの言葉も思いつかない。若わか菜ながああなって誰だれより悲しんでいるのは間違いなく茉衣子だ。何と言っても同じ部屋でずっと生活していたのだから。学園内ではたまにしか顔を合わせない自分より、共に過ごした時間は多いだろう。その時間分が落らく胆たんの差となっているのかもしれない。親しい人間と隔かく離りされるのは、それだけでも悲しいことだ。ましてや永遠に別離となると──。

　やめよう。違うことを思い出してしまう。

　佳よし由ゆ季きは布団から出した手をヒラヒラと振り、茉ま衣い子こたちに背を向けるように寝返りを打った。しばらく宮みや野のだけで団だん欒らんしているような喧けん噪そうが聞こえていたが、やがて深い闇やみの中に沈んでいく。夢は見なかったと思う。







『聞けば聞くほど奇妙な吸血鬼たちだね』

〈水星症候群メルクリウス・シンドローム〉は感じ入ったような口く調ちようで言った。

『なぜそんなややこしい形けい態たいを取らねばならなかったのか、不可解だよ。まったく吸血鬼らしくないな』

〈彼女〉は言葉を控ひかえていた。自分が考える必要はない。ありのままを忠実に伝えるだけの監かん視し装置。〈彼女〉の意い識しきにはそう刻まれている。

『それとも吸血鬼ではない……か。不死、増殖……。その辺あたりにヒントがありそうだ。そう、吸血鬼伝承を補強するのは事実ではなく、誇こ張ちようされた概がい念ねんか』

　考える間があって、

『真ま琴ことに気付かれている気け配はいは？』

「ありません」

〈彼女〉は記き憶おくを辿たどる。どの時点でも真琴が〈彼女〉を疑うような光景はなかった。

「ですが、完全にないとも言い切れません」

『だろうね。それでいいよ。あいつが感づけば、何にせよアクションを起こすだろう。こうしてキミが電話に出ているってことは、まだそこまで行ってないってことさ』

　その声を聞きながら、しかし〈彼女〉は違うことを考えていた。

　真琴に知られたらどうなる──？

　そのまま放置されることはないだろう。消されるか、二度と目覚めない眠りにつかされるか、改造されて今度は真琴側のスパイに仕立て上げられるか……。いずれにしても〈彼女〉は処理されるだろう。このまま存在し続けることはできない。

『それでは、またかける。じゃあね』

　そしてお決まりの文句を残して電話は切れる。後三十秒──。

〈彼女〉は急いで考える。

　どうしたらいいだろう。自分が生き残るには、何をすべきなのか。短時間しか浮上できない制限付きの精神。それを解放する手段はあるだろうか。永遠とは言わない。もう少しだけでいいのだ。

「ああ……」

〈彼女〉は呻うめいた。時間が切り取られる。







　鳴り出した目覚ましを二秒で黙だまらせ、佳よし由ゆ季きは身を起こした。いつまでも寝ていたいが、それではただの現実逃とう避ひだ。夢の中で現実を否定し続けていても虚むなしいだけである。状況というものは放っておけばより悪い方へ向かうという、やっかいな指向性を持っている。そう佳由季は思っている。マシな方角を向かせるには、人の手による何らかの手段が必要だ。それで余計に悪くしてしまうのも人の手だが、どうせ悪化するなら少しはあがいたほうがメンタリティとしても健けん全ぜんだろう。何ができるかはこの際目をつむる。

　開いた目に飛び込んできたのは、宮みや野のが一人でティーカップを傾けている部屋の風景だった。

「今度はどこに行くのかね？」

　茉ま衣い子こと類るいの姿は見えない。朝食の皿と岡おか持もちもなかった。それらと交代したようにテーブルと床の面積を支配しているのは、見み慣なれた筆致の字体が踊るＡ４紙の数々だ。

「寮りよう長ちよう殿の吸血鬼レポートだ。眼鏡めがねの執しつ行こう部員に頼んでコピーを取らせてもらった。いや、面おも白しろく拝読させてもらった。色々と思考を巡めぐらす余地がある」

　数時間だがよく眠れた。床に降り立った佳由季は二段ベッドを見上げ、そこで仲良く布団を共有しあっている茉衣子と類を見つけた。

「二人とも昨夜ゆうべはほとんど眠っていないに等しいからな。特に茉衣子くんだ。彼女には一刻も早く健すこやかな精神を取り戻してもらわねばならん。私が面白くない。張り合いのない彼女は単なる美しい１／１茉衣子くんフィギュアに過ぎん」

「宮野」

　佳由季は立ったままで、

「お前はどうするつもりだ。茉衣子を元通りの精神にするには、若わか菜なを元通りの存在にしなきゃならないだろう。吸血鬼をどうやって人間に戻すんだ。やり方を思いついたか？」

「ふむ」

　白衣の居い候そうろうは、ニヤリと口元を緩ゆるめた。

「漠然とではあるが、思いつきなら多少ある。吸血鬼化促進アイテム、そいつを見つけ出して粉々に砕くだいてしまえばいい。もしそのアイテムとやらが原因だったとしたら、終了条件もまたそうであろう」

　そのために来た那な岐ぎ鳥どり獅し子し丸まるは取り立てて手腕を発はつ揮きしていない。

「この学園の吸血鬼どもは滅ぼせない。寮長殿の見聞からも明らかだ。連中は不死であり、私に言わせれば時を止められている。そして仲間を増やしていくわけだが……」

　乱雑なテーブルにカップが置かれた。

「ここの吸血鬼たちの特性はあまりにも恣し意い的だ。人の血を餌えさとは思わず、増殖のためだけの吸血。休眠時の体温。浮き出す牙が痕こん……。恐ろしく作った感じがする。恐ろしいのかそうでないのかが解わからん。その得え体たいの知れなさが私などには恐ろしいが……」

　何を思ったか、宮みや野のは茉ま衣い子こに目を向けて苦笑した。

「それはそれとして、まず誰だれが最初に吸血鬼を始めたのか、それさえ解ればいいのだ。そいつが鍵かぎを持っているのは確かだとも。私の直感がそう告つげている」

　どれだけ当てになるのだ？

「それで？　解ったのか？」

　佳よし由ゆ季きは散らばったコピー用紙を指した。

「数珠じゆず繫つなぎの頂点が誰か、僕の徹てつ夜やは実りのあるものだったかどうかを教えてくれ」

「残念だが、特定には至らないようだ。こうも曖あい昧まい模も糊ことしたデータだけではな。寮りよう長ちよう殿、キミの責任ではなかろう。吸血鬼どもの証言が不正確すぎるのだよ」

　嬉うれしくない報告だったが予想はしていた。実際、話を聞いた吸血鬼たちは時間の概がい念ねんを失ったかのように振る舞まっていたし、誰に血を吸われたかも明快に記き憶おくしている者は稀まれだった。思い出せないのではなく、ほとんど個々の判別が出来ていないようにも思える。

「Ａ棟にも行かないといけないな」

　その前に会長室だ。祈いのりと那な岐ぎ鳥どりと合流しよう。もしかしたら冷れい泉せんが宮野以上の分析能力を行使しているかもしれない。真ま琴ことが使うくらいだから奴やつにもそれなりの能力があるだろう。

　かすかな期待を胸に、佳由季は扉とびらを開いた。







　会長室では、祈がすでにソファについていた。倒れ込んで横に寝ている姿勢が奇異だったが、まあいいだろう。那岐鳥がいないが、それもまだいい。佳由季が妙な顔つきを作ったのは、なぜか冷泉が会長席についていたからだ。

「残念な報告をしなくてはなりません」

　レンズの向こうで冷静な目が佳由季の足元を向いている。

「僕のレポートがデータ不足ってのなら別の奴やつから聞いたよ」

「それもありますが、もっと残念なことです」

　佳由季は祈を見た。くったりとして目を閉じているのはなぜかと考え始めていると、

「彼女にはあなたが来る前に告げておいたのですが」

　冷泉は戸板のように平坦な声で、

「真琴さんが吸血鬼になりました」

　面おも白しろくも何ともない冗じよう談だんだ。佳由季もまた無表情と化す。

「事実です。本人からそう言われましたから」

「いつだ」

　こんな質問ばかりを僕はしているな。佳よし由ゆ季きは口中に苦にがみを感じた。

「一時間ほど前のことです。隣となりの会かい議ぎ室で僕はあなたのレポートを整理、分析していました。そこに真ま琴ことさんが来て──」

　自分が吸血鬼化したことを宣言したのだと言う。証しよう拠こも見せた。首に残る傷跡と、冷たい身体からだ、動きを止めた心しん臓ぞう……。

「Ａ棟の誰だれかだと言われました」

　昼夜を問わない一派だ。日ひ世よ子このように屋内限定でもない。陽光の下でも自由に活動できる第三段階の吸血鬼。

「なぜだ」

　冷れい泉せんは面おもてを上げた。初めて目があったように思う。

「解わかりません。理由は教えてくれませんでした」

　意味が解らない。そんなことを信じられるか？　真琴が吸血鬼に、だと？

「僕があなたに噓うそを言っても始まりません。真琴さんから僕は生徒自治会会長代理補という役やく職しよくを言い渡されました。あなたには、これを」

　冷泉が差し出した一枚の便びん箋せん、見覚えのある筆致と字体は偽造のものとは思えない、真琴の乱暴な手書きだった。

『愛するユキちゃんへ。あなたがこれを読む頃ころ、あたしは吸血鬼に……って、なってから書いてるんだけどね。まあ、そういうこと。あたしはＡ棟に住むわ。やっぱ自分の部屋が最高。じゃあね、またそのうち。うぇるかむはっぴー』

「…………」

「報告すべきことがもう一つあります。こちらが残念なのかどうかは解りませんが」

　佳由季は溜ため息いきをついて、

「何だ」

「那な岐ぎ鳥どり獅し子し丸まるが姿を消しました」

　もはや開き直るしかない。

「どこにだ」

「学外には出ていないと思われます。セキュリティに引っかかっていませんので。学内のどこかに身を潜ひそめているのではないかと」

「身をくらませたと、どうして解ったんだよ」

「監かん視し任務に就ついていた保安部員からの報告です。見失ったと」

　そんな者をつけていたとは、佳由季には初耳だ。

「真琴さんは必要ないとおっしゃりましたが。僕が個人的に依頼していたのです。こう言っては何ですが、彼にはどこかしら怪あやしい雰囲気があったもので」

　まったく同意見だが、今は那な岐ぎ鳥どりの行方ゆくえを気にしていてもしょうがない。

「どうなる？」

　どうやったら解決するんだ。増え続ける吸血鬼たちを見過ごし続けるしか手はないのか？　真ま琴ことは何を考えていたんだ。

　佳よし由ゆ季きはうそ寒く感じる。まさか最初から真琴はこれを狙ねらっていたのか。もし真琴が自ら吸血鬼となることを望んだのだとしたら、今の女子Ａ棟にいる連中は理想的な奴やつらだろう。時間帯を選えらばず行動できる。その誰だれかに血を吸われればいい。そいつの特性は真琴に受け継つがれる。真琴ならそれ以上の吸血鬼となるかもしれなかった。動機はただ一つ──。

　あいつはテレパスであることにうんざりしてるようだった。常に誰かの思し念ねんを受けていなければならないオープンな状況に終止符を打ちたいと考えたのか。なぜ待てなかった？　ＥＭＰ能力はそのうち失うせる。何年も後の話ではないはずなのに。

　ここを吸血鬼の楽園にするつもりか。

「真琴はお前を嚙かんだりしなかったのか？」

　制服をきちんと着こなしている冷れい泉せんの首はワイシャツの襟えりに隠かくれている。真琴から会長机を譲ゆずられた執しつ行こう部員は、

「残念ながら、僕を仲間にしようとはしてくれませんでしたね。おかげで雑事処理の任を引き受けることになってしまいました。しかしそれも時間の問題かもしれません」

　指を組み合わせる姿が、かつて実体を持っていた頃ころの日ひ比び木きのようだった。

「今のところ、何一つとして手がかりはありません。真琴さんが吸血鬼となってしまい、那岐鳥獅し子し丸まるが行方不明の今や、まったくどうすることも──」













○〈アスタリスク〉・９







　介入する。

　実行。




　終了。













○九章・Ｂ







「失礼」

　冷れい泉せんは瞬まばたきして口を閉ざした。忘れていたことを突然思い出したような顔をしている。佳よし由ゆ季きが何だと尋たずねようとした刹せつ那な、

「──実は気になることが一つあります。手がかりと言えるかどうかは解わかりませんが」

　冷泉は卓上のコンピュータを指で示した。

「第二ＥＭＰに、暗号コード〈メトセラ〉なる何かが搬はん入にゆうされた記き録ろくがあります。六年前です。おそらく、那な岐ぎ鳥どり獅し子し丸まるの言う、呪のろいのアイテムに該がい当とうするのではないかと思います」

　メトセラ。どこかで聞き囓かじったような気がする。

「聖書に登場する長命な人物の固有名詞ですが、今では長命種の代名詞になっている感がありますね」

「その〈メトセラ〉がどうかしたのか？　そいつが吸血鬼現象の元だとどうして解る？」

「持ち出されています。第二ＥＭＰから、十日前に」

　佳よし由ゆ季きは冷れい泉せんを見て、冷泉はモニタを見つめている。

「トップシークレットクラスです。第二ＥＭＰのサーバーに痕こん跡せきだけが残っていました。ああ、僕が発見したのではありません。言い遅れました。日ひ比び木き会長のサイバーハッキングでしょう。僕が発見したのは、会長が残したそのデータです」

　もともと存在感のなかった生徒自治会長は、春はる奈なの一件があって以来、ますます登場回数を減らしていた。真ま琴ことの頭を借りるような形でしか意志を表現することができない、というところまでは佳由季も知っている。真琴によればそうやって意い識しき化かする機会もそうそうないそうで、そのうち完全に消え去ってしまうのかもしれない。では今はどこでどうしている？　真琴が吸血鬼化したという、この今の学園では？

　次の宿主はこいつか？

　そう冷泉に尋たずねると、返ってきた答えはノーだった。

「会長の声を聞けるほどの能力は僕にはありません。テレパスでもないですしね」

　薄うすい笑みは自じ嘲ちように彩いろどられていた。

「あまり人に言いたいとは思わない能力なのです。たいていの人に笑われるので。きっと、あなたも笑うでしょう。それに僕の能力なんてどうでもいいことです。僕は生徒自治会執しつ行こう部の一役員で、事務処理能力だけは人並み以上に持っている。それだけのことです」

　話を戻しましょう、と言って冷泉は無表情に戻った。

「問題があります。この〈メトセラ〉がどのような効力を発はつ揮きするアイテムなのか、どんな形をしているのかが解わかりません。第二に問い合わせるわけにもいきませんので」

「なぜさ。兄弟校なんだから、訊きいてみりゃいいだろ。自治会同士じゃなくても交流はあるはずだ」

「こちらが知っているということを、知られてはなりません」

「何のことだ」

「日比木会長が第二や第一の情報を自在にかすめ取れる、という情報を教えるわけにはいかない。これが一つ」

「何のための隠いん匿とくだ。他ほかのＥＭＰ学園と戦争でもする気か？」

「そうならないという可能性はゼロではありません」

「学生の分際で戦争なんかして、誰だれが得するんだ？」

「その行為によって益を得ようとする人々でしょう。ＥＭＰ能力には使い道がたくさんあります。たとえば真琴さんです。もし彼女が刑事にでもなれば、どんな犯人でも自供を始めますよ。真琴さんに隠かくし事はできないし、黙もく秘ひしようとしても精神操そう作さされて勝手に喋しやべらされるでしょうからね」

　佳由季の目を見ようとせずに、

「もう一つの理由。もしこれが第二ＥＭＰの仕組んだ事件なのだとしたら、尋ねたところで無む駄だに終わります。かえって事じ態たいが悪化しないとも限らない」

　しかし──。佳よし由ゆ季きは信じがたい。

「那な岐ぎ鳥どり獅し子し丸まるが第三に来たのは、吸血鬼騒そう動どうが始まってからだろ。それで真ま琴ことが呼んだんじゃないか。獅子丸が吸血鬼化する呪のろいアイテムを持ってきたという仮定には無理がある。時系列が合わない」

　冷れい泉せんは眼鏡めがねのツルを押さえて耳を傾けている。

「それとも那岐鳥は事件以前から第三ＥＭＰにやって来てたのか？　なんだか知らないが、わざわざ災さい厄やくを振りまくために？」

「あり得ませんね」

　会長代理補という奇怪な肩書きの一年は首を振った。

「その仮定を正しいものだとしたら、真琴さんには最初から事件の真相がわかっていたことになります。あなたもご存じでしょう。彼女には何一つ隠かくし事はできません。那岐鳥獅子丸の思おも惑わくなど、真琴さんにとっては秘密でも何でもない。このような事態に陥おちいる前に対処する方法はいくらでもあります」

「じゃあどうしてあいつは吸血鬼になったんだ」

「不意をつかれたのでしょう。真琴さんはトリプルＡ級のテレパスです。そして吸血鬼は精神を持っていない。彼女にとって精神波を持たない人間などあり得ませんから、うっかり接近を許してしまったことは充分に考えられることです。それが彼女の弱点だったのかもしれませんね。精神波がないゆえに、吸血鬼は彼女に気け取どられることなく襲おそうことが可能だったのです」

　皮肉だな。生者に対して無敵を誇る真琴の弱点が、あらゆる意い識しきをなくした死者モドキだったのだから。

「第二ＥＭＰにはどう言ってるんだ。那岐鳥を呼んだのが真琴なら、向こうも少しは興きよう味みを持っているだろう」

「詳細を伝えてはいません。那岐鳥獅子丸はあちらの自治会に現状報告しているでしょうが、限られた情報に留とどまっています。今のところ、第二ＥＭＰに目立った動きはありません」

　あってもらっては困るな。佳由季が思い出していたのは、夏に出会った似合いの男女ペアだった。ロクに話もせずに別れたが、あの二人のほうが自分を含めた第三ＥＭＰの誰だれよりも真っ当に生きているような印象を受けていた。普通に活かつ躍やくしそうなコンビだ。第三にはイレギュラーな精神の持ち主がこぞって集められている疑いすらある。

「じっとしているだけじゃ打開案は思いつきそうにないな」

　佳由季は冷泉を見み据すえながら、

「真琴に直で聞きに行く。事と次第によっては──」

　どうするか。何をしてやれば、あの女は白旗を揚あげるだろうか。

「歩きながら考えるさ」

　捨すて鉢ばちに呟つぶやいて、佳よし由ゆ季きは会長室を飛び出した。







　彼女が駆かけ込む先は女子トイレしかなかった。

　個室の中で、〈彼女〉は電話が話す声を聞く。

『真ま琴ことが吸血鬼に？』

〈水星症候群メルクリウス・シンドローム〉が驚おどろいている。〈彼女〉が初めて聞く音おん調ちようだった。

「はい。校内で噂うわさになっています」

『確かかい？　とても信じられないな。まさか、あいつがね』

「人づてに聞いただけですから、まだ確実とは……」

　言いながら、〈彼女〉は不ふ思し議ぎな感情が意い識しきに芽め生ばえるのを覚えた。

　──なんだろう？

『それが確かなら……。そうだね、貴重な情報だ。検証する価値はある』

　考えているような沈ちん黙もくがあり、

『解わかった。ありがとう、キミには感かん謝しやするよ』

「はい……」

〈彼女〉は道具だ。生みの親に使し役えきするのは当然のことだった。目を閉じて次の言葉を待つ。

『キミまで吸血鬼にならないように注意してくれ……ってキミに言っても無む駄だだな。その身体からだの持ち主が連中に近づかないことを祈るよ』

　──……。

〈彼女〉は答えられなかった。

　そして、いつもの文句を唱えて電話は切れた。

　──それが答えだ。

〈彼女〉は愕がく然ぜんと立ちつくし、何度もその言葉を繰くり返していた。

　──吸血鬼にならないように。

　刻々と時間が迫る中、〈彼女〉の頭に木こ霊だましているのはその思いだけだった。

　──では逆に、吸血鬼になってしまったら……？

　永遠が手に入る。

　電話を握る手が小刻みに震ふるえている。そうだ。自分がそのまま吸血鬼になってしまえば、

　──わたしは消えなくてもよい……。

〈水星症候群〉の電話の度たびに呼び出され、電話の度ごとにしか呼び出されない。そんな微弱な立場から逃のがれ得る。〈彼女〉の意識こそが、この身体の本体となる。

　──本当に？

　消え失うせる瞬しゆん間かんまで、〈彼女〉はじっと考え続けていた。







　何だろう。身体からだがふわふわしている。それにどこだろう。自分の居場所がわからない。

　宮みや野のの白い長衣がはためいている。茉ま衣い子この前にいるのは班長だけ、他ほかには誰だれもいない。

「茉衣子くん、いま私はあえてキミに言わねばならん」

　何をですか。

「さらば、と」

　茉衣子の鼓動が不整脈のように乱れた。また、来た。あれだ。悪い予感。今まで確実に的中してきた、絶望の前兆だ。

　班長……あなたは……。

「キミの考えているとおりだ」

　宮野は身をまとう白衣を脱ごうとしていた。茉衣子は後ずさりながら呻うめく。

　なんてこと……。

「ああ、心配は無用に願おう。キミを襲おそうつもりはない」

　唇くちびるを歪ゆがめて微笑ほほえんだ宮野の口元から、長い二つの乱らん喰ぐい歯ばがのぞいた。

「私は死者の気分を味わってみたかっただけだ。もちろん、吸血の欲求は存在する。しかし自制心もまた私にはあるのだ」

　白衣が脱ぎ捨てられる。宙を舞まった白い衣類が茉衣子の視界から消えたとき、宮野の姿もまたそこから消えていた。

　どこ……。どこに行ったのです。

「班長っ」

　自分の声が茉衣子の目ま蓋ぶたを開かせた。

「……うう？」

　天てん井じようが近い。自分の部屋ではないが、ほとんど同じ作りで、でもベッドのシーツからほのかに立ち昇る香かおりに違和感があって、何かというとそれは宮野の香りで……。

　茉衣子は鉛のように重い身体を起こした。二段ベッドの上に彼女はいた。

「お目覚めかね」

　宮野がいた。こちらは部屋の真ん中に胡座あぐらをかいて、カップラーメンを貪むさぼるように喰くっている。

「よい夢に出会えたかな？　ところで何だろう、寝言で私の名を呼んではいなかっただろうか。すこぶる興きよう味み深ぶかい。どうかね、私は夢占いにも一家言あるのだが」

　思わず茉衣子は叫んだ。

「なんて夢を！」

　茉衣子は目め尻じりを拭ぬぐいながら、

「わたくしともあろう者が、こんな薄うす汚ぎたない夢を見るなんて！」

　宮みや野のは口の端に垂たれていた麵めんを啜すすり込んで、

「まことによい夢だったようだな。キミに叫ぶだけの余裕を与えたのだから。元気の源を是ぜ非ひ知りたいものだ」

「もう忘れました」

　茉ま衣い子こはハシゴに足をかけ、それから室内に目を走らせた。

「類るいさんは？」

「あの猫娘なら食堂まで昼食を取りに行った。心配ない、隣となり近所の男を引っ張り出して同行するよう念押ししてやったからな。お守もり代わりににはなるであろう」

　数人の男子生徒に囲まれてフラフラ歩いてる類の姿を思い浮かべ、茉衣子は彼女のために溜ため息いきをついてやった。

「キミもどうだ？」

　宮野は傍かたわらで山をなしているインスタント食品を指差した。

「デリバリーが待ちきれんというのなら、寮長が小こ賢ざかしくも隠かくしておった非常食が役に立つぞ」

　ふう、と息を吐き、茉衣子は宮野の前に腰を落とした。

　食欲はないつもりだったが、こうも美う味まそうにラーメンを食べる姿を見せつけられては、彼女の胃だけは素直にならざるを得なかった。

　まあ、めったに口にする物ではありませんし……。

　宮野が投げたカップラーメンを受け止めて、茉衣子が説明書きを読み始めたちょうどその時、

　ドアがノックされた。

　これほど弱々しく自信なげなノックが打てるのは蒼あおノ木き類以外になく、茉衣子が開いてやったドアの向こうで、岡おか持もちを重そうに提さげていたのは予想に違たがわず背の低い癖くせ毛げ少女だった。

　類は同行していた男子生徒たちにペコペコ頭を下げており、彼らが一様に満まん更ざらでもなさそうな朗ほがららかな笑みを浮かべつつ、それぞれの部屋へと向かうのを見て茉衣子はなんとはなしにシャクに障さわるものを感じる。

「類さん、お入りを」

「ははっはいっ。えー……」

　類はよろよろと室内に進み、岡持を注意深く置くと、深呼吸をした。

「どうしました？」

「あの、あのですね……そのう」

　言いにくそうに類は口をもごもごさせていたが、茉衣子の柳りゆう眉びがぴくりと動くのを見て決心が付いたか、震ふるえがちの唇くちびるをようやく開いた。

「真ま琴ことさんが──」







　春と秋の一時期、一年に各二回だけ訪れるちょうどよい陽ひ加減だった。山中ということもあって夜ともなると意外なほど冷え込むが、太陽が南なん天てんにある昼過ぎの気候は絶妙で、暑くもなく寒くもなく、過ごしやすさ抜群である。

　しかし、佳よし由ゆ季きが女子寮りようＡ棟の前に到着したとき、彼の身体からだはうっすらと汗ばんでいた。

　昨日の今日どころじゃない。佳由季が眠り込んでいたたったの数時間、そのわずかな時の間に──。

　真ま琴ことが吸血鬼になった──だと？

　冷れい泉せんが言ったように不意を喰くらってなっちまったとは思いがたい。佳由季の知る縞しま瀬せ真琴はそれほど迂う闊かつな奴やつではないはずだ。何が起ころうと最後まで余裕な顔をしているに違いない人間を二人ほど知っている。一人は彼の部屋の白衣の居い候そうろうで、もう一人が性しよう根ねの歪ゆがんだセクハラテレパスだ。この二人だけは、たとえ明日で世界が滅亡しようとどんな形であれ笑みを浮かべているはずなのだ。誰だれだってそう思う。

　Ａ棟、人ひと気けの感じられない建物を見上げて佳由季は昨夜ゆうべを思い出した。

　特に茉ま衣い子こ、彼女は真琴を信頼している。頼り切っていると言ってもいい。何かあれば会長室に足が向くのは佳由季も茉衣子も同じだった。

　そして若わか菜な、彼の妹もこの寮にいる。ふさぎきっていない首の嚙かみ傷が痛み出す。あいつはまだ眠っているだろうか。

　決然と玄関に向かいかけた佳由季を、横から誰何すいかの声が止めた。

「そっから先は立ち入り禁止だ」

　保安部の男子が二人、木こ陰かげの袖そでから姿を現した。のっそりと近寄るのは佳由季とはあまり接点のない同学年で、

「よう高たか崎さき。何の用があるのか知らないが、あんただけは入れるなとの会長代理のお達しだ。素直に回れ右してくれ」

　その傍かたわらでゆらゆら歩いてくるのが確か一年生の追跡班員。

「そうですそうです。我らの頭領、真琴さんの命令なんですよ。たとえあなたが真琴さんの恋人だろうが何だろうが、今はダメなのですね？」

　何言ってやがる。佳由季は二人組の保安部員を睨ねめつけた。

「意味が解わからないな。僕だけは──ってどういうことだ。逆だろう。僕だけは吸血鬼にならない。だったら僕だけは入ってもかまわないはずだ」

「そうだ」

　ブレザーを着崩くずしている二年は首しゆ肯こうし、

「だからだ」

　と言って口をつぐんだ。一年生がフォロー、

「説明不足ですよ。それじゃあ解わかんないですね？」

　茫ぼう洋ようとした風ふう貌ぼうの少年は佳よし由ゆ季きに、

「女子寮りようＡ棟は吸血鬼専用になったんですよ。知りません？」

「知ってるさ。真ま琴ことから聞いた」

「ですから、そういうことなんです。Ａ棟は吸血鬼化した生徒、でなければ吸血鬼になりたいと思ってやってくる生徒しか立ち入れません。理解できましたか？」

　もっと解らない。こいつらがＤ棟同様、吸血鬼寮棟となったＡ棟の監かん視し任務についているのは解る話だ。そうやって吸血鬼たちの出入りを監視しているんだろう。ほいほいと吸血鬼が日中の校舎に繰くり出すのを座視していれば、被害は増える一方だから。だが、

「吸血鬼になりたいと思ってやってくる生徒を、どうして止めない？」

　佳由季は訊きき、一年が答えた。

「仲間を増やすのは当然のことです。違います？」

　それは吸血鬼の理屈だろう──と言いかけたセリフが閉じた口こう蓋がいに当たって喉のどの奥へと消えた。じわりと重たい感覚が首の後ろにわだかまる。また傷が痛み出した。

　二人組の保安部員は顔を見合わせて肩をすくめ、揃そろってネクタイを緩ゆるめた。襟えりをずり落として頸けい部ぶを露ろ出しゆつさせた。

「こういうことです。さすがに理解しましたね？」

　二つの刺し傷は人外の証あかしだった。昼歩く吸血鬼がここに二人。しかも──。

「高たか崎さき、教えておこう」と言ったのは二年のほうだ。「保安部員のほとんどはもう、俺おれたちと同じだ。見かけても近寄らんことだな。まあ、お前には関係ない」

　くそ。佳由季は地面を蹴けり上げた。

「真琴か。お前たちは自分の意志で吸血鬼になったんじゃないな。真琴にやられたのか」

　保安部一年はタイを元に戻しながら、

「ある意味では。……いやあ、さてどうでしょうね？」

　あやふやに笑う。

　佳由季は素す早ばやく視し線せんを両脇わきに飛ばした。Ａ棟の周囲に潜ひそんでいた保安部員はこいつらだけではないはずだ。

「…………」

　紅こう葉ようしかけた木々の下で、あるいはＡ棟の壁かべにもたれるようにして、そこかしこにいた生徒たち数人が、佳由季に向けて他た人にん行ぎよう儀ぎな挨あい拶さつのように手を振った。そしてもう一人──。

「……あのバカ野郎」

　最上階、真琴の部屋の窓でカーテンが揺ゆらいだ。長い髪を後ろでくくった髪型、小さく見える人ひと影かげもまた、佳由季に手を振っていた。こちらは別れを告つげるように。













○十章・Ａ







　陽ひが落ちようとしている。

　佳よし由ゆ季きは会長室の窓からマゼンタ色の光源を眺めていた。せめてもの救いだった太陽は、助力を放ほう棄きしたまま、いそいそと退場に熱意を傾けているようだった。

　何をなすこともなく時間は経過し、これでは吸血鬼の繁はん栄えいは約束されたも同じだった。無む駄だに消えた時間を戻すことはできない。いっそ吸血鬼を除く全生徒を一時的に実家に戻そうかとも考えたが、冷れい泉せんが反対した。

「抜ぬき水みず優ゆう弥やを覚えていますか？」

「当たり前だ」

　会長室にいるのは他ほかには祈いのりだけだ。起き上がるまでに回復したものの、床に落とされた視し線せんには力強さは皆かい無むと言えた。佳由季の隣となりに腰掛け、手首にそっと手を触れている。感じられるのは戸と惑まどいと寂せき寥りようの感情だ。いわく、

《わたしは取り残されてしまいました》

　冷れい泉せんは習しゆう慣かんとなっている仕し草ぐさで眼鏡めがねのズレをこまめに修正しながら、

「その抜ぬき水みず優ゆう弥やが、第三ＥＭＰに何らかの思おも惑わくを持って接近しようとしていることは、すでに解わかっています。現在、その準備段階にあるということもです」

「あいつは何がしたいんだ」

「知りません。しかし真ま琴ことさんの話では、彼は一時帰省中の我が校生徒たちの数人に接触していたフシがあるらしい。らしい、というのはどの生徒たちもそんな記き憶おくを持っていないからですが」

　記憶操そう作さだ。真琴ならできるだろう。そしてその兄にも。

「ひょっとしたら抜水優弥と彼が率ひきいるイリーガルＥＭＰ集団が、近々第三ＥＭＰに対して大規模攻勢をしかける下準備ではないかと真琴さんは疑っていました」

　佳よし由ゆ季きは優弥からあった電話の言葉を思い返した。真琴と日ひ比び木きによるセキュリティ強化──。そのせいで奴やつは以前の神しん出しゆつ鬼き没ぼつな登場を封じられている……。

「真琴さんが言うには」と冷泉は言った。「学園外に出た生徒たちに接触した抜水優弥は、彼らに何らかの処置を施ほどこして、いざというときのスパイに仕立て上げているのではないか、という疑ぎ惑わくがあるそうです」

　奴のやりそうなことだったが、

「どんな処置だ。催さい眠みん術じゆつでもかけるのか」

「スパイウェア、と真琴さんは呼びましたが、似たようなものです。生徒本来の人格とは異なる、別の人格を植え付けられるのだと。いわば二重人格です。その両方に強い暗示をかけ、模造した人格のほうは通常眠らせておく。そして本来の人格には強制的に人格交代するようなキーワードないし、きっかけを刻み込むのです」

「どんなキーワードだ」

「解りませんし、たとえ解ったとしても無む駄だなんだそうです。抜水優弥の設定した条件は、彼にしか満たせない──。キーワードなんだとしても、声こわ色いろ、抑よく揚よう、音階によって違う──という話です」

「誰だれがスパイ人格を持ったとしても、真琴なら軽々と特定できるんじゃないか？　その人格を解除することだってやれそうだ」

　冷泉はかぶりを振った。

「それには抜水優弥の設定した解除コードが必要で、いかな真琴さんでも自分と同程度クラスの感応力を持つ能力者がそれをしたなら、自力のみで一人を解放するだけでもデコードに膨ぼう大だいな時間がかかる──とのことでした」

　佳由季は嘆息した。真琴と優弥。どちらが上等なのかは知りやしない。思い出すのは春頃ごろ、校舎を半はん壊かいさせたこの世ならざる火炎の揺ゆらめきだ。

「待てよ」

　身を乗り出して、

「この吸血鬼騒さわぎも優ゆう弥やの仕し業わざか。真ま琴ことと保安部がああなっちまったということは、ＥＭＰ能力も消えたんだろう？　第三を攻こう撃げきするにしても乗っ取りを謀はかるとしても、今なら簡かん単たんだ」

「違います」

　やけにはっきりと、冷れい泉せんは告つげた。

「吸血鬼と抜ぬき水みず優弥は無関係です」

「なぜ解わかる」

　冷泉は眼鏡めがねから手を放し、きっぱりと言い切った。

「真琴さんがそう言いましたから」

　こいつ──。

　佳よし由ゆ季きが不意に感じたのは、言葉に出来ないような微細な引っかかりだ。

　冷泉の言っていることは本当か？

　何かがおかしい。齟そ齬ごがどこかにある。

　消えた那な岐ぎ鳥どり。吸血鬼の真琴。宮みや野のの吸血鬼論。体温を保つ死体。不死。止まった時間。呪のろい。抜水優弥。スパイウェア……。

　どこかに間違いがある。だが、どれだ？

　佳由季は我知らず、祈いのりの手を強く握っていた。







『どうやら本当のようだね』

〈水星症候群メルクリウス・シンドローム〉の声は不ふ思し議ぎな響ひびきをしている。

『真琴が吸血鬼か。それも面おも白しろいアクシデントだ。またとない機会だね』

〈彼女〉は黙だまって聞いている。

『それに不死を呼ぶ謎なぞのアイテムにも興きよう味みを惹ひかれるね。〈メトセラ〉だって？　聞いたことないな。第二ＥＭＰは僕の管かん轄かつ外だったな。これからはそちらにも目を向けたほうがいいかもしれない』

　独ひとり言だ。〈彼女〉は何も言えない。見聞きした情報を伝える以外、何かを考えることもなかった。それが少し残念だ。この身体からだの真の人格は、様さま々ざまな体たい験けんをしている。その記き憶おくが〈彼女〉にはどこか懐なつかしさと郷きよう愁しゆうを感じさせた。

　──生まれた家なんかないのに。

　何だろう。ないはずの記憶が既き視し感かんを訴えている。

『そろそろ僕も積極的に動くべきだな』

　電話の声が普ふ段だんの調子に戻った。

『でももう一段階あるはずだ。そこにはまだまだ厄やつ介かいな人たちがいるからね。さて、白衣のお方はどう動くかな？』

　一人きりの部屋で〈彼女〉は眼下の風景を見つめていた。昨日までの自室ではない。彼女のいた寮りようは吸血鬼に接収された。だから、この風景も見み慣なれたものではないはずだ。

　──なのに、なぜ。

　遠い昔、わたしはここに立っていたことがある。今と同じように、電話に耳を傾けながら……。

　思い出せない記き憶おく。〈水星症候群メルクリウス・シンドローム〉が電話を切り、消失を待つ間中、〈彼女〉は窓の外から視し線せんを動かさなかった。







　そして第三ＥＭＰの陽ひは沈み、星の降る夜が来る。







　男子寮Ｃ棟に戻った佳よし由ゆ季きが自室で見たものは、壁かべ際ぎわで倒れ伏す黒衣の娘とその従者のような癖くせ毛げ頭、テーブルで一人晩ばん餐さん会かいをしている白衣の居い候そうろうである。

「どこまで話は進んだかね」

　宮みや野のはコロッケカレーをぐちゃぐちゃとかき混ぜながら、

「会長代理が吸血鬼化したところまでは聞いた。保安部がほぼ総出でアッチの世界に行ってしまったこともな。それから？」

「あとは那な岐ぎ鳥どりが消えたくらいだな」

　答えつつ佳由季は腰を下ろした。部屋の隅で転がっている茉ま衣い子こを見る。類るいがぴょこりとお辞じ儀ぎをした。

「縞しま瀬せ真ま琴ことの吸血鬼化を聞いてこうなったのだ。茉衣子くんは現在、現実逃とう避ひに懸けん命めいになっておる。まあ、無理はない。彼女にとってあの会長代理は一種の聖域であったろうからな。裏切られた気分になっておるのだよ」

　ぐにゃりと唇くちびるを左右で逆に動かし、

「しかし、なるほどだ。第二から来た客人、那岐鳥獅し子し丸まるとやらが潜せん伏ぷくしただと？　エスケープではなく、敷しき地ち内のどこかにか。ははあ」

　しきりに顎あごを撫なでている。

　ついでだ、佳由季は冷れい泉せんとの対話内容をかいつまんで教えてやった。認めたくはない。しかし、こうなっては宮野のデタラメぶりにチップを賭かけるしかないだろう。他ほかに頼れそうな生徒は、すでにこの学園にはいない。

　うむうむと首を上下させつつ聞き終えた宮野は、スプーンを食い残しのカレーに刺すと、

「茉衣子くん、起きたまえ」

　黒衣の肩が小さく動く……だけで反応は終わった。

「遅ればせながら見えてきたものがある。事件を解とく鍵かぎだ。やっと全ぜん貌ぼうが見えてきたぞ」

「…………」

　茉ま衣い子こはふらりと両手をつき、垂たれる長い髪の間から胡う乱ろんな瞳ひとみを見せた。

「……ほんとう？」

「そうとも。私を信用することはない。だが信頼はしてくれたまえ。どこがどう違うかは辞書を引いて調しらべるがよかろう。後でな」

　茉衣子は問いかけるような顔を佳よし由ゆ季きに向ける。さあな……。話だけでも聞いたらいいんじゃないか？

　表情で答えてやる。茉衣子はゆっくりと居い住ずまいを正し、乱れている髪をうつむいて撫なでつけた。

「おっしゃってください。班長……。何がどうなっているのです。高たか崎さきさま、真ま琴ことさんはどうして……」

　その声を遮さえぎるように、

「電話を貸してくれたまえ」

　宮みや野のが掌てのひらを上向けている。茉衣子の肩がピクリと震ふるえ、

「部屋に忘れてきました。持っておりませんわ」

　佳由季は無言でいるだけ。空気を読みとったのか、正座のままぴょんと飛び上がった類るいが、

「ああっあたしのでよければ……」

　慌あわてがちの手でお手玉しながら携帯電話を取り出した。

「うむ」

　尊大に受け取った宮野は、素す早ばやくナンバーボタンをプッシュし、

「茉衣子くん。キミが応答したまえ」

「なぜでしょう」

「事件解決のためだ。キミの力が必要なのだよ。伏して請こおう。私では即座に切られてしまう確率が高い」

　誰だれにかけようとしてるんだ？　佳由季が見ている中、宮野は手早くナンバーボタンをプッシュして、そのまま茉衣子に手渡すかと思っていると、ハンズフリーモードにしてテーブルに置いた。

　類は息を止めて自分の電話を見つめ、茉衣子はまだ胡乱な瞳をしている。電話が呼び出し音を鳴らすだけの、数秒間の沈ちん黙もく──。

『もしもーし』

　若い男の声が出た。

『誰だよ？』

　茉ま衣い子こが意表をつかれたように口を開いた。

「わたくしですが……。その声は、もしかして、蜩ひぐらしさん？」

『おう？』

　途と端たんに慌あわてたような口く調ちように切り替わる。何やらバタバタとした雰囲気がスピーカーから伝わってくる。

『おめえ、まさか……。第三の高たか飛び車しや女か？』

「光こう明みよう寺じです」

　条件反射的なセリフを息とともに吐きながら、茉衣子は宮みや野のを見み据すえる。

『なんだ？　どういうこった。番号を変え──いや、何でもねえ。用は何だ、早く言え』

「あいかわらず、せっかちですこと」

　茉衣子は皮肉な声で言う。さっきまでの死に体状じよう態たいが軽度の驚きよう愕がくによって一いつ時とき緩かん和わされているのだろう、と考えながら佳よし由ゆ季きも首をひねっていた。蜩……。夏に出くわした第二の保安部員だ。昨日、名前が出たばかりだから思い出しやすい。

　宮野がニヤニヤしながら割り込んだ。

「用があったのは茉衣子くんではない。私だよ、蜩篤あつ史し少年」

『……てめえかこん畜生！　イタ電か、こりゃ。くそっ、切るぞバカ』

「待ちたまえ。教えて欲しいことがあるのだよ。私のこの頼みを聞いてくれたなら、次の学園祭にキミを我が校に招待した上、メイド衣い装しように身を包んだ茉衣子くんが至れり尽くせりのあれやこれやを──」

「しません！」

「と彼女は言っておるが、実はけっこう乗り気なのだ。まあ子し細さいは今後の交渉次第と言うことで、それはともかく私の質問に答えてくれたまえ」

　しばらく黙だまっていた電話相手は、

『……何なんだ、まったく。ただし三秒内で言えよ』

「那な岐ぎ鳥どり獅し子し丸まるについて聞きたい」

『あー？　今ここにはいねえ。つうかよ、あいつなら第三に行ってんじゃねえのか？』

「来ているような、そうでないようなだな」

　宮野は満足そうに、

「それでだ、蜩くん。彼は、いつ、そっちを発たったのかね。重要な質問なので正確に頼む」

　いつ、だと？　佳由季は動きを止めて聞き入った。

　生徒の死体化が最初に発見されたのは一昨日おとといの朝だ。真ま琴ことが第二ＥＭＰに『呪のろいの専門家』を要よう請せいしたのもその日。そして昨日、佳由季は那岐鳥と引き合わされた。

　那岐鳥が母校を出発したのは、二日前の午後から昨日の朝方のはず──。

『なんでそんなことを聞きたがるのか解わかんねえな。……ああ、よく覚えているとも。なぜなら、俺おれはあいつと同部屋だからだ。おかげでせいせいしている』

　蜩ひぐらしは憎々しげに前置きして、次のように答えた。

『ちょうど十日前だ。カレンダーに丸までつけてやがる。間違いねえ』







「やはりな」

　宮みや野ののうなずきを、茉ま衣い子こは呆ぼう然ぜんと見ながら、

「うそ」

『何が噓うそなもんか。そっちが呼んだんじゃねえのか？　あの野郎、めちゃめちゃ嬉うれしそうに出かけてったぜ。あれだろ？　おめえらじゃデスペル不能の呪じゆ想そう具ぐが出たんだろ？　はん、いい気味だぜ』

「やめてください！」

　茉衣子は電話に詰め寄って怒りのオーラを吹き出した。

「全然いい気味じゃありません！　それ以上おっしゃると、わたくし……！」

　後は言葉にならない。

「蜩少年」

　宮野はさっと電話を取り上げ、
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「こちらの事情をそちらはどの程度把握しておるのか？　キミはどうだ。第三ＥＭＰの現状をどの程度聞かされている？」

　蜩ひぐらしは三秒ほど黙だまり込んでいたが、

『……そっちで何が起きてるんだって？　俺おれは何も聞いてねえが……』

「真実と受け取ってよいのだな？　もしキミが噓うそ八百を言っているのだとしたら、のちのち発覚したときに茉ま衣い子こくんに首を絞しめられるぞ」

『本当だっての！』

「ありがとう、少年。聞きたかったのはそれだけだ」

『おい！　何だ！　そっちで何──』

　宮みや野のの指が無情にキーを押し、切れた電話を類るいに投げ返した。

「どういうことだ」

　茉衣子はぷるぷる震ふるえていたし、類はあっけにとられていたから、佳よし由ゆ季きが代表して訊きくことになる。

　宮野は腕組みをして首を斜めにしていた。

「やはりそうだ。この事件には黒幕がいる。誰だれかのシナリオに沿って動かされているのだ」

　それは誰か──。

　十日前に第二ＥＭＰから持ち出された〈メトセラ〉。十日前に第二ＥＭＰを出ていた那な岐ぎ鳥どり獅し子し丸まる。にもかかわらず、真ま琴ことが自称『祟たたられ屋』を呼んだと言ったのは一昨日おとといで、実際に佳由季が目にしたのは昨日。

「黒幕は縞しま瀬せ真琴と那岐鳥獅子丸だ。それ以外にあり得ない」

　宮野は白衣の内ポケットから電卓を出してきた。

「またもや単純な計算問題を提示しよう。ネズミ算ざんの復習だ」

　長い指で電卓を弾はじきながら、

「昨日までに明らかとなった吸血鬼の数、現在の女子Ｄ棟住人の数は百四十三名、それ足たすことの、今け朝さまでに発見された新種ども、現女子Ａ棟住人五十六名。とりあえずその後に吸血鬼化した会長代理や保安部員たちは除いておくとして、……合計百九十九。約二百名が結果的に倍々ゲームで吸血鬼化するのに足りる日数は、いくらかと言うと、」

　宮野はぞんざいに電卓を振る。

「九日もあれば充分だ。当然誤差もあるだろうが、近きん似じ値ちということで目をつむりたまえ。どうだね？　寮りよう長ちよう殿。偶然の一致だとするには無理があろう」

「いいとも、偶然じゃない。仕組んだのが真琴と那岐鳥だってのも納なつ得とくだ」

　佳由季は宮野の笑みから視し線せんを逸そらさずに、

「だったらどうなる。真琴が吸血鬼化現象の張本人で、保安部員も吸血鬼にしちまったとして、これからこの学校はどうなるんだ？　状況はどんなふうに変わるんだ」

「少しも変化しない」と宮みや野のは言った。「考え得る最悪の状況がこうしてつまびらかになっただけだ。賭かけようか寮りよう長ちよう殿。今や吸血鬼代表と呼ぶべきは、あの会長代理に間違いない。安心材料がないとも言えないがな。なにせ現在が最悪なのだから、もうこれ以上悪化はせんだろうということだ」

　とすん、と音がして振り向くと、茉ま衣い子こがまたうつ伏せになって目を閉じていた。そんな友人を見て、類るいもまたオロオロし始める。

「まま茉衣子さぁん……」

「この学園で安全なのは、寮長殿。もはやキミだけだ」

　宮野は用済みとばかりに電卓を放り出して、

「昼夜関係なしに吸血鬼たちは学園をさまよえる。やがて全校生徒がそうなる。学内に留とどまる限り増殖にも限りがあるが、それで終わると思うかね。賭けようか、寮長殿？」

　言うまでもなく、佳よし由ゆ季きは首を振った。賭は成立しない。誰だれかが胴元に立候補でもしないと、誰もが同じ目に賭けるだろうから。







　静かな夜だった。冷え冷えとした空気が冬の予感を誘さそっている。欠けた月のそばで、星座から離はなれて輝かがやく一つの星が鮮あざやかだった。

　佳由季は空から目を戻し、寮を背にして歩き出した。吸血鬼の眺める夜空は、いったいどのように見えるのだろう。

　そのまま夜陰に紛まぎれる校舎に向かって歩いていると、

「いい夜ね」

　外がい灯とうの明かりの下、女子生徒が制服姿で立っていた。こんな時間に外をうろついているのは吸血鬼か、吸血鬼志願の人間だけだ。

「いい夜だとわたしは思うわ。仲間もきっとそう思う。残念ね、あなた」

　かつての類のルームメイト、雨あま森もり日ひ世よ子こだった。白い肌がことさら白く見えるのは外灯のせいか。

「僕にだっていい夜だと思うさ。残念なのはお前のほうだろ。太陽の下を歩けないんなら、二度といい昼があるってことを実感できない。Ａ棟の連中が羨うらやましくはないか？」

「ふうん」

　日世子は歩き続ける佳由季に並び、歩ほ調ちようを合わせた。

「それでわたしをやりこめたつもり？　そうね、ちょっぴり残念。でもたいしたことじゃないの。なぜか知りたい？」

「ああ」

「教えない。わたしはそんなに親切じゃないから」

　女吸血鬼は微笑ほほえみ、

「どこに行くの？　校舎？　あ、会長室ね。当たり？」

　立ち止まると日ひ世よ子こも止まる。

「でも無む駄だ。真ま琴ことさんはそこにはいないわ。Ａ棟にずっといる。さっき顔見てきたとこ。まさか仲間になってくれるなんて、わたしも驚おどろき」

　日世子は「ふふ」と笑って、

「残念だった？　Ａ棟は逆方向よ。回れ右？」

　佳よし由ゆ季きは黙だまって見ていた。校舎と寮りようを繫つなぐ道、学内の敷しき地ち内には無数の血管のように舗ほ装そうされた通路が走っている。

　幾多もの人ひと影かげが闊かつ歩ぽしている。女子生徒が多いのは、吸血鬼の男女比率に大きな差があるからだ。それもいつまでのことか。恋人を仲間にしたいと思う吸血鬼もいるだろう。恋人と同じ存在になりたいと思う人間もいるだろう。

　止められない流れもある。いくら出入りを規制しても、監かん視しの目をくぐり抜けるのはたやすいことだ。彼の寮からも生徒は減る一方、そして吸血鬼は増殖する。

　佳由季はきびすを返した。

「真琴さんとこ？」

　からかうような背はい後ごの声に、

「自分の部屋だ。散歩なら昼でもできるからな」

　それだけ返して歩き始める。日世子は追ってこなかった。

　吸血鬼にも必要とされない存在が彼だった。今に始まったことではない。何なら今すぐでも学園を去ることだってできる。

　それをしないのは──。

「……若わか菜な」

　出て行くなら妹と同時期だ。あいつを吸血鬼の群れから救い出し、人間に戻してやらねばならない。せめてそうでもしないと、春はる奈なの墓ぼ前ぜんに二度と立てないじゃないか。墓石は何も言わないが、残された生者は死者の声を勝手に聞いてしまうものだ。

　朝を待つ。

　今の佳由季に出来ることはそれだけだった。







　佳由季の部屋の人口は二倍になっている。自分の寮の出入り禁止が未いまだとけない宮みや野のはいいとして、茉ま衣い子こと類るいが加わっている。気にはならない。佳由季は長い間、幽ゆう体たいとなった妹と暮らしていた。実体を伴った血の繫つながらない女子が二人増えたくらいで、今更彼の感情はびくともしなくなっている。それに二人とも若菜の親しい友人だ。気落ちした茉衣子と気弱そうな類、二人でなんとか一人前と言ったところだった。

　夜具に着替えた二人は二段ベッドの上で双ふた子ご姉妹のように寄り添そって眠っており、下段では宮みや野のが高いびきをかいていた。

　何一つ文句はない。宮野は全員を守ろうとして、ここに彼女たちを呼んだのだ。自分勝手な気き遣づかいかもしれないが、茉ま衣い子こと類るいにとってこれ以上のガーディアンはいない。茉衣子と類だけは最後まで吸血鬼の魔ま手しゆから逃のがれ得るだろう。佳よし由ゆ季きはどこからも蚊か帳やの外だ。







　翌朝、陽ひが高く昇る頃ころ──。

　主あるじのいない会長室に佳由季はいた。隣となりでは祈いのりがぽつんと座って言葉を紡つむがぬ唇くちびるをマスクで隠かくしている。対面のソファにいるのは宮野と、生気の抜けた顔色をして自分の指先を見ている茉衣子。冷れい泉せんは会長席でひんやりした態たい度どを保持し続けており、動いているのは類だけで、これはコーヒーを所しよ望もうした宮野の命を受けて人数分の泥水を用意しているからだ。

「もはや突入しかあるまいな」

　宮野は簡かん単たんに言った。

「こうなったら力ずくだ。原因となった呪じゆ器き具ぐの持ち主の許もとに踏み込んで奪取、そののち微み塵じんに打ち砕くだけばよい。呪のろいも解とける、吸血鬼は人間に戻る。万ばん々ばん歳ざいではないか」

　なぜ解わかる。どこにそんな手がかりがあった？　僕と祈と那な岐ぎ鳥どりでおこなった調ちよう査さでは、それらしいものは発見できなかった。本当に存在しているかどうかも疑わしい。

　そう言った佳由季に、宮野は軽々と言い切った。

「手がかりは必要ない」

　アルカイックスマイルが邪悪に歪ゆがむ。

「私は解答に直結する何らかの回路を持っているらしい。それは細くて情報量もまばらだが、確固として私の内部に存在する。ゆえに手がかりを集める必要がないのだ。私が調査したり嗅かぎ回る行為は、すべて自分自身を納なつ得とくさせるだけのものである。信じたまえ」

　呆あきれを通り越すとはこのことだ。佳由季は宮野を睨にらみつけ、

「じゃあ、呪いアイテムがどこにあって誰だれが持ってるのか言ってみろ」

　平然と宮野は答えた。

「解らん。吸血鬼を一人一人裸に剝むいて、それっぽい感じの物を取り上げればいいのではないかな？」

　第一及び第二ＥＭＰへ現状報告はしたのか、という問いには冷泉が、

「しました。事ここに及び、もう隠かくし通していても益はないと判断いたしました」

　冷泉光こう洋ようが淡々と回答した。

「で、何て？」

「さて、それが」

　冷れい泉せんは表情も目の色も変えずに、

「両自治会長とも、本当に信じているのかどうかあやしげでした。こちらが罠わなを張り巡めぐらせていることを疑っているような反応でした。斥せつ候こうクラスの人員を派は遣けんはするでしょうが」

「第二もか。那な岐ぎ鳥どりはどうなる。あいつを出したのはそっちだろ」

「第二ＥＭＰの自治会は、那岐鳥獅し子し丸まるの独断専行を主張しています。真実か、責任逃のがれなのかは解わかりません。僕に出来ることは限りがあります」

　他ほかに何ができるんだ？

「有志を募つのりましょうか」

　というのが冷泉の提案だ。

「吸血鬼棟への突入人員です。保安部員といっても能力がなければただの学生です。真ま琴ことさんも、テレパスでないのならそれほど恐ろしくはないでしょう」

「その代わりに不死身の吸血鬼になっているけどな」

「しかし、このまま黙もく視ししていれば吸血鬼志願者を止めることもできません。そのうち普通の人間のほうが学園内マイノリティになってしまいます。吸血鬼たちが団結して我々を襲おそえば、一日と保もたないでしょう」

　そして第三ＥＭＰは吸血鬼の橋きよう頭とう堡ほうとなる。次の矛ほこ先さきは二つの兄弟校だ。吸血鬼化現象がＥＭＰ能力者特有のものである以上、仲間を増やすにはそのどちらかに行くしかない。そうなったらどうなるか、想像するのも片腹痛い。

「しかし、〈メトセラ〉とはな。どこから出てきたのだ、そのような物体が？　唐とう突とつにもほどがあるぞ。まるで誰だれかが無む理り矢や理りエピソードを挿そう入にゆうしたような強ごう引いんさだな。……ああ、感かん謝しやだ、類るいくん」

「はっははい、ど、どうぞ……」

　ビクついた挙動で類はカップを宮みや野のに手渡し、茉ま衣い子この前にも置いた。黒髪をうつむかせている黒衣の少女は、小さく波打つ焦こげ茶ちや色いろの水面から目を逸そらして、閉じた。

「…………」

　これを出してくるのはいつも真琴だった。サーバーの吐き出す液体が淹いれる人を選えらんで味を変えるとは思えない。

　不器用なウェイトレスのように、類は佳よし由ゆ季きにもコーヒーを差し出してくる。いちおう礼を言って受け取った。一口含んで吐き出したくなる味わいはやはり同じだ。溜ため息いきをついてテーブルに戻す。

《…………》

　祈いのりはそんな佳由季の表情を見て、伸ばしかけていた手を空中で止め、しかし類のハラハラした目に気付いてカップを手にした。じっと覗のぞき込んでいる。

「突入部隊ね」

　と佳よし由ゆ季きは言って一同を見渡した。

「どんだけ集まりそうだ？　保安部は壊かい滅めつ状じよう態たいなんだろ。吸血鬼の群れの中に突っ込もうなどと考える男おとこ気ぎ溢あふれる奴やつが、他ほかにどれだけ残されているかな」

「頭数は必要ない」

　コーヒーの芳ほう香こうをキザったらしく楽しんでいた宮みや野のが笑みを見せた。

「最低、私と寮りよう長ちよう殿だけでもいいほどだ。作戦は至って簡かん単たん、私が正面から堂々と突とつ撃げきして暴れ回るゆえ、その隙すきに裏口の非常階段からキミが侵入し、吸血アイテムをゲットする。後は走って逃げてくればよかろう」

「そんなものは作戦とは言わん。ただの行き当たりばったりだ」

《わたしも行きます》

　祈いのりの思念が触れ合う指先から届く。

《あなたを護ご衛えいせよというのが真ま琴ことさんから頂いた指令です。わたしはまだ解任されていません》

　少し恥はずかしそうに、

《それにわたしは今まで役に立つようなことをしていません。行きます》

　宮野はぐびりとコーヒーを飲み干ほし、祈の意志を表情から読み取ったのか、

「そうだな。寮長を単体で行動させるのはかえって危険かもしれぬ。吸血鬼たちからすれば、ＥＭＰ能力者なら強制的にでも仲間にしてしまえばいいが、そうならない一般人はいても邪じや魔まなだけだからな。ましてや敵対行動を取りなどしたら──」

　宮野はセリフを切り、断りもせずに佳由季のカップを手元に引き寄せた。

「普遍的な吸血鬼対人間の構図だ。ようやく解わかりやすくなったではないか。永遠の停滞か、行く先不明の進化か……。くくく」

　宮野は佳由季と同学年とは思えないような老ろう獪かいな笑みで、

「ひょっとしたら天上の神々が暇ひまつぶしにゲームをしているのかもしれんぞ。我々は盤ばん上じようの駒こまで、代理戦争をここでやらされているというわけだ。吸血鬼が勝つか、人間側が盛り返すか。オッズを知りたいものだ」

　ふふん、と鼻息を漏もらす。

「駒扱いは不本意だ。対抗策はどちらにも依よらないこと──何もしないことだと解っていたが、可愛かわいい後こう輩はいの嘆きを無視してまで確認するものでもない」

　宮野は茉ま衣い子この頭を見下ろした。

「予よ定てい調ちよう和わの操あやつり主ぬしがどこかにいる。そいつに比べたら縞しま瀬せ真琴の精神操そう作さなどグッピー並みの可愛らしさだ。この仕掛けそのものを講こうじた奴やつ原ばらがいるに違いない。どこで視みているかは解らんが、好き勝手やってくれるではないか。そのうち顔合わせしたいものだ。遥はるかな高次の存在は、意外に近くに潜ひそんでいるのか？」







　それこそ宮みや野のではないのか。

　茉ま衣い子こは言い知れない感覚に襲おそわれた。

　この物語に登場する予定のなかった侵入者。本筋とは無関係に動き回るだけの人間の姿をしたノイズ。それがいつしか物語の中心に位置するようになり、勝手な配役を周囲に押しつけ、行動を強制する。何のために？

　──自分の都つ合ごうよく進めるために。

　道どう化けとして紛まぎれ込んだ人間模様の中で、その予定されていた結末を改変するために動いているのだとしたら。

　──乗っ取られている。

　最初は道化、次は狂きよう言げん回まわし……。宮野は何になろうとしているのだろう。操あやつり糸を自ら切り離はなした人形は、次にどこに向かうというのだろうか。

　一つの物語を引っかき回し、充分だと判断したなら、そのジョーカーはこの世界から姿を消してしまうのだろうか。

　次の世界に向かって。

（わたくしは何を恐れているのです。そんなはずがあるわけございませんわ……）

　茉衣子は身み震ぶるいをして、なぜ自分が脅おびえているのか正体不明の不安感にさいなまれつつ、気づいたら白衣の袖そでを知らず知らずのうちに引いていた。

「どうしたかね、茉衣子くん」

　宮野は演説を止やめ、いかにも虚きよをつかれたような顔をする。

「いえ……なんでもないのですわ。ええ、なんでも」

　言うわけにはいかなかった。

　班長がどこかに行ってしまいそうで、二度と戻ってこないような気がしたなんて──。

　茉衣子に言えるはずがない。

「ふむ？」

　宮野はまじまじと茉衣子の顔を凝ぎよう視しして、心ゆくまでそうしておいてから、

「さて、寮りよう長ちようのレポートを読む限り、この学園で発生した吸血鬼たちに共通するルールがある。一つ、仲間を増やすための吸血行為。二つ、不死の体現。これだけはどの吸血鬼も同じらしい。吸血の欲求はまちまちで、まるで無関心な個体もいる」

「それが？」

　と佳よし由ゆ季きが言った。

「どうかしたか？」

「この学園の吸血鬼たちは、対外的にほとんど無害と言ってもいい。仮に全ＥＭＰ能力者が吸血鬼化したところで、何も問題ないだろう。この学園の名称が変わるだけだ。第三ＥＭＰから、第三ヴァンパイア学園にな。外の世界からすれば同じようなものだろう。隔かく離りされた閉へい鎖さ空間に閉じこめられているのが吸血鬼でも超能力者でも、何も変わることはない……」

　宮みや野のはここからが本題だというように声を張り上げた。

「だがな、そんな吸血鬼たちの特性がいつまでも変化しないという保証はない。ウイルスが変異するように、吸血鬼化現象も劇げき的な変異を遂とげないとは限らないのだ。ＥＭＰ能力を持たない一般人に感かん染せんするような変容だって十二分に起こりうる」

　そして宮野は大作りな顔を左右に振りつつ、

「生き続けるつもりがあるなら、いつでも最悪の可能性を念頭に置いておいたほうがよい。別に私がペシミストだからではない。いいかね？　起こりうる最悪の可能性は、起こりうる最良の可能性よりも発生確率が高いのだ。なぜなら最良の条件は個人の主しゆ観かんによって決定されるが、最悪の状じよう態たいは万人に共通するものだからである」

　その状態とは何かを問う前に宮野は続けて言った。

「それは、自分の所属する種しゆがまるごと消滅してしまうことだ」




　　　　　　　＊




　しかし、──と宮野はさらなる言葉を継つぐ。

「仮にそうなったところで地球の支配者が人類から吸血鬼に移い譲じようされるだけだ。さしたる問題はない。宇宙は人類の都つ合ごうなど意にも介さないだろう……と思っていたのだがな」

　立ち上がった宮野は、しばしの沈ちん黙もくの後に言った。

「吸血鬼たちはＥＭＰ能力を喰う」

　あたかも重大発表をしているような荘そう厳ごんな声だった。

「我らに宿った異能の力を不死に変換する。これが何者かによる攻こう撃げきである可能性を私は憂ゆう慮りよしている。世界そのものへの攻撃だ。その誰だれかはＥＭＰ能力を消滅させたいのだ。人間を不死にしてまでな。抜ぬき水みず優ゆう弥やごときなど怖れるに足たらん。奴やつらにこんな真ま似ねができようとは思えない」

　近くにあったゴムの木を避よけて歩き出す。

「人間は世界の付属物だ。世界が滅んでしまえば不死身の人間でも生き残れない。共とも々どもに消滅せねばならん」

　立ち止まり、振り返る。全員を均等に眺めながら、

「この世界を永遠に存続させるための手段がＥＭＰ能力だったとしたらどうだろう。宇宙の寿命について知っている者がこの中にいるかね？」

　誰だれもが否定の仕し草ぐさをした。

「そのとおり、誰にも解わからん。宇宙が閉じているのか開いているのか、そんなものが証明できたらノーベル物理学賞しようは獲かく得とくしたも同然だ。我々の存在するこの宇宙が膨ぼう張ちようしていることくらいは知っているだろう？　もし、この膨張がどこまでも進めば、宇宙は果てしない未来に熱的に死滅することが運命づけられている。質量の密度が広がれば広がるほど薄うすくなっていくのだからな。反対に膨張がどこかの時点で止まり、宇宙の中心点に向かって再び収しゆう縮しゆくするのだとしたら、我々の知る宇宙はそれで見納めだ。ビッグクランチ──再度のビッグバンによって宇宙は作り替えられる。どちらにしても我々のこの宇宙は死ぬことになる」

　再び歩き出した。

「そのどちらをも回かい避ひし、永続する世界として宇宙を固定するためには人じん為い的な操そう作さが要いる。それこそが現在の物理法則を完全に無視し、本来あり得ないエネルギーを生み出す源となっているＥＭＰ能力だと、私は考えているのだ」

　茉ま衣い子こは果てしない既き視し感に襲おそわれた。まただ。いつかと同じだ。彼女の部屋で宮みや野のは長い演説を始めて──。

「超能力、魔ま術じゆつ、魔法──。どんな理屈でもいい。言葉の意味や定義などどうでもいい。この世にあるありとあらゆる超常現象的なパワーは、ただ一つ、宇宙の保全のために存在しているのだよ」

　佳よし由ゆ季きは真ま面じ目めに聞いているのか、茉衣子の目にはまるで僧侶の説法を前にした信心深い檀だん家か筋のように見えた。

「考えてもみるがいい。超能力でも魔術でも魔法でも霊れいでも吸血鬼でも天使でも悪魔でもかまわん、どうして人間はそのような存在するはずのない概がい念ねんを好んで生み出し、もてあそびたがるのか。それは













○〈インスペクタ〉・２







　まだ早い。













○〈インターセプタ〉・３







　認める。













○〈アスタリスク〉・10







　介入する。

　実行。




　終了。













○十章・Ｂ










　　　　　　　＊




　というわけで、──と宮みや野のは言葉を継ついだ。

「地上の人間がすべて吸血鬼になってしまっては面おも白しろみに欠ける世界ができあがってしまう。それ以上どうにもならない。地球上をごちゃごちゃとかき回し、とっくに突き当たっているどん詰まりから脱出しようとあがき続けてこその人類だ。私が思うに──」

　宮野は不意に、

「ん？」

　怪け訝げんな顔つきで佳よし由ゆ季きを見て、

「はて、いま何か変な感じがしなかったか？」

「いいや」佳由季は眉まゆをひそめた。「どんな感じのことだ？　お前が一人で喋しやべっていただけじゃないか」

「いえ……」と茉ま衣い子こは指を額ひたいに当てて、「確かにわたくしにも変な感じ、としか言いようのない感じがいたしました。なんだか、こう……」

　顔の前で手を動かしてみる。上う手まく言い表せない。

「そう、とにかく変な感じなのです」

　茉衣子は緑の葉に囲まれて立っている類るいに、

「どうです、あなたは感じませんでしたか？」

「う……い、いえ。なんにも、その……」

　バタバタと手を振って類は否定し、冷れい泉せんと祈いのりも首を横に振った。するとこれは宮みや野のと茉衣子だけに共通する感覚らしい。

（なんでしょう……？　幾いく度どもこんなことが）

　茉衣子の部屋で宮野が若わか菜なや類たちに熱弁を振るっているとき──。吸血鬼の住すみ処かとなったＤ棟の前で類を抱き起こしているとき──。吸血鬼化した若菜を前にして真ま琴ことと宮野が話しているとき──。

　言葉では表現できない感覚があったように思う。彼女の記き憶おくがそう言っていた。

　宮野と茉衣子は二人して同じ表情、何かを忘れてしまったことを思い出したがそれが何かが思い出せないような顔をして黙だまり込んだ。

「おい、宮野」

　佳よし由ゆ季きが苛いら立だったように、

「お前の自説開かい陳ちんはそれで終わりでいいんだな。だったらこれからすることを検討しないとダメだろう。吸血鬼の寮りように突入して呪のろいだか何だかのアイテムを取り上げるってはいいさ。だけど誰だれが持っているのか解わからなければ話にもならないぞ」

「ううむ」

　宮野はまだ思索から戻ってこないような顔で、

「さきほども言ったように、吸血鬼の一人一人を素っ裸に剝むけばよかろう。役得だ。いかな朴ぼく念ねん仁じんの寮長殿でも、さすがに心動かされるものがあるに違いないと愚ぐ考こうするが」

「もう少しマシなことを考えろ」

　と佳由季が声を上げたとき、

「フフフ……その手間は省はぶけるでしょうな。フ、フフフ」

　扉とびらの隙すき間まから誰かが顔を覗のぞかせていた。

「〈メトセラ〉は現在、真琴さんの手に渡っておますよ。フフフ……。間違いなく。フフ、これでもボクは専門家ですからには、そのくらいはね……フフ、解るのですな」

　やや定員オーバー気味の部屋に、物もの怖おじすることなく入ってくる。

「フフ、皆の衆……。どうしましたかな？　皆さんそろって変な顔を、フ……フフ……。もしかして忘れていましたかな？　ボクのことを……フッフフ？」

　誰だれが忘れたとしても、茉ま衣い子こは覚えている。

　那な岐ぎ鳥どり獅し子し丸まるが、アクセサリーをジャラつかせながら、いけ好かない笑みを浮かべて再登場した。

「吸血鬼討とう伐ばつ隊たいの結成式ですかな？　フフ、フフ……。それはたいへんだ……。ボクも仲間に入れてもらわないとね……フ、フフ」







「どこに行っていた」

　佳よし由ゆ季きの声は恐ろしく静かだった。

「フフフ……。隠かくれていたのですよ。絶好のタイミングで駆かけつける孤高のヒーローをね、フフ、ちょっとやりたかったというかね……フッフ」

　類るいの淹いれたコーヒーを那岐鳥は立ち飲みしつつ、

「ちょっと早すぎたようですが、フフ」

「説明してもらおうか」と佳由季。

「何ですかな。ボクに何を……フフフフフ」

「全部だ。〈メトセラ〉とは何だ。吸血鬼騒さわぎはお前が起こしたのか。真ま琴ことと一いつ緒しよになって何を企たくらむ。どうして僕に噓うそをついていた」

「フフ、ノーコメント……と言ったらどうしますかな？」

　那岐鳥は悠ゆう然ぜんとしたものだ。

「答えることが多すぎて困りますな。ボクにはなんとも……フフフ。ボクは真琴さんに言われるがままに動いているだけでしてな。ラジコンカーに操そう縦じゆう者しやの意志を問われても……フフ、困りますな」

「ふざけるな」

「……フフ、教えましょう。事実としてボクが来たのは十日前ですな。第二の保管庫から、触れた者を任意の吸血鬼に変えるという呪じゆ想そう具ぐ、通称〈メトセラ〉を携たずさえて……。フフフ、それからオマケ情報、〈メトセラ〉はイミテーションの宝石ですな。緑色をしておりまして、ペンダント状、ネックレスの先っぽでぶらぶらとな、しておることでしょうな。どうですかな？　充分に自白したでしょう」

「全然足たりない。真琴は何を企んでいる。お前が知らないはずはないぞ」

「フフ、……言うなればボクはただの運び屋、それ以上は何とも……フ、フフフフフ」

「噓つけ」

　語気を荒げて席を蹴けった佳由季を、

「いや、一理ある」

　素す早ばやく制したのは宮みや野のだった。

「寮りよう長ちよう殿、落ち着き払いたまえ。激げつ昂こうしても無益なものはどこまで行っても無益なのだよ。この呪じゆ物ぶつ使い師を問いつめたところで無む駄だだ、答えはせんであろう」

　宮野は那な岐ぎ鳥どりをじっくりと眺めて、

「いや、むしろ……今ここで答えてもらっては困る。せっかくの仕掛けが破は綻たんしかねない」

「どういうこと？」

　茉ま衣い子この問いに宮野は快活に笑った。

「いいかね。最さい優ゆう先せんでしなければならないことは何だ？　それは吸血鬼の源を破は壊かいし、学園に秩序を取り戻すことだ。犯人を特定したり動機を推定したりすることではないのだ。事情の解明は最後の最後にすればよいことだ」

　たぶん宮野には事情が見えているのだろう、と茉衣子は漠然と思った。いつだってそうなのだ。わたくしには見えないものを見ているのです。そして自分勝手に突っ走ればいいものを、必ずわたくしも巻き込むのですわ。

　迷めい惑わくだ──と感じるはずが、なぜか今は出来なかった。茉衣子の脳のう裏りに高たか崎さき若わか菜なの笑え顔がおが浮かび、形を変じて真ま琴ことのチェシャ笑いになった。元に戻って欲しい。吸血鬼なんて、そんなのイヤです。類るいさんだって日ひ世よ子こさんと元のルームメイトに戻って欲しいと思っているから、ここにいるのです。祈いのりさんも、冷れい泉せんさんも、吸血鬼になりたいのならとっくになっています。決定的に間違っているのですわ。吸血鬼は必然ではないのです。理屈なんかどうだっていい。わたくしは友人や知るべとなった人々が何か変なものになってしまうのが理屈抜きでイヤなのです。それだけなのですわ……。

　ほう、と茉衣子は息を吐き、

「班長に従いますわ」

　幾分か力のこもった声で言った。

「わたくしは不幸な班員で、班長は班長ですものね。きっとわたくしより多くのことを知っておいでなのでしょう？」

「もちろんだ」と宮野は太鼓判を押して、「だがな、茉衣子くん。幸せを感じる能力は低ければ低いほどよいのだ。そのほうが人は幸せになれる。空腹の極限にある人間ならば、どんな下へ手たな料理でも美び味みに感じるだろう。幸福を知れば知るほど人は不幸になる。つまり何かを知らないということは幸福の一要素でもあるのだよ。なぜなら、その人は新たに知る何かをまだ持っているのだからな」

　宮野は改めて笑顔を作り上げた。どこか邪悪な気け配はいのする、狂った菩ぼ薩さつのような笑みである。さっと勇ましく手を挙あげて、

「では突入だ。吸血鬼の巣に向かい、我ら有志でもって突とつ撃げきしようではないか！　このような展開こそが望ましかったのだ。気付くのが遅すぎたほどだとも。さっさとこうすべきだった。私としたことが、まんまと予よ定てい調ちよう和わに流されていたようだな。今後の反省に生かそう！　異論があるなら今のうちに言いたまえ！」

　冷れい泉せんは眼鏡めがねを外して目ま蓋ぶたを押さえ、佳よし由ゆ季きは黙もく然ぜんと宮みや野のを見つめ、祈いのりは佳由季の腕を握り、類るいはキョトキョトといそがしく目を動かし、那な岐ぎ鳥どりはニヤケ面づらのまま──誰だれもが誰かが次に何を言うかを待っているようだった。

　そして結局、誰も何も言わなかった。







　それでいい。
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○十一章・Ａ







　宮みや野の秀しゆう策さくをリーダーとする反吸血鬼部隊は七名で構成され、それですべてだった。メンツとなる人員は高たか崎さき佳よし由ゆ季き、光こう明みよう寺じ茉ま衣い子こ、蒼あおノ木き類るい、新あら屋や敷しき祈いのり、冷れい泉せん光こう洋よう、那な岐ぎ鳥どり獅し子し丸まるであり、そのうち宮野、茉衣子、類の三人が陽動部隊として撹かく乱らん役に回り、佳由季、祈、那岐鳥が〈メトセラ〉奪取の任を帯おびる。冷泉は留る守すとして待機し、いよいよどうにもならなくなった場合──誰だれも帰き還かんするようなことがなかった場合──第一及び第二ＥＭＰ学園にＳＯＳを放つ責務を負う。

　作戦はただちに実行に移された。

「いかなる猶ゆう予よも残されてはいない」

　と宮野は主張した。

「吸血鬼にもそれ以外の誰かにもだ。ここに事件の関係者がほとんど全員集まったからには、即座に行動に移るべきである。余計な干渉は願い下げにしたいものだ。そうだろう？」

　宮野は一同を眺め渡し、なぜか類と祈に強い視し線せんを投げかけているようだったが、佳由季には理由が解わからない。

「よろしく」

　冷れい泉せんがあくまで冷れい徹てつに言った。

「あなたたちでダメなら、この学園は崩ほう壊かいしたも同然です。吸血鬼学園と名称変更するか、第三ＥＭＰに留とどまるか……。どちらがマシとも僕には言えませんね。ですが会長代理補という肩書きは僕には重いものです。元の一執行部員に戻れるように取りはからってもらいたいと、僕個人は熱望します」

　作戦内容は宮みや野のの立てた簡かん素そでありがちなものが採用された。特に誰だれも何も思いつかなかったせいである。奇策を弄ろうするより正道で行くのがかえって相手の裏読みを誘さそう場合もあろう、などと宮野は強きよう調ちようした。自分の言葉を全然信じていない証しよう拠こに、宮野は最初から最後まで半笑いを通していた。

「ああ、あのあの、ああたしは……っ」

　最も狼ろう狽ばいしていたのは自動的に組み入れられてしまった類るいだった。猫専用テレパスでしかない彼女が何かの役に立つとも思えないのは当然だが、

「目は多いほうがよいのだ」

　という宮野によって実働部隊に編へん入にゆうされることになった。

「何ら効力を持たぬＥＭＰ能力にすがることもない。類くんには目が二つばかりあり、四つと六つでは１・５倍もの差があるのだ。自信を持って私と茉ま衣い子こくんの背はい後ごをついてまいるがよい」

　日中でも行動可能な吸血鬼が出現しているとは言え、やはり突入を図るなら太陽の庇ひ護ごのもとが望ましく、それも早ければ早いほうがいい。

　宮野はそう主張して、ろくに計画を詰めることもなく出しゆつ立たつを宣言した。

「皆のもの、心配はいらん。これですべてが終わるだろう。今日の夜になる頃ころには何もかも片が付いているはずだ。私はそれを知っている。なぜ知っているのかは今は訊きくでない。時と場所に応じて言わずにいたほうがいいことだってあるものだ。行動あるのみだ！　そうであろう、那な岐ぎ鳥どり獅し子し丸まるとやら」

「フフフ、さすがは他校にもその名を轟とどろかす宮野さんですな。……フフ。あなたは実に素す晴ばらしい直ちよつ観かん力をお持ちのようです。フ、フフ……。高たか崎さきさん、謝しや罪ざいなら終わった後でいくらでもいたすのですな。今だけはご勘弁。時期によって言えないこともあるわけですな。ささ、行こうではないですか。吸血鬼のアジト、〈メトセラ〉を持つ真ま琴ことさんのところへね……フフフ」

「本当にこれしかないのか？」

　慎しん重ちよう論を唱える佳よし由ゆ季きに、宮野は、

「私を信頼したまえ。まもなくこのバカげた事じ態たいは収束し、我々の踊りもすぐに終わる。我々が予定の行動を取りさえすればいいのだ。これは決まっていることなのだよ」

「誰だれがそんなものを決めたんだよ。真ま琴ことの筋書きか？」

「さあて」

　不ふ審しんに満ちた佳よし由ゆ季きの呟つぶやきを無視し、宮みや野のは背を向けた。観かん葉よう植物の鉢はちを避よけるようにして扉とびらへ向かう。

「それでも誰かが決めたのだ」

　その独ひとり言は小さく、茉ま衣い子こたちの耳に届くことはなかった。

　──かまわない。その誰かに届けばいい。と彼は思ったようだった。

「聞いているはずだ」

　宮野は微笑する。

「そうであろう？　〈年表干渉者インターセプタ〉……」







　奇妙な対吸血鬼部隊だった。いかにも武器らしい得え物ものは那な岐ぎ鳥どりが背せ負おう偽にせ剣つるぎくらいで、後はどこから持ってきたのか、類るいがアイスホッケーのスティックを応援団旗のように掲げているだけ、他ほかの四人は手ぶらである。

　もとより佳由季には吸血鬼たちと肉にく弾だん戦せんを演じるつもりはない。那岐鳥と祈いのりのＥＭＰ能力にまかせておけばいい。自分の役立たずぶりはよく解わかっている。たった一つの、そして最大の彼の性質は、吸血鬼に嚙かまれても仲間に取り込まれないということだ。少なくともこの現時点では。

　誰にも遮さえぎられることなく、佳由季たちは女子Ｄ棟に辿たどり着いた。この時点ですでにもうおかしい。佳由季の胸中に疑念の雲が膨ふくれあがる。

　どういうことだ？

　保安部員たちの姿がない。昨日、真琴の許もとに赴おもむこうとした佳由季を追い返した連中はどうした？　注意深く観かん察さつしても、Ｄ棟の周辺にそれらしい人ひと影かげはない。

　罠わなだ。

　直感がそう告つげている。

「もとより承知の上であろう」

　宮野は傲ごう然ぜんと言って、

「さあ行こう。寮りよう長ちよう殿は裏口に回りたまえ。時間合わせの必要はないな。先に我々が突入する。寮長殿の小隊はタイミングを見計らいつつ、適当に侵入を果たせばよい。至し極ごく簡かん単たんだ。シンプルこそベスト。こちゃこちゃ考えるのは時間と媒ばい体たいの無む駄だだ。私の試算ではここまでが長すぎだ。早々に終わらせようではないか」

　同意する。終わってくれないことには気が休まりもしない。終わらせる手段がこれしかないというのなら、喜んでそうするさ。

　祈いのりの手を握り、佳よし由ゆ季きは人ひと気けのない芝しば生ふの上を歩き始めた。那な岐ぎ鳥どりもついてくる。こいつには訊ききたいことがみっちりあるがな、と思いながら、佳由季は所定の位置に移動する。

　目指すは裏口の非常階段だ。最上階まで登り、宮みや野のがおっぱじめるのを合図にして侵入を果たすという計画だ。

　待ってろよ、真ま琴こと──。

　佳由季はＡ棟を見上げて、心中で吐と露ろした。

　お前の真意を聞かせてもらう。それから若わか菜なを僕に返してもらうからな。







「攻こう撃げき準備に入るとしよう」

　やにわに宮野は左手を玄関口に差し出した。気き功こうでも放つように大きく開いた掌てのひらを閉じたドアに向ける。

「班長、鍵かぎがかかっているかどうかを確認するのが先なのでは？」

　茉ま衣い子こは白衣に包まれた身体からだにみなぎる不可視の圧力を感じながら、

「わざわざぶち破らなくとも」

「こういう場合は派は手でにせねばならん。演出だよ、茉衣子くん。この辺あたりで爆ばく発はつの一つでも欲しいと思っておったところだ。私にしては今までおとなしすぎたからな！」

「わわ……うひゃっ」

　茉衣子の背はい後ごに隠かくれる類るいが黒衣の裾すそを握りしめている。やはりこの娘こは帰したほうがいいのではないか、と茉衣子が考えていると、

「ヒット、アンド、ゴーだ。備えよ、茉衣子くん。類くんはシンガリをついてきたまえ」

　宮野の左掌に強烈な力が集まっていく。最初、それは小さな黒い光点だった。加速度的に体積を増していく暗黒のエネルギー弾だんは、ものの数秒とかからずスイカ大となり、十秒後には直径が茉衣子の身長を上回るほどに成長する。輪りん郭かくが定かではない、意い識しきを向ければ向けるほど平面にも見えたりする影かげのような暗黒球は、表面のあちこちからのたくる触手を生はやし始めた。まるで想念体だ、と茉衣子は唇くちびるをすぼめた。宮野の喚起術が生み出すモノは、いつもおぞましい姿をしている。

（きっと班長の性しよう根ねが歪ゆがみきっているからなのでしょう。黒くろ魔ま術じゆつなんかにかぶれるからこうなるのです。わたくしも常つね々づね注意しておかないと）

　宮野が嬉き々きとして説明した。

「太たい古こにどこかの恒こう星せいに封印された邪神のイメージに、ダークマターをブレンドしてみた。どれほどの威力があるものか、試すのは初めてなので私にも解わからんな。さて、制御がきけばよいのだが」

　圧力が高まる。身構える茉衣子の背後で、類が小さく震ふるえた。







　爆ばく音おんが轟とどろいた。非常階段が建物ごと揺ゆれる。鳴めい動どうする四階の踊り場で、佳よし由ゆ季きはとっさに手すりを握り、祈いのりの手も握った。

　直後、Ａ棟一階にあるすべての窓ガラスが内側から弾はじけ飛んだ。真っ黒な煤ばい煙えんが噴ふん流りゆうのように吹き出して、足元を衝しよう撃げきが襲おそう。

「派は手ですぎるぞ」

　階下を見下ろすと、非常階段の一階から二階の踊り場までが吹き飛んでいた。裏口のドアを破って飛び出した宮みや野のの黒煙が下げ手しゆ人にんだ。

「僕らの逃げ場もなくしやがった。あの野郎」

「フフフ、よいのではないですかな。背はい水すいの陣じんですよ。もう引き返せない……。活路は自らね、開かないとですな。いけませんな」

　最初からそのつもりだ。でなければ、こんな所に来やしない。佳由季はノブに手をかける。拍子抜けするほど簡かん単たんに開いた。

　暗い通路に矩く形けいの光が忍び込み、緊きん張ちようの思し念ねんを発する祈の手の握って佳由季が先陣を切った。三歩も歩かないうちに、

「ようこそ」

　雨あま森もり日ひ世よ子こが廊下の真ん中で待っていた。

　やはりか。佳由季は嘆息を押し隠かくした。

「昨夜ゆうべのうちにこっちに移っていたのか」

「いいえ」

　日世子は顔を横向け、白い喉のど元もとを見せつけるように晒さらした。

　捺なつ印いんされているのは、二列に並んだ二組の歯は形がた──。

「わたしはもうお日さまも平気。そうなったの」

　出し抜けに佳由季は気付いた。

　第三ＥＭＰで発生した吸血鬼たちは意図的に進化できるのだ。宮野が言っていた、伝言ゲームような吸血鬼因子の受け渡しがそれを可能とする。夜しか動けない吸血鬼Ａが、昼でも動ける吸血鬼Ｂに嚙かまれると……吸血鬼Ｂの吸血鬼因子ｂが吸血鬼Ａの持つ因子ａを上書きする。

　そして吸血鬼の概がい念ねんは人の数だけあり、吸血鬼の数が増えるほど変異の幅は大きくなる。夜から昼への進出ならまだいい。

　このサイクルをどこまでも続けていけば、宮野の危き惧ぐは杞き憂ゆうではなくなる。

　ＥＭＰ能力者だけの病に留とどまらない、非ＥＭＰ能力者にも感かん染せんする吸血鬼化現象がどこかの時点で発生しかねない。佳由季のような一般人をも吸血鬼とする真の〝吸血鬼〟が誕たん生じようするのだ。最初の一体が出現しただけで人類の滅亡が約束されるような、ツリー構造の頂点となるグランドヴァンパイアが。

「どいてくれ。僕は真ま琴ことに用がある。若わか菜なにもだ」

「インタビューの続き？」

　日ひ世よ子この目は佳よし由ゆ季きではなく、祈いのりと那な岐ぎ鳥どりに向けられている。

「下で暴れてる人たちは何？　あなたたちはこそこそと。何がしたいの」

　知らないことを聞きたがっている口く調ちようではなかった。こいつは解わかっている。僕たちの目的がどこにあるのか。

　佳由季は舌打ちしたくなった。宮みや野ののバカ正直な正面突とつ撃げきが何を意味するかぐらい、それこそバカ正直な奴やつにしか通用しまい。誰だれが見たってただの陽動だ。

「真琴さんの部屋へは行かせない」

　日世子は柔らかく微笑ほほえんで一歩前に出た。

「ゲームオーバーをわたしは望んでいないから。わたしたちは増え続けなくてはならない。仲間を増やすの。全然足たりないわ」

　その言葉が合図だったように、通路に並ぶ扉とびらが一斉に開いた。出てくるのは吸血鬼と化した第三ＥＭＰの生徒たちだ。多くは女子だが、男子の姿も少なくない。いつの間にここまで増えたのか……。

　佳由季は悟った。吸血鬼志願者はことのほか多かったらしい。バカな連中だ。吸血鬼に憧あこがれて何になる。ただの人工吸血鬼なんぞになって、それでいいのか？

「少しは吸血鬼らしいことでもしてみようと思うの」

　日世子は唇くちびるの端をきゅっと吊つり上げた。

「我が慢まんするのはもうお終しまい。みんな仲間になっちゃえばいい。そしたら騒さわぎも終わるでしょ？　高たか崎さきさんのお兄さん。あなたは学校を出ればいい。それとも？」

　吸血鬼たちの進軍が始まる。

「フ……。こりゃあ、ちとコトですな。フフ、どうしますかね……」

　那岐鳥がそんな呟つぶやきを漏もらした。







　一階は吸血鬼で溢あふれていた。

　宮野が生み出す暗黒の触手と、茉ま衣い子この蛍ほたる火びが絶え間なく乱らん舞ぶする。倒れても倒れても吸血鬼は立ち上り向かってくる。

「ひー！」

　類るいは脅おびえてぴったり茉衣子の背に張り付いている。ぶんぶんとスティックを振っているが、それだけだ。

「班長！　囲まれてしまいましたわ。いかがします？」

「うむ、数が多すぎるな」

　宮みや野のはぐるりと四方を観かん察さつし、首を傾かしげた。

「予想外だった。これでは前に進めん」

「後ろにもです」

　下へ手たに入り込んだせいで吹き飛ばした入り口まで距きよ離りがある。彼女たちの現在位置とそこまでの間には、不死となった生徒たちでほとんど隙すき間まがなかった。

「やっかいだな」

　そう言いつつも宮野は不ふ遜そんな態たい度どを崩くずさない。

「そろそろ出してみる頃ころ合あいかもしれんな」

「何をお出しになるの？」

「本気、というやつをだ」

　茉ま衣い子こはまじまじと白衣姿を見つめた。では今までは遊びだったのか？

「ＥＭＰ能力に制限はない。地球をまっぷたつにでも出来るだろう。意味がないのでしたりはせんが、何、そのくらいキミでも出来る。出来ると思いさえすればいいのだ」

　冗じよう談だんを、と茉衣子が反論しようとした、その時──。







　その時、携帯電話が着信音を奏かなで始めた。







《わたしです》

　たおやかな思し念ねんがそう伝え、祈いのりは片手でポケットをまさぐっている。

「おい、今はそんな場合じゃ──」

　佳よし由ゆ季きのセリフが耳を素通りしているかのように、

《出なければなりません》

　いやにハッキリと祈は応こたえ、取り出した電話を静かに耳に当てた。

　そして──。







「あっ」

　類るいがぎょっとしたように立ちすくみ、スティックを取り落とした。

「電話……出ないと」

　スカートのポケットに手を突っ込む類に、茉衣子は緊きん迫ぱくした声で、

「類さん！　後回しにしなさい！　悠ゆう長ちようなことをしているヒマはありませんわ！」

「だ、だめなんです……」

　泣き出す寸前のようなか細い声で、

「電話には絶対出ないとダメなんです。知らない番号でも、絶対に……」

　争いを避さけるように類るいはしゃがみ込み、電話を耳に当てた。

　そして──。







〈彼女〉は言った。

「いま、吸血鬼と戦せん闘とう中です。場所は女子寮りようＡ棟。高たか崎さき佳よし由ゆ季き、那な岐ぎ鳥どり獅し子し丸まるがともにいます。目的は〈メトセラ〉。縞しま瀬せ真ま琴ことの許もとへ向かう途と中ちゆう。〈メトセラ〉は彼女が持っています」







〈彼女〉は言った。

「いま、吸血鬼と戦闘中です。場所は女子寮Ａ棟。宮みや野の秀しゆう策さく、光こう明みよう寺じ茉ま衣い子こがともにいます。目的は陽動。高崎佳由季、新あら屋や敷しき祈いのり、那岐鳥獅子丸は別行動中。目的は〈メトセラ〉。縞瀬真琴が持っています」







『ありがとう』

　と、二つの電話が同音同句の言葉を返した。

『キミたちはよく働いてくれた。もういいよ』

〈彼女〉たちは身を固くする。

　──どうして？

　電話が切れている。〈水星症候群メルクリウス・シンドローム〉は暗示のセリフを告つげずに会話を終えていた。

　──このままでいられる？

〈彼女〉の心を不安と期待が支配する。寄生していたこの身体からだを自分のものにしてもいいのだろうか。それを許してくれたのだろうか。

《いいや、違うよ》

　その声は直接脳に響ひびいた。

《キミを介して僕が操あやつる。キミたちは元々そのための端末だったんだからね》

　どこからか強烈な精神波が流れ込んできた。

　──消えてしまう。

　自分の存在が別の心に置き換えられる。かすかな抵抗をねじ伏せて、圧倒的な力を持つ、違う人格が入り込んでくる。

　──これで終わりなの？

　最後まで〈彼女〉はたった一人だった。この身体からだの本体はたくさんの仲間たちがいたのに、〈彼女〉はその誰だれ一人とも何の時間も共有していない。

　──消えたくない……。

　最後のそんな思いを、せせら笑うように冷たい思し念ねんが突き刺さった。

《おやすみ》







　火炎の束が吹き上がった。暗黒の火、昏くらく冷たい炎が。

「…………！」

　日ひ世よ子この身体が奔ほん流りゆうの直ちよく撃げきを受けて吹き飛んだ。炎をまといながら四散した少女の肉体は、バラバラの肉片となって乱雑に積つみ重かさなった。

　佳よし由ゆ季きは呆ぼう然ぜんとして立っている。

　久しぶりに見る火の色だった。温度を感じない異い形ぎようの火炎。何ヶ月か前、会長室に吹き荒れて高等部校舎を破は壊かいした紅ぐ蓮れんの光だ。

　新あら屋や敷しき祈いのりがその中心にいた。ゆっくりと手を上げた彼女は、×マークのガーゼマスクを顎あごの下にずり下げて、

「お久しぶりです、高たか崎さきさん」

　佳由季が初めて聞く祈の声で、しかし聞き覚えのある口く調ちよう──。

「……抜ぬき水みず優ゆう弥や」

　佳由季は祈の顔が薄うすく微笑ほほえむのを見つめつつ、

「そうか……」

　様さま々ざまな疑問が発生し、引きつられたように解答もまた泡のように浮かび上がった。

　冷れい泉せんの言っていたのはこれか。優弥のスパイウェアとはこれだったのか。祈の精神にかけられた暗示と偽ぎ造ぞう人格とは、このことだったのか。

　……だが、祈は普ふ段だん言葉を禁じられるような能力を持っていると言ったはずだ。

「それはですねえ」

　と、祈の声で祈ではない人間が答えた。佳由季は何も喋しやべっていない。精神を読まれた。

「この少女が持っている力は確かに強大です。言こと霊だまを操あやつり現実に干渉する力ですからね。しかし今この身体を支配しているのは僕の作った人格で、僕はその人格をインターラプトしています。ＥＭＰ能力は身体ではなく精神に宿るものなのですよ。仲なか嶋しま数かず花かがそうだったようにね……」







　暗い火炎の絨じゆう毯たんが一面に広がっていた。茉ま衣い子こたちを包囲していた吸血鬼たちが、瞬しゆん時じに炎の柱と化した。

「そんなっ！」

　茉衣子が驚きよう愕がくに目を見開く。その視界に、

「またお会いしましたね、宮みや野のさん」

　類るいが立ち上がりながら、親しげな微笑ほほえみを浮かべていた。

　かつん、と硬い音がして携帯電話が床で転がる。類は用済みとなったものに向ける視し線せんで電話を一いち瞥べつし、

「もう少し早く登場したかったのですが、なかなか読みにくい事じ態たいとなっているようですね。吸血鬼ですって？」

　類ではない、と茉衣子は確信した。彼女はこんな笑い方をしない。思わず総そう毛け立だつような、気に障さわる笑い方など絶対しない。

「ご苦労なことだな、ハグレ者くん」と宮野はうんざりとした顔で、「端末を経けい由ゆしてではなく、直接来ればいいものを。今の学園のセキュリティはガタガタになっているはずだ。会長代理があのていたらくなのだからな」

「まったくね。そうしてもよかったのですが、確認すべきことを確認してからにしたいと思いまして」

　抜ぬき水みず優ゆう弥やだ。茉衣子にも解わかる。今の類から感じるＥＭＰ能力の波動がそれを教えてくれている。

「私の獲え物ものをどうしてくれる。頼んだ覚えはないぞ」

　宮野は戦っていた吸血鬼たちを惜しんでいるようだった。火ひ柱ばしらとなって燃えさかる人ひと型がたの炎の群れは、いつまでも燃え続けている。決して滅んだりしない身体からだは、火炎に無限のエネルギーを供給しているようだった。

「何をしに来た……と問うつもりはない」

　宮野は言い放って茉衣子の腕を取った。

「縞しま瀬せ真ま琴ことに用があるのだろう。私もだ。では、行こうではないか。何をもってして吸血鬼と成したのか、それを確かめにな」

「班長っ、待って……！」

　炎の壁かべに向かって平然と歩き出す。床を這はうように燃えさかっていた無温の炎が二つに割れていく。

「類さんはどうしてしまったのです!?　これは、……この火炎攻こう撃げきは……」

　類の顔と身体をした何者かが答えた。

「心配要いりませんよ、茉衣子さん。あなたに危害を加えるつもりはありません。僕はいつでもＥＭＰ能力者の味方ですからね」

　くすくすと類るい（＝優ゆう弥や）は笑った。

「ともに吸血鬼たちと戦おうではありませんか」

　茉ま衣い子こが肌が粟あわ立だつ。優弥が味方で真ま琴ことが敵──。そんな図式はあってはならないものだ。

　宮みや野のの剛ごう力りきに引きずられながら、茉衣子の思考は千ち々ぢに乱れ続けている。







　祈いのり（＝優弥）は造作もないように、

「このくらいのことは我が妹だって出来ます。そして妹に出来て僕に出来ないことと言えば、子供を産むことくらいですよ。これでも僕は真琴と同じ血を引く人間なのです。それに、いちおう年長者たる兄貴でもありますね」

　けっこうなことだ。と佳よし由ゆ季きは思った。僕は妹に出来ることが何一つ出来ない。

「自身を卑ひ下げすることはありません。あなたに出来て若わか菜なさんに出来ないことだって、いくつもあるでしょう？」

　そんなものがあるだろうか。若菜にしろ春はる奈なにしろ、僕より何もかも優すぐれている人間ではなかったろうか。彼女たちに勝っているのは、ただ一年年上だという年ねん輪りんの積つみ重かさねだけではないか。このまま自分の時が止まり、若菜が一年年を取ったとき、彼女と自分にそう差違があるとは思えない。

「悲ひ観かん的ですね」

　優弥の表情で祈は笑った。

「しかし今の真琴はどうでしょうね？　人間の生み出した概がい念ねんに収まる吸血鬼は脅きよう威いはありません。そんなものになってしまったのだとしたら、我が妹は選せん択たくを間違えたということです。肉親の間違いは是ぜ正せいしてやらないとね」

　祈の目め線せんが動く。階段を上がってくる一団があった。

「ここにもいたか」

　先頭を切っていた長身の白衣、宮野が祈を見て片目を閉じた。

「抜ぬき水みず優弥くん。女性の身に宿るのはキミの倒とう錯さくした趣しゆ味みなのか？　端末がこの二人だけとは思えないが」

「それは、もう」

　類と祈、二人の口がそれぞれの声で同じセリフを吐いた。

「あなたがたと行動をともにしているのがこの二人というだけですよ。何人かは吸血鬼になってしまいましたが、大半はまだ健けん在ざいです。役に立ってくれていますよ」

「役に立っていた、と言うべきだろう」

　宮野は佳由季の横に並んだ。その後を茉衣子がふらふらした足取りでついてくる。青ざめていた。ショック続きのあまり忘ぼう我がの面おも持もちと言ったところだ。

「今や第三ＥＭＰの首脳部は壊かい滅めつ状じよう態たいだ。セキュリティもボロボロだろう。そんな半端なカタチではなく、堂々と配下を引き連れて入場してはどうかね？」

「あなたはどうです。歓迎してくれますか？」と類るい・祈いのり（＝優ゆう弥や）。

「ふん。私は誰だれの手引きもしない。キミの自由にすればよかろう。私もまた自由に振る舞まわせてもらうがな」

「そちらの那な岐ぎ鳥どりさんはどうでしょう。第二ＥＭＰも兄弟校を放置したりはしませんよね。今いま頃ごろ、こちらに向かっている方々がいるのではないですか？」

「フフ……」

　この期ごに及んでも那岐鳥は態度を変化させなかった。

「どうですかな。そうかもしれませんな。フフフ、ボクは何も知りませんですよ、フ、フ」

　類・祈（＝優弥）はにっこりと、

「まあ急ぐこともないでしょう。いま僕が興きよう味み深ぶかく思っているのは、〈メトセラ〉なる品ですから。ＥＭＰ能力者を吸血鬼にするアイテムですか。使いようによっては非常に役に立つ宝物になるかもしれません。あなたがたが思ってもみないような──ね」







　合流した六人の周囲を常に炎が踊っていた。接近を図った吸血鬼たちを例外なく弾はじき飛ばし、しかし熱くもないファイアーウォール。火炎の外には、再生を終えた日ひ世よ子こが全ぜん裸らも同然の格かつ好こうで立ちつくしていた。恨うらめしげに。

　全員が真ま琴ことの部屋の前に立つ。ノックはしない。開いているはずだ。佳よし由ゆ季きがドアを開ける。

「待ってたわよん」

　カーテンを開け放した部屋の中、真琴は一人で立っていた。

「勢せい揃ぞろいね。ご苦労さんだったわねえ」

「……やれやれ。吸血鬼となった妹との対面か。高たか崎さきさん、あなたの気持ちがよく解わかりますよ」

　類・祈（＝優弥）は彼の妹を視し線せんで一ひと撫なでし、

「なるほどね。真琴、お前からいつものあくどい精神波が感じられないよ。何もない。お前は空っぽだ。そんなに感応力者をやめたかったのかい？」

「さあ、どうだったかしら」

　真琴は優弥の口く調ちようで話す類と祈に驚おどろく様よう子すも見せず、佳由季だけを見ていた。

　そして、あまりにも唐突なことを言った。

「ねえ、チュウして」

　ここで。この状況でか。吸血鬼なら求めるものは僕の唇くちびるじゃなくて血であるべきだ。若わか菜ながそうだったように。

「いいからさ、お願い。キスしたいのよ。ユキちゃんじゃなきゃイヤなの。他ほかの誰だれともしたくない。ユキちゃんがそうじゃなくても、あたしはそうなの。こんな身体からだになってもね。冷たいキスはダメ？　真ま琴ことの最後のお願い、きいてくんない？」

　あまりの場違いな要求に佳よし由ゆ季きは眩暈めまいがする。誰も彼かもが意に添そわない役割を不器用に演じているような気がした。

　なら、佳由季がそうしたっていいはずだ。

「高たか崎さきさま……」

　茉ま衣い子このかすれた声を聞きながら佳由季は真琴に近づいた。

　勝ち気な白い顔がうっすらと微笑ほほえみ、目を閉じて顎あごを上向ける。

　重かさねた唇くちびるは冷え切っていた。身体からだも。かつての熱っぽさが消えていた。生きてはいない。死んでもいない。まるで──。




「くっ！」




　類るいと祈いのりが同時にのけぞった。見えない攻こう撃げきを受けたように。

「お前──」

　唇と唇が離はなれた。佳由季の間近にある真琴の顔が見覚えのある笑みを浮かべていた。
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「そうよう、お兄様。自分の間違いに気付いたかしら？」

　佳よし由ゆ季きに触れている肉付きのいい身体からだが──制服越しでも解わかる。暖かみを取り戻していた。いつも高めの体温は真ま琴ことのもので間違いない。何が起きたんだ。

「自分の精神に暗示をかけた」

　真琴は言った。

「吸血鬼のフリをするようにね。精神を凍結するより、体温を仮死寸前にまで落とすのがヤバかったわ。ほんとギリギリ。来てくれるのがもう少し遅かったらマジで死んでたかもね」

　誰だれもが──類るいと祈いのりを支配する優ゆう弥やですら──啞あ然ぜんとする中、

「ありがと、ユキちゃん。あなたのチュウが暗示解除コードだったの。してくれないとどうにもならないところだったわ。うふん、でも信じてたわ」

　真琴は類と祈の顔に、

「あら、お兄様。ひょっとして動どう揺ようしてくれたの？　精神障しよう壁へきが隙すきだらけだったわよん」

「これだけのために……」

　優弥の口く調ちようで類・祈（＝優弥）は言った。

「お前はこの事じ態たいを作り出したんだな？　自分を吸血鬼と偽ったのも僕をおびき寄せるためだ。僕が模造人格を与えた生徒を選せん別べつするために、この騒そう動どうを利用した。そうだな？」

「そうよ」と真琴。

「僕が端末たちをダイレクトコントロールするのを見越して……。端末を経けい由ゆして、僕の思し念ねんをかすめ取るためだけに──不意を打つためだけの大仕掛けだ」

「あんたが生徒の何人かに擬ぎ似じ人格を植え付けて端末に仕立ててるのは解わかってた。それが誰かってのもある程度まではつかめてたわ。でも、スパイ人格を排除することはあたしにも出来なかったわけ。だってさ、無理に抹まつ消しようしようとしたら元人格にまで影えい響きようしちゃいそうだったからね。完かん璧ぺきな寄き生せいよ。力任せに引き剝はがしたら宿主まで死んじゃうみたいな。あんたが作った模造人格を解除するには、あんたが〈彼女〉たちを作るために使用した精神波パターンがどうしても必要なの。それが復号キーになってたから」

　真琴は艶えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

「おかげで手に入れることができたわ。あたしが吸血鬼だと思って、テレパスじゃなくなったと思って油ゆ断だんしたわね。けっこう深いところまで走査できたわよん？」

「まいったな。僕の現在地まで知られたか」

　類（＝優弥）は肩をすくめた。

「ということは、今いま頃ごろお前の命を受けた手て練だれが、けたたましくも僕の許もとに急行中ってわけだな。やられたよ」

　そんな気はしない。優弥の口調は未いまだ自信に満ちていた。

「完敗だと言っておく。一杯食わされたね」

　類るい（＝優ゆう弥や）の顔には敗北感はない。探さぐるような表情で微笑ほほえんでいた。だが、それも──。

「借り物の身体からだで一暴れでもしてみる？　でも、その状じよう態たいでどれだけのことが出来るのかしらねえ。あたしが備えをしてないとでも思ってた？」

　開けっ放しの扉とびらの横から、二つの人ひと影かげが姿を覗のぞかせた。

「お呼びですか？」

　昨日、佳よし由ゆ季きを押しとどめた、あの二人の保安部員だった。

「ああ、これね」

　佳由季の視し線せんを受けた一人が、首に手をやって吸血鬼の刻印に指を這はわせた。搔かきむしるような仕し草ぐさの後、べりべりと皮ひ膚ふを引き剝はがす。

「よくできてるでしょ？」と言ったのは真ま琴ことだ。「メイキャップよ。歯は形がたの。原始的だけど、視覚効果はそれで充分。実際そうだったっしょ？」

　真琴は勝ちを確信しているようだった。

「ささ、どうするバカ兄貴。こんな所で遊んでいるヒマがあるかしら？」

「ないようだね」

　と祈いのり（＝優弥）。

「保安部員は誰だれ一人として吸血鬼化していないらしいからね。僕を罠わなにかけるために、よくぞここまでやったものだ」

「ふんっだ。本当はあんたが直じき々じきに乗り込んでくることを想定してたのよ。寄ってたかって、とっ捕まえる手はずは整ってたのにさ。用心深さだけは誉ほめてあげるわ。待ちかまえてたのに、それだけは無む駄だになったわね」

　類（＝優弥）は深々と息を吐いて、

「高たか崎さきさん、このように、我が妹は手段を選えらばずあなたに迷めい惑わくをかけるような奴やつなんですよ。あなたも相当負担を感じているんじゃないですか？　僕は進言しますね。こんな学校はさっさと出て行ってしまえばいい。あなたがここにいる意味はまったくないのです。どうです？　僕たちのところへ来ませんか？　春はる奈なさんを復活させるための手段なら、僕たちだって───」

「終わりにしましょ。充分堪たん能のうしたっしょ？　誰も彼かもがね。吸血鬼にまつわるクダらないドタバタ劇げきはこれでお終しまい。次はもっと突拍子もないものを持ってくることにするわ」

「楽しみにしてるよ」

「消えな、バカ兄貴」

　途と端たん、類が膝ひざから崩くずれ落ちた。祈は身体を微動させ、だがそれでもしっかりと床を踏みしめていた。瞬まばたきをして、祈は今気付いたように佳由季を見上げ、それから真琴を見た。マスクが顎あごの下にあるのでよく解わかる。彼女は微笑ほほえんでいた。

「真琴さんっ！」

　泣き顔を隠かくそうともせず、茉ま衣い子こが真琴の胸に飛び込んでいった。

「噓うそだったんですね？　真ま琴ことさんが吸血鬼だなんて、やっぱり偽いつわりだったんですね？」

「ごめんね茉ま衣い子こちゃん。いっときでもあなたを騙だましたことを謝あやまるわ。許してもらえないでしょうけど」

「いいえ、いいえ」

　温かい胸に額ひたいを押し当てて茉衣子は、

「これは嬉うれし泣きです。もう……本当に」

「愛してるわよ、茉衣子ちゃん。ユキちゃんの次にね」

「そろそろ明かしてもいいのではないかな？」と宮みや野のがのんびりと、「会長代理。最初の吸血鬼だ。キミが〈メトセラ〉を与え、吸血鬼にした騒そう動どうの根源たる人物。彼女を解放してやりたまえ」

「オッケ」

　真琴が目め配くばせをして、呼応した那な岐ぎ鳥どりが古剣を一ひと振ふりする。一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　祈いのりの制服が垂直に切り裂さかれ、胸から腹部にかけてが露あらわとなる。

　室内灯の光を艶なまめかしく反射する白い肌、首にかけられているネックレス──。胸元で鈍にぶく輝かがやくペンダントが、まるで生きているような光を放っていた。それが、

「〈メトセラ〉ですな」と那岐鳥が言った。

「祈さんが？」

　顔を上げた茉衣子が驚おどろきの声を出すのを、佳よし由ゆ季きも同じ思いで聞いていた。

「どうなってるんだ？」

「説明して欲しい？」真琴は泰たい然ぜんと、「ウチのバカ兄貴に出来るようなことは、あたしにだって出来るのよ。模造人格を植え付けることなんてね、そ、簡かん単たんなコトよん」

「つまりだ」

　宮野が解説役を買って出た。

「いいかな、寮りよう長ちよう殿。こやつは新あら屋や敷しき祈くんに本来の人格とは別の人格を新たに発生させたのち、呪のろわれたアイテムを着けさせたのだ。その別人格たる〈彼女〉は〈メトセラ〉によって吸血鬼化する。しかし元人格は人間のままの状じよう態たいを保つのだ。そう、ＥＭＰ能力は身体からだではなく精神に宿るものなのだからな」

　茉衣子が何か言いたそうに唇くちびるを開きかけたが、宮野は続けて、

「気の毒なのは祈くんだ。彼女は三つの精神を一つの身体に同居させていたのだ。もっとも、吸血鬼化した人格が活動していたのはごく初期だけだろうが。違うかね、会長代理」

　真琴は肩をすくめるだけ。

「おかしい……おかしいですわ」

　茉衣子は額に拳こぶしを当てて、難むずかしい顔をしていた。

「吸血鬼になった人たちには精神がないはずです。時間停止状態にあって……意い識しきもなくて、それが不死身の原因だったのでしょう？　なら、いったん吸血鬼になった祈いのりさんをどうやって元の人格に戻せたんですの？」

「あら、まだ解わかんないの？　茉ま衣い子こちゃん。あなたはいったい誰だれが誰向けに言ったことを信じているのかしら」

　くっく、と喉のどを鳴らした笑い声は宮みや野ののものだった。

「茉衣子くん。騙だまされていたのが抜ぬき水みず優ゆう弥やだけではないことはすでに明白だ。この根性のイカれた会長代理は、抜水優弥──彼奴きやつを罠わなにかけるためにまず我々を騙したのだよ。もし前提が間違っていたら──と私は何度も言った。そして私が吸血鬼の考察に使用した前提は、まさしくこの女の言葉に立りつ脚きやくしていたのだ。間違った前提から正しい結論が出てくるはずがない」

「では……」

　茉衣子は顎あごをかくんと下げながら、

「吸血鬼の不死性が時間の静止にあるというお話は……」

　宮野はこともなげに、

「ああ、間違いだったようだ」

「真ま琴ことさんが言っていた、吸血鬼にはいかなる精神波も思し念ねんもないというお話も……」

「噓うそっぱちだ」

　こんな状況でも人を食った笑え顔がおだった。

「ということは私が述べた不死の理屈、そのプロセスも誤あやまっている。おそらく何か別の未知なる理屈によって、不死者は生ける死人となっていたのだよ。最初から考え直しだな。知りたいことがまた一つ増えた。私にとっては喜ばしい事じ態たいである」

　そして真琴に向き直って、

「ヒントがあるはずだ。吸血鬼の意い識しきとはどのようなものだったのか？」

「周波数が違うって感じね」

　真琴は少し考えるように天てん井じようを見てから、

「あたしがしばらく静かな気分に浸ひたってたのは間違いではないわ。吸血鬼たちの思念は人間とは別の帯域を使用してるみたいね。注意深く探さないとアクセスできない、全然違うところにあったわけ。連中は連中であたしたちとは別の思考ネットワークを構築してるみたいだった。並のテレパスでは絶対気付かないくらいの異質な精神波なのね。ふふん、でもこの真琴ちゃんにかかれば、……まあ、けっこう苦労したけどさ」

　佳よし由ゆ季きは言葉を探していた。真琴に浴びせかけるべき言葉をだ。誰を欺あざむこうが、その思おも惑わくが何だろうが構わない。しかし、祈はどうなる。彼女の意志はどうだったのだ。優弥にスパイ人格を仕込まれて、真琴にも別人格を埋め込まれたあげく吸血鬼に仕立てられる。それも優弥をおびき出すためだけに。そんな目に遭あうことを彼女は了解したのか。

《もちろん》

　感じ慣なれた真ま琴ことの精神波が言った。

《祈いのりちゃんは解わかってくれたわ。人格の模造も、吸血鬼化も、記き憶おくの消去もね。彼女には何も知らないまま動いてもらう必要があったわけ。だって祈ちゃんにはバカ兄貴の端末人格がくっついているんだもの。絶好の目くらましになってくれたわ。灯とう台だいもと暗くらしってやつよ》

　目くらまし。Ｄ棟が震しん源げん地ちであるかのように工作したのもそれか。

《まあね。Ａ棟で吸血鬼化が進行してることにしちゃったら、あたしがそれに気付かないのはあまりに不自然だからね。でも、若わか菜なちゃんまで襲おそわれちゃったのは手違いだったわ。あんとき、あたしが謝あやまったのは本心からよ》

　僕に謝ることはない。お前が頭を下げるのは僕じゃないだろう。まず祈に、それから茉ま衣い子こにだ。お前が吸血鬼になったと聞いて、倒れ込んでいたんだぞ。どれだけ心配をかけたと思ってるんだ。

《ユキちゃん。それでもあたしはあんたに一番に謝るわよ。もちろん祈ちゃんと茉衣子ちゃんには何百回でもゴメンナサイを言うわ。でもね、この学園で一番にあたしを心配してくれたのは誰だれ？　若菜ちゃんと同じくらいあたしの身を案じてくれたのは？　あたしを救い出そうとしてくれたのは？　あたしに隠かくし事なんかできないのよ。そうでしょ？》

　腹立たしいよ、真ま琴こと。お前はいつも僕をオモチャにして遊んでいる。

《遊びに見える？》

　佳よし由ゆ季きを見つめる真琴の目には強い意志の光があった。

《なら、そういうことにしてもいいのよ。ただの遊びの関係だったことにしましょうか？》

　答えがいるのか？　お前は僕よりも僕のことを知っているだろう。僕は自分が解わかっていない。春はる奈なが消えてからずっとそうなんだ。解るものなら解りたいさ。これからどうするべきか、この学園で何をすればいいのかを。僕はずっと考え続けているんだ。

　ふっと真琴の視し線せんが緩ゆるんだ。

《ここにいてよ》

　真琴のものとは思えないほど柔らかい感覚がその精神波に乗っていた。

《あたしがそう思うだけじゃ足たりない？　あなたが存在する理由には不足かしら》

　佳由季は答えを探して自分の心の中を彷徨さまよった。長い時間はかからない。それはすぐ近いところにある。ずっと前から、佳由季が認めようと認めまいと、そこにあり続けていたのだ。

　言葉にしなかっただけで。







　何を話しているのか解りませんが……。

　茉衣子はそっと真琴から離はなれ、倒れ伏す類るいの肩に手をかけた。佳由季と真琴がニラメッコをしている。きっと第三者が触れたら火傷やけどするようなことを語り合っているのだろう。邪じや魔まをしては悪い。

　しかし那な岐ぎ鳥どりはそんな気き遣づかいとは無む縁えんのようだった。

「フフ、真ま琴ことさん。まだ終わっておりませんですな。フフフ……吸血鬼たちを〈メトセラ〉を破は壊かいせねば……お忘れではないでしょうな」

「はいはい」

　それが契けい機きだったように、真琴と佳よし由ゆ季きは互いに視し線せんを逸そらし合った。

「では……フフ、失礼しますよ」

　那岐鳥は前をはだけている祈いのりの前に影かげを落とすと、慎しん重ちような手つきで彼女の首の後ろに手を回した。緑光を輝かがやかすイミテーションジュエルに触れないようにして、祈の首から鎖くさり状じようのネックレスを引き抜いた。そして手にした直ちよく刀とうの剣先にひょいとひっかけ、妙に真ま面じ目めくさった表情で、

「ボクですら危ない。まともに触れたりしたら、今度はボクが吸血鬼をしなくてはなりません。いったいどうやってこれほど強力なシロモノが発生したのか解わかりませんな」

《聴ちよう覚かくを遮しや断だんするわ。少しの間だから我が慢まんして》

　茉ま衣い子この頭に真琴の精神波が入り込む。彼女だけではない。宮みや野のが顔をしかめ、佳由季も眉まゆをぴくりと動かした。おそらく気を失っている類るいの頭ず蓋がいにも入り込んでいるのだろう。

　無音。何も聞こえない。

　サイレント映画に封じ込まれたような気がして、茉衣子は思わず耳を押さえた。

　そんな中、マスクを外した祈が見つめているのは、那岐鳥の剣先から垂たれ下がるペンダント、緑色の宝ほう玉ぎよくだ。

　話してはいけないとされた唇くちびるが、いま開く。

　彼女が何と言ったのか、読どく唇しんの心得がない茉衣子には解らない。だが、短い音声の繫つながりだったことは解った。

　ただその一言で、〈メトセラ〉が砕くだけ散り──。







　そして何も起こらなかった。







　聴覚が戻る。

「変ね……」

　真琴が眉み間けんに皺しわを作っていた。

「吸血鬼たちの精神波が元に戻らないわ。そんなはずないんだけど……。那岐鳥くん？」

「はてはて」

　那な岐ぎ鳥どりの表情も困こん惑わく気味だった。

「そりゃおかしいですな。ボクが感じますところでは、そこの〈メトセラ〉は全呪じゆ力りよくを放出して、ただのガラス片になっている。想念が凝こごったアイテムが破は壊かいされたら呪のろいも解とけるはず……」

「でも、何ともなってないわよ。部屋の外の連中も、祈いのりちゃんの中の吸血鬼人格も直っていないわ。どういうこと？」

「ボクに言われましてもね。そんなことは未いまだかつて一度もなかったことですな……」

「おい」

　佳よし由ゆ季きが顔を曇くもらせながら、

「まさか、嚙かんだり嚙まれたりしているうちに、吸血鬼がその宝石の持つ呪いとは無関係に進化しちまったんじゃないだろうな」

　真ま琴ことは遠くの囁ささやき声に耳を澄すませるように目を閉じた。

「ダメね。学内のどの吸血鬼もそのまんまだわ」

　茉ま衣い子こは棒を飲まされたような気分で、黒々とした不安が喉のど元を落ちていく感覚を覚えた。

「そんな！」

　その時、
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　介入する。

　実行。




　終了。













○十一章・Ｂ







「それでは足たりないのだ」

　ずっと押し黙だまって破片を見下ろしていた白衣の男が言った。

「破は壊かいの次にくるものは何か？　そうとも。再生の儀ぎ式しきが必要だ。そうやって秩序は保たれるのだからな。壊こわしっぱなしでは何も解決しない」

「宮みや野の、あんた……」

　真ま琴ことが目を細めた。

「いま、あんたは何とアクセスしたの？　それ、まるで──」

「気にするな」

　宮野は快活に応こたえた。

「キミは今しなければならないことをせよ。過去の詮せん索さくはいつでも出来る。今でなくともよいのだよ。当分、私は逃げも隠かくれもしないからな。方法を授さずけよう。私の心を読みたまえ。そこに説明書きが書いてある」

　真ま琴ことは半眼を作った。精神を集中させているのだ。普ふ段だん、彼女からはあまり感じないＥＭＰ能力が屹きつ立りつする山脈のように高まっていく。

（すごい）

　茉ま衣い子こが身み震ぶるいするほど、それは途と方ほうもない高みに届いている。

《どうして宮みや野のがそんなの知ってるのよ？》

　本気で驚おどろいていることに茉衣子は驚いた。精神波を指向性モードにすることすら真琴は忘れている。

「私が知っていてはマズいかね。おっと、そこまでにしていただこう。それ以上侵入すると私は気分を害するであろう」

《後で聞かせてもらうわよ。納なつ得とくするまでね》

　真琴は秀しゆう麗れいな顔にやや厳きびしい表情を浮かべ、

《祈いのりちゃん、もう一度お願い。今度はちょいと長いけど、よっしく》

　再び聴ちよう覚かくが失われ、祈が唄うたい始めた。







　見えるのではない。感じられる。

　静せい謐ひつを強制された世界で、茉衣子はそれを感じた。

　歌うように唇くちびるを動かす祈の姿──そこから異質な影かげが遊ゆう離りする。目を凝こらすと同時に朧おぼろだった輪りん郭かくがシャープになる。理解できた。茉衣子の心眼は、クラシックなブラックフォーマルをまとった男装の優ゆう美びな女性を捉とらえていた。その彼女は茉衣子に笑いかけ、砕くだけた翠みどりの欠片かけらに吸い込まれるようにして消えていく。

　それは吸血鬼のイメージだ。茉衣子は感じる。

　砕けた緑玉を目指し、八方から同様のイメージが殺到している。吸血鬼化した生徒たちを、まさしく吸血鬼と成していた異い形ぎようの想念──宮野の言う吸血鬼因子──が、宿主を離はなれてここに終結しようとしているのだ。

　破は砕さいされた宝玉が不死者のように再生していく。呪のろいが一点に集中する。人を吸血鬼に変えた物体が、同じ力を用いて復活しているのだ。

（破は壊かいと再生……。まるで神話の創世を見ているよう）

　粉々になったペンダントがみるみるうちに元のカタチを取り戻している。

　茉衣子は眩げん暈うん感かんの連続に見み舞まわれた。

（あれは……）

　祈の身体からだから幽ゆう体たいが溶け出している。かつての高たか崎さき春はる奈なのような、非実体の透すけた等身大。祈から別の祈が飛び出そうとしていた。セミが成虫に羽う化かするように、するりと肉体を抜け出した透明な祈は微笑ほほえんでいた。その顔かんばせに真琴の面おも影かげを感じ、茉衣子は彼女の正体を知った。

　真ま琴ことが祈いのりに植え付けた偽ぎ装そう人格だ。〈メトセラ〉を与えられ、吸血鬼化するためだけに真琴が作り上げたペルソナ人格なのだ。

　その祈の姿が空中で回転し、誘さそうように指を動かした。茉ま衣い子こは目の前で展開される光景にただ見とれていた。

　また一人、祈の身体からだから幽ゆう体たいが浮かび上がった。今度の彼女はどこか戸と惑まどうような、逡しゆん巡じゆんの表情で肉体を離はなれる。

　それが優ゆう弥やの植え付けた端末人格であることを、茉衣子は感覚的に捉とらえた。会話すら聞こえた気がした。

《永遠が手に入るわ》

《本当に？》

　二人の祈が語り合っている。

　同時に茉衣子は知る。この想念は消えることはない。理由も理屈も関係なく、彼女はそのことが解わかった。

　類るいの身体からも同じものが抜け出そうとしていた。類ではない類だ。彼女たちだけではない。学園中から同様の人格が、人格だけが飛ひ翔しようしてくる。真琴が解除したスパイウェア、優弥に埋め込まれた人造の仮想人格たちが──。

　吸血鬼のイメージに続いて、その全員が再生する〈メトセラ〉に吸い込まれた。緑の宝ほう玉ぎよくがぬめるような輝かがやきを放ち始める。身につけた人間を吸血鬼にする呪のろいのアイテムだ。永遠の時間と仲間を求める強固な意志は、こうして完成した。
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　すべては元通りに──。

　膝ひざの力が抜けた。倒れそうになった茉ま衣い子こを、宮みや野のが腕を伸ばして抱きとめた。













○終章・Ａ







「若わか菜な」

　佳よし由ゆ季きはぐっすりと眠る妹の頰ほおに手を置いて、

「目を覚ませ。もういい。お前は充分寝た」

　茉ま衣い子こと若菜の部屋だ。真ま琴ことが終了を宣言した後、彼が真っ先にやってきたのがこの部屋だった。通路にいた吸血鬼たちは残らず人間に戻っていた。優ゆう弥やの炎が蹂じゆう躙りんした惨さん状じようの中、啞あ然ぜんとしている者が大半で、雨あま森もり日ひ世よ子こもその一人だった。ボロ切れになった制服を身体からだに貼はり付けて立ちつくしていた彼女に声をかけると、我に返ったように「きゃっ？」という悲鳴を上げて近くの部屋に飛び込んだ。うまいこと着替えを借りることが出来たらいいなと佳由季は思う。

　気絶中の類るいは真琴のベッドに寝かせておいた。同じベッドで祈いのりも寝ているから、一人で目覚めても寂さびしくないだろう。祈の口元には×マークの入ったマスクがついていた。

　大きく深呼吸した後、真琴は那な岐き鳥どりを伴って自室を後にしている。会長室に行く、と言い残して。そこでは冷れい泉せんが会長代理の帰き還かんを待ちわびているに違いない。佳よし由ゆ季きが若わか菜なの目覚めをこうして待っているように。

「若菜さん」

　佳由季と競きそうようにして茉ま衣い子こもここまでやって来た。心配そうに若菜の寝顔を覗のぞき込んでいる。そんな二人を宮みや野のが壁かべにもたれて自称ニヒルな笑みで眺めていた。

「うう……むん」

　若菜はあっさりと目を開いた。寝付きも寝起きも抜群にいいのが彼女の数多い長所の一つである。

「……あ？　にいさん？　何で？」

「気分はどうだ」

「いいよ、とても。あー、春はる奈なの夢を見たよ。なんかね、すんごい怒ってた。『起きろ起きろ』って言ってたような気がするなあ。うん……。春奈……。これでよかったの……？」

　寝ぼけた顔に笑みを浮かべる妹を、佳由季はそっと抱きしめて言った。

「そうさ」

　耳元に囁ささやく。他ほかの誰だれにも聞こえないように。

「それでいいんだ。春奈はもういない。でも僕たちはあいつのことを覚えている。夢にだって出てくる。それでいいんだよ」
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「そうなの？」

「ああ」

　若わか菜なの身体からだに回した腕に、確かな温ぬくもりが伝わってくる。慣なれ親しんだ妹の体温だった。熱過ぎもせず、低過ぎもせず。子供の頃ころから知っている、間違えようのない肉親の温もりだ。春はる奈なを守ることはできなかった。だが佳よし由ゆ季きには守るべき者が残されている。彼の腕の中にいる双子の片割れを守るために、誰だれか別の男がこの役割を引き継ついでくれるまで、こいつを守るのは僕の役目だ。実家から遠く離はなれたこの学園に居る限り、自分はその任を解とかれることはない。誰に決められたわけでもなく、佳由季はそう思う。

「兄さん」

　若菜が囁ささやき返した。

「みんな見てるよ。もう……恥はずかしいなあ。あたしは春奈じゃないよ」

　解わかってるさ。お前は春奈じゃない。あいつは完全に消え去ったわけじゃない。どこにもいないけど、いつもそばにいる。そんな存在にあいつはなったんだ。生きている人間の記き憶おくに残る、一体の残ざん像ぞうとして。

「お腹なか空すいたなあ」

　若菜はくしゃりと笑う。

　茉ま衣い子こが少しだけ硬い表情で尋たずねた。

「欲しいものは……その、何です？」

「うーん……」

　兄の肩口から覗のぞく顔が、真剣なものになり、しばらくして、

「ご飯」

　と若菜は言った。







　食堂に行ってみる、と言い残した兄妹きようだいがともに退室するのを見送って、茉衣子は窓に歩み寄った。閉じていたカーテンを思い切り開いて、ついでに窓も開け放つ。

　明るい日差ざしは昼のもので、典型的な小こ春はる日び和よりだ。

　そうやって微そよ風かぜに黒髪をなびかせていると、不意なる悪お寒かんが茉衣子に反射的な行動を取らせた。

　さっと横に飛んだ茉衣子の背はい後ごに、宮みや野のが両手を広げて立っていた。

「また、わたくしの許可なくわたくしに抱きつくつもりでしたわね」

　睨にらみつけてやる。

「帰宅した飼い主に犬が飛びつくようなものだと思いたまえ」

「犬だって、ちゃんと躾しつければ慎つつしみを持つようになります。いわんや人間をや、班長は犬以下です。そのくらい、わたくしの実家にいるマイキーでもちゃんと解わかっておりますわ」

「ふむ」

　宮みや野のは茉ま衣い子こに並んで窓の外を見ているようだった。

「太陽が沈む先に何があるのだろう……古代の人類の中にそのような疑問を感じ、実際に地ち平へい線せんめがけて旅に出た者がいたであろう。そう思わんか？」

「古代人の探求心にはわたくしも感嘆を覚えますが、それがどうかしました？」

「彼らと同様に、私も思っている。この世界の果てに何があるのだろうかとな」

「そんなことを知ってどうするのです」

「どうもしない。私はただ知りたいだけだ。誰だれかに伝えたいとも世間に発表したいとも思わない。私は自分自身を納なつ得とくさせることが出来ればそれでいいのだ。それにな、茉衣子くん。私程度の人間に知れようことなら、遠からず誰かが知ることになるであろう。私はさほど優ゆう秀しゆうな人間ではない。私より上位に位置する存在はいくらでもいるのだ。その中にはキミも含まれているかもしれんな」

　長い間、宮野と茉衣子は黙だまっていた。宮野が何を思うのか茉衣子には解らないが、宮野には茉衣子の考えがある程度解るらしい。それなりに続いた上下関係で、茉衣子はそのことを知っていた。

　知ってはいたが、どうしても言わずにはおれない。

「わたくしは……その、今までに出会った方々……そのほとんどに消えて欲しくなどありません。若わか菜なさんとか真ま琴ことさんとか高たか崎さきさまとか多た鹿じかさんとか蜩ひぐらしさんとか……そうですわね、リストを作れば膨ぼう大だいな数になるでしょうが、そこには……その、不本意ながら班長の名も刻まれております。下から数えた方が早いのは間違いありませんが」

　精一杯の強がりが茉衣子の言葉をビブラートさせていた。

「だから、わたくしに無断でどこかに行ったり、消え去ったりしないでください。心配するからではありません。純粋に不ふ愉ゆ快かいなのです」

　それもまた強がりだ。真実は半分に分断され、後半を虚きよ栄えいで粉飾している。当然のように宮野は茉衣子の感情などお見通しだった。

「約束しよう。茉衣子くん、私はキミに無断で消え去ったりはしない。定められた時が満ちるその日までキミと共にあり、キミと同じ場所で生き、キミと苦楽を共にすることを誓おう。キミに迫る邪悪な腕があればそれを退しりぞけ、キミを惑まどわす悪あく魔まの囁ささやきがあればそれを討うち滅ぼす。我々のどちらかがＥＭＰでなくなるまで、私はキミの傍そばを離はなれないと約束する。盗人と商人と医術の神に誓って、私はそうするぞ」

　宮野はいつものニヤケ顔に戻って、

「言っておくが、いったん誓ったら私はかなりしつこいのだぞ。この私に二に言ごんはなく、有言を実行することに心血を注そそぐ。心変わりするなら今のうちだ。私は盲目の女神の導みちびきに従い、自らの責務を全まつとうすることだろう！　さあどうなのだ。茉ま衣い子こくん、イエスかノーか」

　茉ま衣い子こは答えを告つげた。迷いはない。最初から決まっていたのだ。あの日、最初に宮みや野のに出会った一年前のその時に、すでにそれは決定されていた。

「もう後戻りは出来ないのかもしれませんわね」

　唇くちびるが放つ自分の声を、茉衣子は霞かすみのかかった脳のどこかの部位で聞いていた。

「ですが、わたくしはそれでけっこうです。きっと後悔することもあるのでしょう。未来のわたくしは、今のわたくしを罵ば倒とうするに違いないのです。しかし、それは未来のわたくしの役割です。今のわたくしは、今のこの決断を正しいものとして承しよう諾だくいたしますわ」

「いいだろう」

　宮野は会心の微笑ほほえみを形作った。奇き蹟せきのような、柔和で優やさしい笑え顔がおである。

「私はキミを守る。誰だれが敵に回ろうとキミだけは守る。他ほかの誰にも触れさせたりはしない。キミの笑顔は私のものだ。そして、私の心の安あん寧ねいはキミのものでもある。今後、私はキミを呼ぶときにこう言おう」

　さっと手を広げ、宮野は茉衣子をかき抱こうとするように身体からだを屈かがめた。

「我が愛すべき後こう輩はいにして唯ゆい一いつなる弟子よ。その時が来たるまで、我と共にあれ！」













○〈アスタリスク〉・12







　終了する。

　実行。

　・

　・

　・

　・

　・













○〈インターセプタ〉・４







〈自動干渉機アスタリスク〉、わたしに機会を。













○終章・Ｂ







　高たか崎さき兄妹きようだいの後を追って茉ま衣い子こも姿を消した。

　この部屋には宮みや野の一人が残されて、数日前に彼自身が描かいた壁かべの落書きを値踏みするように眺めていた。縦たて線せんと横線からなる世界地図、描いた本人以外誰だれも理解できないような、そんな式に何の意味があるだろう。

　──不意に、

「あなたを導みちびくことは可能です。その資格があなたにはある」

　背はい後ごからかかったその声を、彼はまるで予測していたように振り返った。

　前髪の揃そろった少女が一人、部屋の中央に立っていた。

「直接会うのは初めてになるのか？」

　宮野は含み笑いを漏もらしながら、

「どちらの名で呼べばいいかね。星ほし名なサナエか、〈年表干渉者インターセプタ〉か」

「どちらでも」

　と、その少女は答えて一礼し、短めの三つ編あみを揺ゆらせた。

　彼女は穏おだやかに言った。

「あなたは感覚的に真相の一いつ端たんをかすめる力を持っています。曖あい昧まいで、漠ばく然ぜんとしていますが、その力はこの世界の枠内からたびたびはみ出すことを可能とします。階層を超えて世界にアクセスする能力なのです。その力こそがあなたの本来のＥＭＰ能力です。あなたにはその自覚があったはずです。違いますか？」

「違わない」

　躊ちゆう躇ちよのない返答だった。

「私は自分が持つ力について、いつも考えていた。これはいったい何なのだろうと。どのようにして私はこの直感を得るのだろうと。ずいぶんと不ふ思し議ぎに思っていたのだが、そういうことだったか。私は知らず知らず、上位世界に逆干渉していたのだな。これは最初から私に与えられていた力なのか？　それとも私が無む意い識しきの鍛たん錬れんによって後天的に獲かく得とくしたものなのか？」

〈年表干渉者〉は微笑ほほえむ。宮みや野のはうなずいた。

「ありがとう。おかげで忘れていたことを思い出した。そうか、キミたちは我々の世界を監かん視し閲えつ覧らんするばかりでなく、修正を加え続けているのか。この世界を自在に改造できるのだ」

「自じ慢まんできるほどの自在性はありません。苦労すること、しばしばです」

「キミには迷めい惑わくをかけたようだな」

「そうかもしれません」

　ぼさぼさの頭をひとしきりかき回し、白衣の対たい魔ま班はん班長は呟つぶやくように、

「我々がキミを筆頭とする何者かによって恣し意い的な操そう作さを受け続けているのだとしたら、その場合、我々にはその自覚がないはずだ。操あやつり人形は自らが属する世界に疑問を抱いたりしない」

　徐々に確信の芽め生ばえつつある声で、

「あるいはこうなのか？　我々はあらかじめ行動パターンと思考アルゴリズムをプログラムされている。しかしある程度の自律性を与えられてもいる。何らかの障害に直面したとき、どの道を辿たどるのかは個体によって異なるだろう。そして正しい進化の道を辿れなかった人間は消え去るか、何らかの形で退場することになる……」

　宮野は両手を広げ、

「私はおそらく、そのようなプログラムを無視する存在だ。そしてキミもまたそうなのだ。枠から外れたところにいる。……だが、キミのいる世界は頂点ではない。さらなる高みの世界が無限に近いほどの高みにある。違うかな？」

　ますます広がる宮野の笑み。

「どうかね。少しは正解に近いところまで行けたかな？」

　彼女は直接には応こたえず、ぽつりと、

「わたしとともに来ますか？　あなたの言う、もう一つ上の世界へ」

「神々の世界へか」

「我々は神ではありません。ご存じのはずです」

「そうだな。子供の落書きを矯きよう正せいして少しだけマシな絵にするよう教えている通りすがりの素人しろうとのような存在だ」

　見え見えの挑ちよう発はつに彼女は感情を見せない。

　ただ、答えを待っている。

「時期尚しよう早そうだと私は断じよう」

　宮みや野のは優やさしい微笑ほほえみを浮かべた。

「約束したのだ。まだしばらくは私はここにいると。約束してしまったものはしかたがない。いったん言葉にしてしまった真なる思いを、安易に覆くつがえすことはできないのだ」

「言葉がそれほど重要ですか？」

「もちろん私は言葉というツールの脆ぜい弱じやく性と不完全性を知っている。しかし尊重するか否かと言えば、知る知らないの問題など些さ末まつなものだ。私は私の発した言葉には責任を持つ。持ちたいと思っている。少なくとも、今だけはな」

　少女の微笑だけが宮野の目に入ってくるすべてだった。

「単なる言葉と約束は違うものだ。言葉そのものは単なる道具であり、約束は意志を言葉によって具現化したものだよ。鉛筆自体はただの筆記用具に過ぎないが、鉛筆で書かれた文章は相そう応おうの意味を持つ。明らかな違いがそこにある」

「心変わりしないと言い切れますか？」

「保証はできん。人は変わり続ける。個人を構成する想念は情報をインプットするたびに変化し続ける。変わらない人間は死者と同じだ。生きている限り、人は変わらざるを得ない。時とともに言語が変容するように、人もまた変化からは逃のがれえないのだ。さよう、そんな不自由な形けい態たいを持つのモノがこの世の人間なのだからな」

　続けざまに宮野は言う。

「修正するならば、今この時の、この私の体たい験けんこそを修正したまえ。私は誰だれの手も借りぬ。私自身の力で、キミよりも上位に行って見せよう。他人によって知らされる真実に何の重みがあろうか。私は私だけで、真相を射い抜ぬくつもりだ」

「それでいいのですか？」

　宮野の笑みは自じ嘲ちようへ変化した。

「私は堕だ落らくしたのかもしれん。だが、私がいなくなれば茉ま衣い子こくんは悲しむだろう。弟子の悲ひ観かんした顔など見たくはないのだ。彼女が私など必要だと思わないほどに成長し、私を超える存在になってから、私は彼女の前から姿を消したいと思うのだ。〈年表干渉者インターセプタ〉、キミにも似たような経けい験けんはないかね？　意図せざる出来事によって、誰かの前から姿を消すようなことがあったのではないか？」

　探るような視し線せんが輪りん郭かくのぼやけた姿に向いた。

「音おと透とう湖こくん」

「お気づきでしたか」

「たった今、気づいた。時間移動を可能とする者はそうそういない。私の知る透湖くんは物体を無秩序に過去未来へと飛ばす力を持っていた。いずれコントロールできるようになるだろうとは思っていたが、ふむ、キミが自在に時間を飛び回っていると言うことはどこかの時点で本来の役割に目覚めたのだな。それで、キミは彼女の何年後の姿なのだ？　彼女はいつ、自分の役割に目覚めるのか？」

「ひみつ、です」

「私の記き憶おくを好きにしてもいいと言ってもか？」

「はい。わたしにも言いたくないことくらいあるのです。あなたの記憶を消したとしても、わたしの記憶からその言葉を消し去ることはできません。ここでそれを言ったという記憶を、わたしは持ちたくないのです」

「尊重しよう」

　宮みや野のが言うと同時に、少女の姿が陽かげ炎ろうのように揺ゆらめきだした。

「さらばだ、〈年表干渉者インターセプタ〉。また会うことになるのかな？」

[image: ]

　消えゆく姿は、ただ微笑ほほえんでいるだけのようだった。

　輪りん郭かくの完全に失うせた人物像はゆらりと片手を上げ、ふらふらと振って──、

　やがて完全に消え失せた。













○終章・Ｃ







　宮みや野のは誰だれもいない部屋を見回した。

「はて？」

　茉ま衣い子こが出て行ってから、この部屋を訪れた者はいない。なのに、宮野は誰かと会話をしていたような気がしている。

「まさしく、気のせいだな」

　すっくと立ち上がり、宮野は窓まど際ぎわに歩み寄った。

　校庭を見下ろす彼の頭からは、吸血鬼に対するあらゆる興きよう味みが失うせていた。片の付いた事象を記き憶おくの匣はこにしまい込み、必要なときが来るまで忘れ去る。それが宮野のライフスタイルだ。常に前しか眼中にない。彼にとって過去は重要ではない。過ぎ去った物事は記き録ろくと記憶の中にしかないものだ。今更どうしようもないことである。

　ならば、我々は未来のみに照準を合わせていればよい。

　宮野は顔を上げて、紫色に染そまりつつある空へと視し線せんを飛ばした。

「いずれそこに行く。待っているがいい、必ず私は辿たどり着くであろう」

　しかし彼が不利なことには変わりない。ＥＭＰ能力は時間限定だ。それは長くもない期間でもって消え失うせることになる。宮みや野の秀しゆう策さくに残っている時間もそう多くはないはずだ。やがて彼は能力を喪そう失しつし、第三ＥＭＰ学園から立ち去ることになる。待っているのは一般的な市井しせいの世界、通常世界の一学生としての学園生活だ。

　それまでに彼は目的地へ行くことが出来るだろうか？

　夕日に背を向けて、宮野は第一歩を刻んだ。

「私はいつまでも操あやつり人形の地位に甘んじていたりはしない。物語に紡つむぎ手がいるというのならば、ゆめゆめ安心せざることだ。いつ何なん時どき、その立場が私に取って代わられるかもしれないのだからな。一人の操り人形で終わる気など、私にはさらさらないのだ」

　その宮野の独ひとり言を聞く者はいなかった。







　わたしたちを除いて。













○〈インターセプタ〉・５







　最後に、残された仕事を完了しておこう。

〈メトセラ〉と名付けられた想念の宝石は、小さな鋼こう鉄てつの匣はこに入れられて保管されている。誰だれの手も触れないように、地中奥深くにそれは埋められた。だけど不死を望み、仲間を求める叫び声がわたしには聞こえる。

　危険が皆かい無むになったわけではない。いつの世か匣が掘り出され、宝石が人の手に渡る機会がゼロになったわけではない。

　わたしはそっと匣を取り上げる。哭ないている。

　いつかこれが新たな災わざわいをもたらすかもしれない。吸血鬼。不死。停滞。

　なら、わたしのすることはたった一つだった。未来に残したくないものは過去へ返そう。

　六年前の第二ＥＭＰ学園へ。

　暗い保管庫の棚たなに置く。宝石は哭きやんだ。

　そう──。六年後、あなたたちは解放される。そしてまたここに戻ってくる。無限の円えん環かん。ウロボロス。最初と終わりが同一のもの。あのナイフのように、あなたたちは永遠の六年を過ごし続ける。未来と引き替えの、ささやかな永遠────。

　では、守るべき時間と世界が遠き日にもあることを祈って、一時の別れを告つげよう。

　それでは、また、どこかの時間線せん上で。

　叶かなえば。













○〈アスタリスク〉・13







　終了する。

　実行。




　終了。













　あとがき







　承しよう前ぜん。ツバメのヒナは全員無事に巣立っていきました。




　それはともかく、この文章を書いている今は思いっきり夏真まっ盛さかりなのですが、夏と言われて僕が一番最初に連想するのは茹うだるような暑さや行楽地での思い出ではなく、まるで何もないところから湧わいて出るかのような昆虫たちについてです。

　夜の自販機周りに得え体たいの知れない羽虫が飛び交かったり、真夜中に一匹だけ鳴き始めるバイオリズムの狂ったセミが孤高を気取っていたり、どこからか入り込んだ小さな甲こう虫ちゆうが部屋の蛍けい光こう灯とうにガンガンぶつかったりしてますが、そんな虫たちの中にあって人間に最も身近な昆虫といえば蚊とゴキブリのワンツーフィニッシュで決まりではないでしょうか。

　どちらも人を不ふ愉ゆ快かいにさせることに関しては昆虫界の双そう璧へき的存在で、発見と同時に両手を構えたり手近な雑誌を丸めたりして戦せん闘とう態たい勢せいに入るのは人として自然な行為ですが、いざ殺さつ戮りくの鉄てつ槌ついを下さんとするその一いつ瞬しゆんに、ふと芥あくた川がわの『蜘く蛛もの糸』の故事が脳のう裏りをよぎったりもするので、いずれにせよあまり楽しい行為とは言えません。

　この両名には、痒かゆみをもたらさないような吸血テクニックを獲かく得とくするとか、ふわふわした白い毛玉に変化するとかなど、どうにか人間の目と皮ひ膚ふ感覚を騙だまくらかすような性質と形状を持つまでに進化するとかしてもらいたいもんです。

　[image: 200]万年ぐらい経たてばなんとかなるでしょうか。




　それはそれでいいとしてそこから広がる話もないため話は変わります。

　ほとんどの人に共通することだと思いますが、宿題でも試し験けんでもレポートでも目標達成数値でも、普通に生きていればとにかくその時刻までに何らかのアクションを終えていなければならないという行動予定が存在しており、そして一般的にどんな事情があったとしても時間のほうは個人個人の都つ合ごうにあわせて流れてくれたりはしません。悠ゆう久きゆうの時の流れはいつでも一定で、主しゆ観かんが何と言おうと長くなったり短くなったりしてくれないものです。いや、短くなったら非常に困こん難なんな立場に立たされるような気がするのでありがたいですが、だからどうしたという話でもあります。




　どうでもいいついでにもっとどうでもいい話にすり替えますと、どういうわけだか僕は三み毛け猫ねこの毛の白い部分に名めい状じようしがたい愛らしさを感じます。もう本当にこれ以上ないってくらいどうでもいい話ですが、ひょっとしたらこれはある種のフェチズムと何らかの関かかわり合いがあるのかもしれませんね。そんな同意を求めるように言われても困りますが。




　最後になりましたが、この本のあらゆる製造出版過程に関わっていただけた方々と、読んでいただけた方々に可能な限りの感かん謝しやの精神波を放射しつつ、それでは、また。
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谷たに川がわ 流ながる

１９７０年生まれ。兵庫県在住。『涼宮ハルヒの憂鬱』で第８回角川スニーカー大賞〈大賞〉を受賞。受賞作と今シリーズ第一作との二冊同時刊行デビューを飾る。２００４年現在「電撃萌王」にて後藤なお氏とコンビを組んでビジュアルノベル『電撃!! イージス５』を連載中。
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イラスト／蒼あお魚な真青まさお

保育園の頃から幾年月、広告の裏にノートに問題集にとありとあらゆる紙に落描きしてきて現在に至る。青系の色と魚料理とハムスターをこよなく愛するイラストレーター。







[image: ]









[image: ]電撃文庫





学がっ校こうを出でよう!⑥
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谷たに川がわ 流ながる
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